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「
教
育
勅
語
」
の
成
立
と
展
開

所　
　
　
　
　
　
　
　

功

は
じ
め
に

明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
、
今
か
ら
百
二
十
年
前
）
十
月
三
十
日
、
壮
年
（
数
え
39
歳
）
の
天
皇
が
、「
教
育
に
関
す
る
勅
語
」
を
下

賜
さ
れ
た
。
こ
の
「
教
育
勅
語
」
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
の
研
究
書
・
注
釈
書
な
ど
が
出
て
お
り
、
い
ず
れ
も
参
考
に
な
る
。

し
か
し
、
い
ま
検
討
す
べ
き
は
、
出
来
あ
が
っ
た
「
教
育
勅
語
」
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
が
何
故
作
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
か
、
こ
れ
が
ど
の

よ
う
に
扱
わ
れ
て
今
日
に
至
っ
た
の
か
、
と
い
う
前
後
の
歩
み
も
含
め
て
ト
ー
タ
ル
に
見
直
す
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

明
治
時
代
よ
り
も
急
激
な
国
際
化
の
波
に
洗
わ
れ
、
多
様
な
価
値
観
の
揺
れ
動
く
平
成
時
代
の
日
本
に
生
き
る
私
共
が
、
近
未
来
を
見
据
え

な
が
ら
、
教
育
と
り
わ
け
〝
徳
育
〞
の
在
り
方
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
も
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
に
は
、
広
い
意
味
で
「
教
育
勅
語
」
に
関
係
の
深
い
基
本
資
料
を
十
数
点
選
び
収
録
し
た
。
戦
前
の
資
料
に
は
、
部
分
的

に
漢
文
体
や
片
仮
名
が
使
わ
れ
、
特
殊
な
漢
語
の
表
現
な
ど
も
少
く
な
い
た
め
、
す
べ
て
書
き
下
し
文
と
し
、
片
仮
名
を
平
仮
名
に
、
漢
字

の
正
字
体
も
現
字
体
に
改
め
、
難
読
用
語
に
ル
ビ
を
付
し
、
句
読
点
・
濁
点
・
傍
点
を
加
え
、
送
り
仮
名
も
増
す
な
ど
、
な
る
べ
く
読
み
易
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く
し
た
。
た
だ
、
安
心
し
て
使
え
る
よ
う
正
確
な
引
用
に
努
め
、
仮
名
遣
い
も
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。
長
文
の
資
料
は
、
要
点
以
外
を
省
略

し
、
必
要
に
応
じ
て
解
説
の
文
中
で
言
及
し
た
所
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
資
料
を
編
纂
し
解
説
を
纏
め
る
に
あ
た
り
、
多
く
の
先
行
書
を
参
照
し
た
。
と
り
わ
け
片
山
清
一
氏
編
『
資
料
・
教
育
勅

語
』（
昭
和
四
十
九
年
、
高
陵
社
書
店
）
お
よ
び
古
川
哲
史
氏
編
『
教
育
勅
語
関
係
資
料
』
全
十
五
集
（
同
五
十
二
年
、
日
本
大
学
精
神
文

化
・
教
育
制
度
両
研
究
所
）
は
、
共
に
大
変
重
宝
な
労
作
で
あ
る
。
よ
り
詳
し
い
こ
と
を
知
り
た
い
と
思
わ
れ
た
ら
、
右
の
両
編
著
な
ど
を

参
考
に
し
て
頂
き
た
い
。

第
一
節　

明
治
天
皇
と
元
田
永
孚
の
懸
念

日
本
の
明
治
維
新
は
、
中
国
的
な
王
朝
交
替
の
「
革
命
」
で
も
な
け
れ
ば
、
西
洋
的
な
階
級
交
替
のR

evolution

で
も
な
い
。
何
と
な

れ
ば
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
十
月
、
二
百
六
十
年
余
り
政
権
を
担
っ
て
き
た
江
戸
の
将
軍
が
、
国
家
の
〝
大
政
〞
は
朝
廷
か
ら
幕
府
に

委
任
さ
れ
預
っ
て
き
た
も
の
と
考
え
、
あ
ら
た
め
て
政
権
を
京
都
の
天
皇
に
還
し
奉
る
、
と
い
う
「
大
政
奉
還
」
に
踏
み
切
っ
た
。
そ
こ

で
、
維
新
を
目
指
す
公
卿
・
雄
藩
ら
に
奉
じ
ら
れ
た
明
治
天
皇
（
一
八
五
二
〜
一
九
一
二
）
に
よ
り
、
同
年
十
二
月
、
ま
ず
「
王
政
復
古
、

国
威
挽
回
」
へ
の
御
沙
汰
（
大
号
令
）
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
ま
さ
し
く
日
本
的
なR

estoration

（
王
政
復
古
）
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

こ
の
御
沙
汰
書
で
は
、「
諸
事
、
神
武
創
業
の
始
め
に
原も

と

づ
き
、
…
…
至
当
の
公
儀
を
竭つ
く

」
す
理
念
を
掲
げ
、「
百
事
御
一
新
の
折
柄
…
…

智
謀
遠
識
、
救
弊
の
策
…
…
誰
彼
無
く
申
し
出
づ
可べ

」
き
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
つ
い
で
翌
四
年
（
明
治
元
年
）
の
三
月
十
四
日
、

「
国
是
（
五
箇
条
）
を
定
め
、
万
民
保
全
の
道
を
立
て
ん
」
こ
と
を
天
神
地
祇
に
誓
い
、
若
い
天
皇
（
数
え
17
歳
）
が
「
親

み
ず
か

ら
四
方
を
経

営
し
…
…
天
下
を
富
岳
の
安
き
に
置
か
ん
」
と
の
抱
負
を
全
国
民
に
示
し
て
お
ら
れ
る
。
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こ
の
「
五
箇
条
の
御
誓
文
」
に
よ
り
、
明
治
の
日
本
は
、「
広
く
会
議
を
興
し
万
機
公
論
に
決
す
」
る
べ
く
、
近
代
的
な
憲
法
を
制
定
し

国
会
を
開
設
し
て
、
い
わ
ゆ
る
立
憲
公
議
政
体
の
樹
立
に
邁
進
し
た
。
そ
の
た
め
に
も
、「
上
下
心
を
一
に
し
」「
官
武
一
途
、
庶
民
に
至
る

ま
で
各
々
其
の
志
を
遂
げ
」
ら
れ
る
よ
う
、
全
国
民
の
協
力
と
努
力
を
必
要
と
し
た
。
さ
ら
に
、「
旧
来
の
陋ろ

う

習
を
破
り
」「
智
識
を
世
界
に

求
め
」
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
た
の
は
、
当
然
か
も
し
れ
な
い
。

そ
こ
で
、
維
新
政
府
（
太
政
官
）
は
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
七
月
、
全
国
に
学
校
教
育
を
行
き
渡
ら
せ
る
た
め
「
学
制
」
を
布
告
し

た
（
資
料
１
）。
こ
れ
は
当
時
三
千
万
人
余
の
日
本
で
五
万
数
千
の
小
学
校
を
設
け
よ
う
と
い
う
画
期
的
な
方
針
で
あ
る
が
、
そ
の
費
用
は

各
地
方
に
任
さ
れ
多
く
住
民
の
負
担
と
な
っ
た
。

そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
全
国
で
立
派
な
学
校
建
設
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
つ
と
に
幕
末
で
も
初
等
教
育
を
授
け
る
寺

子
屋
へ
の
就
学
率
が
、
男
児
四
三
％
、
女
児
一
〇
％
余
、
と
い
う
世
界
的
に
み
て
も
極
め
て
高
い
レ
ベ
ル
に
あ
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
こ

の
布
告
で
「
学
問
は
身
を
立
つ
る
の
財
本
」
と
説
き
、「
人
の
父
兄
た
る
も
の
」
は
「
愛
育
の
情
」
か
ら
「
幼
童
の
子
弟
」
を
「
男
女
の
別

な
く
小
学
に
従
事
せ
し
め
」
る
よ
う
強
く
勧
め
た
こ
と
が
、
功
を
奏
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、
福
沢
諭
吉
（
一
八
三
四
〜
一
九
〇
一
）
も
、
同
じ
明
治
五
年
に
刊
行
し
た
『
学
問
の
す
ゝ
め
』
初
編
の
中
で
、「
人
は
生
ま

れ
な
が
ら
に
し
て
貴
賤
・
貧
富
の
別
な
し
。
唯
、
学
問
を
勤
め
て
物
事
を
よ
く
知
る
者
は
貴
人
と
な
り
富
人
と
な
る
。
無
学
な
る
者
は
貧
人

と
な
り
下
人
と
な
る
な
り
」
な
ど
と
、
勉
学
の
実
利
を
強
調
し
、
一
般
人
の
教
育
熱
を
高
め
て
い
る
。

し
か
し
、
政
府
や
福
沢
の
い
う
「
学
問
」
は
、
ほ
と
ん
ど
〝
文
明
開
化
〞
に
資
す
る
西
洋
伝
来
の
「
智
識
技
藝
」
で
あ
っ
て
、
日
本
古
来

の
歴
史
や
道
義
は
、
あ
た
か
も
無
益
・
有
害
な
「
陋
習
」
の
ご
と
く
見
な
さ
れ
、
軽
ん
じ
ら
れ
棄
て
去
ら
れ
つ
ゝ
あ
っ
た
。
事
実
、
明
治
九

年
（
一
八
七
六
）
来
日
し
た
ド
イ
ツ
人
医
師
Ｅ
・
ベ
ル
ツ
（
28
歳
）
の
日
記
（
十
月
二
十
五
の
条
）
に
、「
今
日
の
日
本
人
は
…
…
過
去
の

事
に
引
け
目
を
感
じ
て
い
る
。
…
…
私
が
日
本
歴
史
に
つ
い
て
質
問
し
た
時
、
は
っ
き
り
と
〝
我
々
は
歴
史
を
持
っ
て
い
な
い
。
我
々
の
歴
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史
は
今
か
ら
始
ま
る
の
だ
〞
と
叫
ん
だ
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
風
潮
を
知
っ
て
深
く
憂
慮
さ
れ
た
の
が
、
明
治
天
皇
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
資
料
２
に
よ
れ
ば
、
同
十
一
年
秋
、
北
陸
・
東
海

の
六
県
へ
行
幸
さ
れ
て
「
各
県
の
学
校
を
巡
覧
」
の
際
、「
農
商
の
子
弟
」
に
会
っ
て
み
る
と
、「
多
く
は
高
尚
の
空
論
」
を
説
き
「
善
く
洋

語
を
言
ふ
」
が
、「
こ
れ
を
邦
語
に
訳
す
る
こ
と
」
さ
え
で
き
な
い
よ
う
な
、「
教
学
の
道
を
得
ざ
る
の
弊
害
」
に
驚
か
れ
た
。

そ
こ
で
、
侍
講
の
元
田
永
孚
に
対
策
を
求
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
、
彼
は
直
ち
に
「
教
学
聖
旨
」
を
ま
と
め
た
。
こ
の
な
か
で
、「
今
よ
り
以

後
、
祖
宗
の
訓
典
に
基
づ
き
、
専
ら
仁
義
忠
孝
を
明
か
に
し
、
道
徳
の
学
は
孔
子
を
元
と
し
て
、
人
々
誠
実
品
行
を
尚
と
び
、
然
る
上
、
各

科
の
学
は
其
の
才
器
に
随
て
益
々
長
進
し
、
道
徳
才
藝
全
備
し
て
、
大
中
至
正
の
教
学
を
天
下
に
布
満
せ
し
め
」
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た

め
、
具
体
的
に
小
学
校
の
教
育
で
は
、「
古
今
の
忠
臣
義
士
、
孝
子
節
婦
の
画
像
・
写
真
を
掲
げ
…
…
忠
孝
の
文
義
を
第
一
に
脳
髄
に
感
覚

せ
し
め
ん
」
こ
と
を
提
示
し
て
い
る
。

こ
れ
を
表
面
的
に
み
る
と
、
頑
迷
固
陋
な
儒
者
が
「
仁
義
忠
孝
」
の
道
徳
教
育
を
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
元
田
永
孚
（
一
八
一
八
〜
一
八
九
一
）
は
、
肥
後
藩
校
時
習
館
に
入
り
、
儒
学
だ
け
で
な
く
先
輩
の
横
井
小
楠
（
一
八
〇
九
〜
一
八

六
九
）
ら
の
影
響
を
受
け
て
洋
学
も
解
す
る
博
識
の
篤
学
者
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
大
久
保
利
通
の
推
薦
に
よ

り
、
明
治
天
皇
の
侍
読
（
の
ち
侍
講
）
に
抜
擢
さ
れ
る
と
、
早
速
「
人
君
の
道
は
任
用
賢
を
得
る
よ
り
大
な
る
は
な
く
、
人
君
の
徳
は
聡
明

人
を
知
る
よ
り
先
な
る
は
な
し
」
と
説
く
。
そ
し
て
晩
年
ま
で
「
時
世
の
変
遷
に
因
り
て
君
徳
の
関
す
る
所
を
察
し
、
聖
訓
を
偲
ん
で
納
海

の
微
意
を
寓
せ
し
」（
徳
富
蘇
峰
編
『
元
田
先
生
進
講
録
』
緒
言
）
に
よ
り
、
明
治
天
皇
か
ら
絶
大
な
信
頼
を
え
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
元
田
は
同
九
年
（
一
八
七
六
）、
洋
学
者
箕み

つ
く
り作
麟
祥
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
持
ち
帰
り
翻
訳
し
た
『
泰
西
勧
善
訓
蒙
』（
同
四
年

刊
）
に
「
徳
を
進
む
る
の
法
」
と
し
て
引
か
れ
る
「
弗フ

ラ
ン
ク
リ
ン

蘭
克
林
十
二
徳
」（
出
典
は
米
国
の
Ｂ
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
著
『
自
伝
』）
を
抄
出
し
、

そ
れ
に
補
註
を
加
え
て
、
昭
憲
皇
后
に
献
上
し
た
こ
と
も
あ
る
。
す
る
と
皇
后
は
、
そ
の
十
二
徳
（
節
制
・
沈
黙
・
順
序
・
確
志
・
節
倹
・
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勤
労
・
誠
実
・
公
義
・
温
和
・
清
潔
・
寧
静
・
謙
遜
）
に
対
応
す
る
見
事
な
和
歌
を
詠
ん
で
お
ら
れ
る
（
詳
し
く
は
、『
産
大
法
学
』
四
三

巻
第
三
・
四
号
所
載
の
拙
稿
「
元
田
永
孚
の
『
弗
蘭
克
林
十
二
徳
』
補
註
と
漢
詩
」
参
照
）。

こ
の
よ
う
に
天
皇
・
皇
后
の
御
教
育
係
と
し
て
格
別
な
信
任
を
得
た
元
田
は
、
先
の
聖
旨
に
沿
っ
て
、
み
ず
か
ら
『
幼
学
綱
要
』
の
編
纂

に
取
り
組
ん
だ
。
同
十
五
年
（
一
八
八
二
）
そ
れ
が
完
成
す
る
と
、
宮
内
省
か
ら
刊
行
し
、
全
国
の
学
校
に
頒
賜
さ
れ
て
い
る
。
全
七
巻
の

徳
目
は
、「
孝
行
・
忠
節
・
和
順
・
友
愛
・
信
義
・
勤
学
・
立
志
・
誠
実
・
仁
慈
・
礼
譲
・
倹
素
・
忍
耐
・
貞
操
・
廉
潔
・
敏
智
・
剛
勇
・

公
平
・
度
量
・
識
断
・
勉
職
」
の
二
十
項
か
ら
成
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
意
味
を
解
説
す
る
だ
け
で
な
く
、
和
漢
の
古
典
か
ら
名
句
を
引
き
、
実

践
の
例
話
を
挙
げ
、
随
所
に
絵
図
も
加
え
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
す
で
に
天
皇
が
懸
念
さ
れ
元
田
ら
が
対
策
に
努
め
て
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
当
時
の
政
治
家
や
知
識
人
の
多
く
は
、
後

述
の
よ
う
に
実
利
優
先
の
欧
化
主
義
を
執
り
続
け
た
。
そ
こ
で
元
田
は
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
十
一
月
に
「
聖
諭
記
」（
資
料
４
）

を
書
き
あ
げ
、
時
の
総
理
大
臣
伊
藤
博
文
や
東
大
総
長
渡
辺
洪
基
ら
に
反
省
と
対
応
を
求
め
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
数
日
前
、
明
治
天
皇
が
大
学
（
東
大
）
を
視
察
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
洋
学
に
基
づ
く
理
科
・
医
科
と
か
法
科
な
ど
は
進
歩

充
実
し
て
い
る
が
、「
主
本
と
す
る
所
の
修
身
の
学
科
」
が
見
あ
た
ら
ず
、
和
書
・
漢
籍
を
教
授
す
べ
き
「
古
典
講
習
科
」
も
有
名
無
実
化

し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
れ
た
。

そ
の
御
軫
念
を
承
っ
た
元
田
も
、
全
く
同
様
の
憂
い
を
懐
い
て
い
た
。
そ
こ
で
、
ま
さ
に
廃
絶
寸
前
の
「
和
漢
修
身
の
学
科
を
更
張
せ

ん
」
た
め
、「
国
学
に
僻
せ
ず
漢
学
に
泥な

ず

ま
ず
」
と
み
ら
れ
る
見
識
の
高
い
物も
ず
め集
高
見
（
一
八
四
七
〜
一
九
二
八
）
や
島
田
重
礼
（
一
八
三

八
〜
一
八
九
八
）
の
よ
う
な
古
典
学
者
を
重
用
す
べ
き
こ
と
、
ま
た
「
西
洋
の
方
法
に
因
り
て
教
科
を
設
け
、
時
世
に
適
応
し
て
忠
孝
道
徳

の
進
歩
を
生
徒
に
教
導
」
す
る
な
ら
ば
、「
奮
発
し
て
国
用
に
供
す
る
者
」
が
輩
出
す
る
に
ち
が
い
な
い
、
と
言
上
し
て
い
る
。
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第
二
節　

徳
育
の
在
り
方
を
め
ぐ
る
論
議

こ
の
よ
う
に
「
教
学
聖
旨
」
の
み
な
ら
ず
「
聖
諭
記
」
ま
で
出
さ
れ
た
の
は
、
明
治
前
半
期
の
日
本
に
お
い
て
、
教
育
と
り
わ
け
徳
育
の

在
り
方
に
関
す
る
基
本
方
針
が
容
易
に
定
ま
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
揺
れ
動
く
主
な
論
議
を
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。

ま
ず
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
の
「
教
学
聖
旨
」
に
つ
い
て
下
問
さ
れ
た
内
務
卿
伊
藤
博
文
は
、
直
ち
に
「
教
育
議
」（
資
料
３
）
を

上
奏
し
て
い
る
。
こ
れ
は
長
文
の
た
め
、
掲
出
を
約
半
分
に
縮
め
た
が
、
前
略
の
部
分
で
は
、「
維
新
の
際
…
…
第
一
、
鎖
国
の
制
を
改
め

て
交
際
の
自
由
を
許
し
、
第
二
、
封
建
を
廃
し
て
武
門
の
紀
律
を
解
く
」
な
ど
「
古
今
非
常
の
変
革
を
行
ふ
」
た
こ
と
に
伴
な
っ
て
、
お
の

ず
か
ら
「
風
俗
の
変
」
を
招
い
た
と
み
る
。

そ
れ
ゆ
え
、「
大
局
を
通
観
す
」
る
な
ら
ば
、
天
皇
が
聖
旨
で
懸
念
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
「
風
俗
の
弊
」
は
、
過
渡
期
の
現
象
に
す
ぎ
ず

「
教
育
の
失
」
で
は
な
い
。
む
し
ろ
「
学
制
を
頒
布
せ
し
以
来
」
の
教
育
方
針
を
続
け
て
「
文
明
の
化
」
を
は
か
り
、
と
り
わ
け
「
高
等
生

徒
を
訓
導
す
る
」
に
は
、「
科
学
に
進
む
べ
く
」「
専
ら
実
用
を
期
」
す
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
て
や
ま
な
い
。

こ
の
「
教
育
議
」
を
見
た
元
田
は
、
伊
藤
が
安
易
に
「
読
本
の
倫
理
風
俗
に
係
る
者
は
、
其
の
善
良
な
る
を
択
び
て
之
を
用
ひ
し
め
」
れ

ば
よ
い
と
い
う
け
れ
ど
も
、「
西
洋
修
身
の
書
、
多
く
は
耶や

そ蘇
教
に
出
」
て
い
る
か
ら
、
や
は
り
「
四
書
五
経
を
主
と
し
、
加
ふ
る
に
国
書

の
倫
理
に
関
す
る
者
を
用
ひ
、
更
に
洋
書
の
品
行
性
理
に
完
全
な
る
者
を
択
び
取
る
べ
し
」
と
批
判
し
て
い
る
（「
教
育
議
付
議
」）。

つ
い
で
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）、
福
沢
諭
吉
は
『
時
事
新
報
』
に
「
徳
育
如い

か
ん何
」
と
「
徳
育
余
論
」
を
載
せ
た
。
こ
の
中
で
、「
徳
育

の
風
」
も
「
そ
の
時
代
に
行
は
る
ゝ
輿
論
に
従
っ
て
、
次
第
に
変
遷
す
る
も
の
」
で
あ
る
。
ま
た
「
今
日
の
徳
教
は
、
輿
論
に
従
っ
て
自
主

独
立
の
旨
に
変
ず
可
き
…
…
」
だ
が
、「
徳
育
の
実
効
」
は
、
知
育
の
学
校
で
為
し
え
な
い
。
そ
こ
で
、「
上
流
の
徳
育
」
は
「
家
塾
私
塾
」

に
お
い
て
行
い
、「
一
般
の
徳
育
は
、
宗
教
を
頼
む
…
…
我
が
国
で
は
…
…
仏
教
に
依
頼
」
す
る
ほ
か
な
い
と
論
じ
て
い
る
。
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こ
の
福
沢
ら
を
誘
っ
て
「
明
六
社
」
を
発
足
さ
せ
た
森
有
礼
（
一
八
四
七
〜
一
八
八
九
）
は
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
初
代
の
文
部

大
臣
に
就
任
し
た
。
す
る
と
、
小
学
校
の
修
身
教
育
は
「
内
外
古
今
の
人
士
の
善
良
の
言
行
に
就
き
…
…
簡
易
な
る
事
柄
を
談
話
し
、
日
常

の
作
法
を
教
へ
、
教
員
自
ら
言
行
の
模
範
と
な
り
、
児
童
を
し
て
善
く
こ
れ
に
習
は
し
む
」
れ
ば
良
い
と
し
、
同
二
十
年
五
月
、
数
年
前
か

ら
行
な
わ
れ
て
き
た
小
学
校
の
儒
教
的
な
修
身
教
科
書
の
使
用
を
禁
じ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
急
激
な
方
針
転
換
は
、
教
育
界
に
一
層
の
混
乱
を
も
た
ら
し
、
そ
の
余
波
で
徳
育
論
議
も
盛
ん
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
独
自
の
主

張
を
掲
げ
た
も
の
に
、
西
村
茂
樹
（
一
八
二
八
〜
一
九
〇
二
）
の
『
日
本
道
徳
論
』
が
あ
り
、
ま
た
加
藤
弘
之
（
一
八
三
六
〜
一
九
一
六
）

も
『
徳
育
方
法
論
』
を
出
し
て
い
る
（
い
ず
れ
も
明
治
二
十
年
刊
）。

そ
の
う
ち
、
西
村
茂
樹
は
、
幕
末
に
儒
学
と
洋
学
を
修
め
た
が
、
や
が
て
道
徳
普
及
の
た
め
に
「
東
京
修
身
学
社
」（
の
ち
日
本
弘
道

会
）
を
設
立
し
た
。
そ
の
実
績
を
認
め
ら
れ
て
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
文
部
省
の
委
嘱
に
よ
り
教
科
書
『
小
学
修
身
訓
』
を
著
わ

す
。
つ
い
で
同
十
七
年
か
ら
侍
講
と
し
て
天
皇
に
洋
書
を
進
講
す
る
の
み
な
ら
ず
、
皇
后
の
内
命
を
承
わ
り
『
婦
女
鑑
』
の
編
纂
に
も
力
を

尽
く
し
て
い
る
。

こ
の
西
村
が
大
学
で
講
じ
た
話
を
纏
め
た
『
日
本
道
徳
論
』（
資
料
５
）
は
、
多
岐
に
わ
た
る
が
、
要
す
る
に
「
西
洋
諸
国
に
て
国
民
の

道
徳
を
維
持
す
る
は
、
一
に
宗
教
（
キ
リ
ス
ト
教
）
に
依
」
る
け
れ
ど
も
、「
日
本
の
道
徳
を
立
つ
る
に
（
は
）、
世
外
教
（
宗
教
）
を
棄

て
ゝ
世
教
を
用
ふ
べ
き
」
だ
と
す
る
。
こ
の
「
世
教
」
と
は
、
中
国
伝
来
の
「
儒
道
」
と
西
洋
伝
来
の
「
哲
学
」
を
さ
す
。
こ
の
両
者
に
も

長
所
・
短
所
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
両
者
の
長
所
を
併
用
し
て
「
日
本
道
徳
の
基
礎
」
を
確
立
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
国
民
の

品
性
向
上
」
を
は
か
る
た
め
、「
勤
勉
・
節
倹
・
剛
毅
・
忍
耐
・
信
義
・
進
取
・
愛
国
心
・
天
皇
奉
戴
」
の
徳
目
を
重
ん
じ
、
身
近
な
と
こ

ろ
か
ら
遠
く
の
人
々
ま
で
善
く
す
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
加
藤
弘
之
は
、
幕
末
に
兵
学
・
洋
学
を
修
め
、
早
く
か
ら
天
賦
人
権
論
な
ど
を
唱
え
て
い
た
（
の
ち
放
棄
）。
大
日
本
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教
育
会
で
講
じ
た
『
徳
育
方
法
論
』
で
は
、「
徳
育
は
元
来
智
識
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
お
も
に
感
情
に
よ
る
も
の
」
で
あ
り
、「
学
者
や

教
育
者
が
、
技
量
と
徳
育
主
義
を
評
議
し
て
定
め
る
」
よ
う
な
こ
と
は
で
き
な
い
。
従
っ
て
、「
日
本
に
あ
る
宗
教
は
…
…
悉
く
徳
育
に
用

ふ
る
」
こ
と
に
し
、
具
体
的
に
公
立
の
各
小
学
校
で
「
四
教
（
神
道
・
仏
道
・
儒
教
・
耶
蘇
教
）
の
修
身
科
を
置
き
て
、
各
々
其
の
志
す

所
、
其
の
信
ず
る
所
の
教
派
に
就
か
せ
た
が
宜
し
か
ら
う
」
と
論
じ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ほ
ぼ
明
治
十
年
代
の
徳
育
論
議
は
、
単
に
維
新
以
来
の
欧
化
主
義
を
続
け
る
か
、
古
来
の
儒
教
主
義
を
取
り
戻
す
か
だ
け

で
な
く
、
根
本
的
に
処
世
の
思
想
（
儒
教
・
哲
学
）
に
基
づ
く
か
、
世
外
の
宗
教
（
神
・
儒
・
仏
や
キ
リ
ス
ト
教
）
に
依
る
の
か
、
さ
ら
に

そ
れ
を
学
校
で
有
効
に
為
し
う
る
か
否
か
な
ど
、
具
体
的
な
在
り
方
を
め
ぐ
り
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ほ
ど
混
沌
た
る
状
況

に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

ち
な
み
に
、
明
治
十
四
年
の
「
小
学
校
教
則
綱
領
」
に
よ
っ
て
、「
修
身
」
は
各
学
科
の
首
位
に
置
か
れ
「
道
徳
の
教
育
に
力
を
用
ひ
」

る
建
前
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
実
際
は
、
か
な
り
形
式
化
し
て
い
た
ら
し
く
、
た
と
え
ば
同
二
十
年
五
月
、
京
都
府
知
事
北
垣
国
道
は
、

元
田
永
孚
あ
て
の
書
翰
で
「
方
今
…
…
修
身
の
授
業
法
、
尋
常
科
十
五
分
、
高
等
科
三
十
分
、
簡
易
な
る
嘉
言
・
善
行
を
講
義
す
る
に
止
ま

る
の
み
。
こ
れ
畢
竟
、
外
形
の
教
に
属
す
る
の
み
」
と
慨
嘆
し
て
い
る
。

第
三
節　
「
教
育
勅
語
」
の
成
立
と
特
徴

こ
の
よ
う
な
実
情
を
憂
慮
す
る
府
県
知
事
は
、
他
に
も
多
く
い
た
。
そ
し
て
、
つ
い
に
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
二
月
、
地
方
長
官

（
全
国
知
事
）
会
議
で
、「
徳
育
涵
養
の
議
に
付
い
て
の
建
議
」
が
採
択
さ
れ
、
文
部
大
臣
榎
本
武た

け
あ
き揚
あ
て
に
提
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ

の
な
か
で
、
当
時
の
学
校
教
育
は
、「
知
育
を
主
と
し
て
専
ら
芸

（
技
）
術
知
識
の
み
進
む
る
こ
と
を
勉
め
、
徳
育
の
一
点
に
於
て
は
全
く
欠
く
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…
…
軽
躁
浮
薄
の
風
、
道
義
頽
壌
の
勢
」
に
あ
る
、
と
厳
し
く
批
判
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
榎
本
文
相
は
、
文
部
省
と
し
て
従
来
か
ら
「
徳
性
涵
養
に
意
を
用
ひ
」
て
き
た
が
、
前
年
二
月
制
定
の
帝
国
憲
法
に
よ
り

「
人
の
信
教
・
志

（
マ
マ
）想
を
束
縛
す
る
」
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
、「
学
校
に
於
て
は
、
宗
教
に
依
り
て
以
て
徳
育
の
方
法
と
な
す
」
こ

と
も
で
き
な
い
今
日
、
や
は
り
「
我
が
民
の
心
裏
に
入
り
易
き
…
…
人
倫
五
常
の
道
、
即
ち
孔
孟
の
教
は
、
我
が
民
の
徳
育
に
適
す
」
と
回

答
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
天
皇
親
臨
の
閣
議
で
は
、
各
大
臣
か
ら
積
極
的
な
意
見
が
述
べ
ら
れ
、「
人
生
の
教
育
、
尤
も
幼
童
を
急
に
す
。

よ
ろ
し
く
箴
言
を
編
し
て
之
を
幼
童
に
授
け
、
夙

し
ゅ
く

夜や

誦
読
し
て
其
の
心
に
記
せ
し
む
」
こ
と
を
議
決
す
る
に
至
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
箴
言
編
纂
に
着
手
寸
前
の
同
年
五
月
、
内
閣
改
造
に
よ
り
文
部
大
臣
と
し
て
芳
川
顯
正
（
一
八
四
一
〜
一
九
二
〇
）
が
起

用
さ
れ
た
。
す
る
と
、
か
ね
て
徳
育
の
在
り
方
を
懸
念
さ
れ
、
地
方
長
官
会
議
の
建
議
も
ご
存
じ
の
明
治
天
皇
は
、
親
任
式
の
席
で
特
に

「
徳
教
の
こ
と
に
十
分
力
を
致
せ
」「
教
育
上
の
基
礎
と
な
る
べ
き
〝
箴
言
〞
を
編
め
」
と
の
御
沙
汰
を
下
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
恐
懼
し
た

山
県
首
相
と
芳
川
文
相
は
、
直
ち
に
協
議
し
て
、
単
な
る
「
箴
言
」
の
寄
せ
集
め
で
は
な
く
、
進
ん
で
「
教
育
に
関
す
る
勅
語
（
勅
諭
）」

を
起
草
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
勅
語
文
案
は
、
文
部
省
か
ら
初
め
中
村
正
直
（
一
八
三
二
〜
一
八
九
一
）
に
依
頼
さ
れ
た
。
中
村
は
幕
末
に
儒
学
と
蘭
学
を
修
め
、

英
国
に
留
学
し
て
入
手
し
た
Ｊ
・
ミ
ル
や
Ｓ
・
ス
マ
イ
ル
ズ
の
著
作
を
翻
訳
し
て
出
版
し
た
『
自
由
之
理
』
や
『
西
国
立
志
編
』
に
よ
り
、

明
治
の
青
少
年
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
東
大
教
授
を
経
て
明
治
二
十
三
年
当
時
、
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
長
で
あ
っ
た

が
、
直
ち
に
筆
を
執
っ
て
長
文
の
草
案
を
作
り
、
そ
れ
に
何
度
も
修
正
を
施
し
た
う
え
で
、
芳
川
文
相
に
提
出
し
た
（
資
料
６
、
校
異
も
参

照
）。
一
見
か
な
り
格
調
の
高
い
名
文
で
あ
る
。

こ
の
中
村
（
文
部
省
）
案
に
つ
い
て
、
山
県
首
相
か
ら
意
見
を
求
め
ら
れ
た
の
は
、
法
制
局
長
官
の
井
上
毅
（
一
八
四
四
〜
一
八
九
五
）

で
あ
る
。
井
上
は
元
田
の
後
輩
（
二
十
四
歳
下
）
で
、
肥
後
藩
校
時
習
館
か
ら
明
治
初
年
に
大
学
南
校
へ
進
み
、
司
法
省
に
入
っ
て
か
ら
フ



「教育勅語」の成立と展開

57 （901）

ラ
ン
ス
へ
渡
り
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
な
ど
に
教
え
を
受
け
て
帰
っ
た
。
従
っ
て
、
和
漢
の
古
典
に
も
西
洋
の
法
制
に
も
明
る
く
、
岩
倉
具
視
や

伊
藤
博
文
ら
に
重
用
さ
れ
、「
皇
室
典
範
」「
大
日
本
帝
国
憲
法
」
の
起
草
・
修
訂
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
が
、
引
き
続
き
首
相

の
山
県
に
も
信
頼
を
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
井
上
は
中
村
案
に
対
し
て
徹
底
的
な
批
判
を
加
え
た
。
そ
の
山
県
あ
て
の
書
簡
（
資
料
７
㋑
㋺
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な

「
教
育
に
関
す
る
勅
語
」
は
、「
普
通
の
政
治
上
の
勅
語
」
と
断
然
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
既
に
前
年
「
大
日
本
帝
国
憲

法
」
を
制
定
し
「
憲
政
体
（
立
憲
君
主
制
）
の
主
義
」
を
と
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、「
君
主
は
臣
民
の
良
心
の
自
由
に
干
渉
せ
ず
」
と
い
う

原
則
を
守
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
勅
語
は
「
政
事
上
の
命
令
と
区
別
し
て
、
社
会
上
の
君
主
の
著
作
公
告
」
と
み
な
す
ほ
か
な
い
、
と
い
う

明
快
な
法
理
に
基
づ
い
て
い
る
。

し
か
も
、
中
村
案
の
内
容
に
は
、
ま
ず
「
天
を
敬
ひ
神
を
尊
ぶ
」
と
い
う
類
の
キ
リ
ス
ト
教
的
な
表
現
が
あ
り
「
宗
旨
上
の
争
端
を
引
き

起
こ
す
」
恐
れ
が
あ
る
。
ま
た
「
哲
学
上
の
理
論
」
や
「
政
事
上
の
臭
味
」
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
、「
反
対
の
思
想
を
引
き
起
こ
す
」
と

か
、「
時
の
政
治
家
の
勧
告
」
と
の
嫌
疑
を
受
け
る
恐
れ
が
あ
る
。
さ
ら
に
「
漢
学
の
口
吻
と
洋
風
の
気
習
」
が
み
ら
れ
、
ま
し
て
人
の
愚

か
さ
や
悪
さ
を
諫
め
る
よ
う
な
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
大
ら
か
な
「
君
主
の
訓
戒
」
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
要
す
る
に
、
こ
の
中

村
案
は
、「
宗
教
又
は
哲
学
上
の
大
知
識
」
に
偏
っ
て
お
り
、
世
の
人
々
が
「
真
に
至
尊
（
天
皇
）
の
聖
旨
に
出
た
る
事
を
信
じ
て
感
激
す

る
」
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
と
い
う
。
こ
れ
と
同
様
の
手
厳
し
い
批
判
が
㋺
で
も
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
、
井
上
は
、
単
に
法
制
局
長
官
の
立
場
か
ら
、
中
村
案
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
ら
代
案
を
「
試
草
」
し
て
い
る
。

そ
の
初
稿
は
極
め
て
「
簡
短
」
な
も
の
で
あ
る
が
（
資
料
８
㋑
）、
こ
れ
を
見
た
山
県
も
芳
川
も
、
中
村
案
よ
り
断
然
す
ぐ
れ
た
も
の
と
認

め
、
直
ち
に
前
者
を
廃
棄
し
後
者
の
検
討
を
行
わ
せ
て
い
る
（
元
田
も
草
案
を
作
っ
た
が
、
提
出
し
て
い
な
い
）。

そ
の
文
案
検
討
は
、
六
月
か
ら
丸
四
ヶ
月
余
り
、
主
に
元
田
と
井
上
と
の
間
で
十
数
回
に
わ
た
り
往
復
書
簡
を
交
わ
し
て
進
め
ら
れ
た
。
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詳
し
い
修
正
の
過
程
は
、
す
で
に
海
後
宗
臣
・
稲
田
正
次
・
梅
溪
昇
氏
な
ど
に
よ
り
解
明
さ
れ
て
い
る
が
、
両
碩
学
に
よ
る
激
し
い
応
酬

は
、
ま
さ
に
「
真
成
な
る
王
言
の
体
を
全
く
す
る
」
た
め
の
真
剣
勝
負
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
間
に
「
国
憲
を
重
ん
じ
国
法
に
遵
ひ
」
と

い
う
部
分
は
、「
道
徳
の
教
育
を
訓
誥
せ
ら
」
れ
る
勅
語
に
必
ず
し
も
必
要
が
な
い
と
し
て
、
い
っ
た
ん
削
ら
れ
た
が
、
天
皇
の
内
閲
を
仰

い
だ
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
原
案
ど
お
り
入
れ
た
方
が
よ
い
と
の
御
意
向
に
よ
り
、
再
び
加
え
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
最
終
案
（
資
料
８
㋺
、
元
田
に
よ
る
旧
案
と
の
異
同
も
注
記
）
は
、
十
月
二
十
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
、
井
上
の
方
針
ど
お
り
「
他

の
政
令
」
と
断
然
区
別
す
る
た
め
「
大
臣
等
の
副
署
」
を
加
え
ず
、
同
月
二
十
四
日
、
明
治
天
皇
に
奏
聞
さ
れ
、
裁
可
を
賜
っ
た
。
た
だ
、

発
布
手
続
は
、
井
上
案
で
な
く
元
田
案
に
よ
り
、
十
月
三
十
日
、
天
皇
が
山
県
首
相
と
芳
川
文
相
を
宮
中
へ
召
さ
れ
、
勅
語
を
下
し
賜
わ
っ

て
い
る
。
そ
の
直
後
（
十
一
月
二
日
）、
井
上
は
元
田
あ
て
の
書
簡
で
、
こ
の
勅
語
が
出
来
た
の
は
、
侍
講
元
田
先
輩
に
よ
る
「
積
年
御
誠

心
御
輔
導
の
美
果
を
結
び
候
」
と
讃
え
て
い
る
（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
「
元
田
永
孚
文
書
」）。

こ
の
「
教
育
に
関
す
る
勅
語
」
は
、
い
く
つ
も
の
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
第
一
は
、
前
述
の
と
お
り
、
井
上
の
い
う
「
社
会
上
の
君

主
の
著
作
公
告
」
と
す
る
た
め
、
一
般
の
政
治
的
な
勅
語
と
異
な
り
、
末
尾
に
御
名
「
睦
仁
」
の
親
署
と
御
璽
「
天
皇
御
璽
」
の
押
印
だ
け

で
、
首
相
以
下
全
大
臣
の
副
署
が
な
い
。

そ
の
第
二
は
、
勅
語
の
内
容
が
「
臣
民
の
良
心
の
自
由
」
に
干
渉
し
た
り
、「
政
事
上
の
命
令
」
と
な
ら
な
い
よ
う
、
最
初
が
「
朕
惟お

も

ふ

に
…
…
」
と
い
う
天
皇
の
御
意
見
を
表
明
さ
れ
る
形
で
始
ま
り
、
最
後
も
「
…
…
庶こ

い

幾ね
が

ふ
」
と
い
う
天
皇
の
御
希
望
を
表
明
さ
れ
る
形
で

終
っ
て
い
る
。
第
一
の
点
と
共
に
、
極
め
て
周
到
な
配
慮
と
い
え
よ
う
。

そ
の
第
三
は
、「
教
育
（
徳
育
）
の
淵
源
」
を
、
中
村
案
の
よ
う
な
宗
教
色
の
感
じ
ら
れ
や
す
い
「
天
」
や
「
神
」
へ
の
崇
敬
で
は
な

く
、
既
に
「
皇
祖
皇
宗
」
が
「
国
を
肇
め
」「
徳
を
樹た

」
て
ら
れ
、
ま
た
「
臣
民
」
も
皆
心
を
合
わ
せ
て
「
克よ

く
忠
に
克
く
孝
に
」
励
み
磨

き
あ
げ
て
き
た
歴
史
的
な
「
国
体
の
精
華
」
に
置
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
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そ
の
第
四
は
、
具
体
的
な
徳
目
を
掲
げ
、
家
庭
と
社
会
に
お
け
る
人
間
の
相
互
関
係
を
重
視
し
て
い
る
。
し
か
も
、
儒
教
の
説
く
五
倫

（『
孟
子
』
な
ど
で
「
父
子
に
親
、
君
臣
に
義
、
夫
婦
に
別
、
長
幼
に
序
、
朋
友
に
信
」
と
説
く
）
で
は
、
専
ら
男
性
中
心
の
縦
の
関
係
を

重
ん
ず
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
勅
語
で
は
、
父
と
母
へ
の
孝
養
、
兄
弟
（
姉
妹
）
の
友
愛
、
夫
婦
の
相
和
な
ど
、
男
女
の
共
存
協
力
に
よ
る

横
の
関
係
も
大
切
に
し
て
お
り
、
さ
ら
に
血
縁
・
地
縁
を
越
え
た
衆
人
へ
の
博
愛
ま
で
示
し
て
い
る
。

そ
の
第
五
は
、「
学
を
修
め
業
を
習
ふ
」
こ
と
に
よ
り
、
み
ず
か
ら
「
智
能
を
啓
発
し
徳
器
を
成
就
」
す
る
と
共
に
、
進
ん
で
「
公
益
を

広
め
世
務
を
開
」
く
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
前
述
の
「
学
制
」
布
告
文
に
い
う
学
問
の
実
利
主
義
と
異
な
り
、
自
己
の
完
成

と
社
会
へ
の
貢
献
を
学
問
の
目
的
と
し
て
打
ち
出
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

そ
の
第
六
は
、
こ
の
よ
う
な
修
徳
と
勉
学
に
勤

い
そ
し

む
「
臣
民
」
の
在
り
方
と
し
て
、
平
常
時
に
「
国
憲
を
重
ん
じ
国
法
に
遵
」
う
だ
け
で

な
く
、
非
常
時
に
は
「
義
勇
公
に
報
じ
」
て
「
天
壌
無
窮
の
皇
運
を
扶
翼
」
す
る
こ
と
が
、「
祖
先
の
遺
風
を
顕
彰
す
る
」
こ
と
に
も
な
る

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
近
代
的
な
国
民
国
家
を
構
成
す
る
各
人
の
自
覚
と
決
意
を
促
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

そ
の
第
七
は
、
こ
の
よ
う
な
日
本
人
の
道
徳
心
は
「
皇
祖
皇
宗
の
遺
訓
」
と
し
て
伝
え
ら
れ
、
ま
た
「
子
孫
臣
民
の
倶
に
遵
守
」
し
て
き

た
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
古
今
を
通
じ
て
間
違
い
な
く
、
中
外
に
施
し
て
も
問
題
が
な
い
と
強
調
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
第
八
は
、
勅
語
の
末
尾
が
「
朕
、
爾
臣
民
と
倶
に
拳
々
服
膺
し
て
、
咸み

な

其
の
徳
を
一い
つ

に
せ
ん
こ
と
を
庶
幾
ふ
」
と
結
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
「
咸
其
の
徳
を
一
に
す
る
」
の
出
典
は
『
尚
書
』
に
「
咸
有

た
も
つ

二

一
徳
ヲ

一
」
と
あ
り
、「
純
一
の
徳
を
守
り
て
終
始
を
一
貫
す
る
」
こ
と

に
ほ
か
な
ら
な
い
、
し
か
も
明
治
天
皇
は
、
こ
れ
を
自
ら
明
言
し
て
生
涯
み
ず
か
ら
実
践
（
有
言
実
行
・
率
先
垂
範
）
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
、

多
く
の
一
般
国
民
も
こ
の
勅
語
を
「
拳
々
服
膺
し
」
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
第
九
は
、
こ
れ
ほ
ど
内
容
の
豊
か
な
勅
語
が
、
わ
ず
か
三
一
五
文
字
の
簡
潔
明
快
な
名
文
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

小
学
生
で
も
声
を
出
し
て
繰
り
返
し
読
め
ば
暗
誦
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
い
っ
た
ん
覚
え
れ
ば
、
生
涯
、
折
に
触
れ
て
想
い
起
こ
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し
、
修
徳
の
拠
り
所
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

第
四
節　
「
教
育
勅
語
」
と
修
身
の
教
育

こ
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
「
教
育
勅
語
」
は
、
前
述
の
井
上
構
想
（
資
料
７
㋑
）
に
よ
れ
ば
、「
政
事
命
令
と
区
別
」
す
る
た
め
、
天
皇

が
学
習
院
か
教
育
会
へ
臨
御
さ
れ
た
際
「
下
付
」
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
主
に
元
田
の
意
向
に
よ
り
、
十
月
の
最
終

段
階
で
、
宮
中
に
お
い
て
天
皇
か
ら
文
部
大
臣
に
下
賜
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
、
三
十
日
に
そ
れ
が
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
芳
川
文
相
は
翌
三
十
一
日
、
こ
の
謄
本
を
全
国
の
学
校
へ
頒
つ
に
あ
た
り
、「
訓
示
」（
資
料
９
㋑
）
を
発
し
て
い
る
。
文
面
は

簡
単
な
が
ら
、
こ
の
勅
語
は
明
治
天
皇
が
「
臣
民
の
教
育
」
を
深
く
心
配
し
て
下
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
全
国
の
学
校
で
は

「
聖
意
を
奉
体
」
し
て
、
学
校
の
式
日
（
入
学
式
・
卒
業
式
や
祝
祭
日
の
式
典
）
な
ど
に
生
徒
を
集
め
て
「
奉
読
」
し
、
そ
の
趣
旨
を
説
明

し
て
「
佩
服
」
す
る
（
従
い
守
る
）
よ
う
に
教
え
導
く
べ
き
こ
と
が
、
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
承
け
て
、
帝
国
大
学
（
東
大
）
で
も
、
天
長
節
の
十
一
月
三
日
「
勅
語
奉
読
式
」
が
行
わ
れ
、
総
長
加
藤
弘
之
が
「
教
官
、
学
生

ら
と
共
に
、
謹
ん
で
聖
旨
を
奉
戴
し
、
将
来
益
々
勉
励
従
事
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
訓
示
し
て
い
る
。
ま
た
第
一
高
等
中
学
校
（
一
高
）
で

も
、
翌
年
一
月
九
日
の
始
業
式
に
「
勅
語
拝
戴
式
」
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
さ
い
、
嘱
託
教
師
の
内
村
鑑
三
は
「
陛
下
の
勅
語
に
対
し
て
…
…

敬
礼
せ
ざ
り
し
」
た
め
、
生
徒
か
ら
「
不
遜
な
り
」
と
詰な

じ

ら
れ
、
結
局
「
内
諭
解
職
」
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

ち
な
み
に
、
こ
の
一
件
は
別
の
誘
因
も
加
わ
り
、
帝
大
教
授
井
上
哲
次
郎
な
ど
が
「
教
育
と
宗
教
と
の
衝
突
」
と
称
し
て
、「
耶
蘇
教
」

攻
撃
の
論
陣
を
張
っ
た
。
し
か
し
、
内
村
自
身
は
欽
定
憲
法
で
「
信
仰
の
自
由
」
を
公
認
さ
れ
た
明
治
天
皇
を
終
生
敬
愛
し
て
い
た
。
井
上

哲
次
郎
へ
の
公
開
状
（
明
治
二
十
六
年
三
月
『
教
育
時
論
』
所
載
）
で
も
、「
勅
語
を
下
し
賜
は
り
し
深
意
を
拝
察
し
奉
る
に
、
天
皇
陛
下
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は
我
等
臣
民
に
対
し
、
之
に
礼
拝
せ
よ
と
て
賜
は
り
し
に
非
ず
し
て
、
是
を
服
膺
し
即
ち
実
行
せ
よ
、
と
の
御
意
な
り
し
や
疑
ふ
べ
か
ら

ず
」
と
「
勅
語
の
実
行
」
こ
そ
敬
礼
に
勝
る
と
弁
じ
て
い
る
。

実
は
当
初
、
勅
語
の
取
り
扱
い
は
一
定
し
て
お
ら
ず
、
各
地
で
混
乱
を
生
じ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
下
賜
か
ら
半
年
後
の
翌
二
十
四
年
四

月
、
文
部
省
は
「
小
学
校
設
備
準
則
」
を
発
し
て
、「
校
舎
に
は
、
天
皇
陛
下
及
び
皇
后
陛
下
の
御み

影え
い

（
写
真
）、
並
び
に
教
育
に
関
す
る
勅

語
の
謄
本
を
奉
置
す
べ
き
場
所
を
一
定
し
置
く
」
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。
ま
た
同
年
六
月
の
「
小
学
校
祝
日
大
祭
日
儀
式
規
程
」
第
一
条

で
は
、
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
。

紀
元
節
（
二
月
十
一
日
）・
天
長
節
（
十
一
月
三
日
）・
元
始
祭
（
一
月
五
日
）
及
び
新
嘗
祭
の
日
（
十
一
月
二
十
三
日
）
に
於
て
は
、

学
校
長
・
教
員
及
び
生
徒
一
同
、
式
場
に
参
集
し
て
、
左
の
儀
式
を
行
ふ
べ
し
。

一
、
学
校
長
・
教
員
及
び
生
徒
、
天
皇
陛
下
及
び
皇
后
陛
下
の
御
影
に
対
し
奉
り
最
敬
礼
を
行
ひ
、
か
つ
両
陛
下
の
萬
歳
を
奉
祝
す
。

二
、
学
校
長
も
し
く
は
教
員
、「
教
育
に
関
す
る
勅
語
」
を
奉
読
す
。

三
、
学
校
長
も
し
く
は
教
員
、
慕

う
や
う
や

し
く
「
教
育
に
関
す
る
勅
語
」
に
基
き
、
聖
意
の
在
る
所
を
誨
告
し
、
又
は
歴
代
天
皇
の
盛
徳
・

鴻
業
を
叙
し
、
も
し
く
は
祝
日
・
大
祭
日
に
相
応
す
る
演
説
を
為
し
、
忠
君
愛
国
の
志
気
を
涵
養
せ
ん
こ
と
を
務
む
。

四
、
学
校
長
・
教
員
及
び
生
徒
、
其
の
祝
日
・
大
祭
日
に
相
応
す
る
唱
歌
を
合
唱
す
。

す
な
わ
ち
、「
教
育
勅
語
」
の
謄
本
は
、
両
陛
下
の
御
真
影
と
共
に
、
各
学
校
で
一
定
の
場
所
に
保
管
さ
れ
（
た
だ
特
別
に
「
奉
安
殿
」

が
建
設
さ
れ
る
の
は
大
正
初
年
以
降
）、
国
家
的
な
祝
日
・
大
祭
日
に
儀
式
を
行
う
際
、
校
長
か
教
員
が
「
奉
読
」
し
、
勅
語
の
「
聖
意
」

や
歴
代
天
皇
の
「
盛
徳
・
鴻
業
」
を
解
説
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
当
時
す
で
に
「
紀
元
節
」「
天
長
節
」
の
唱
歌
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
二
年
後
（
同
二
十
六
年
）「
祝
日
・
大
祭
日
唱
歌
」
と
し
て
、

「
君
が
代
」「
一
月
一
日
」「
紀
元
節
」「
天
長
節
」「
元
始
祭
」「
神
嘗
祭
」「
新
嘗
祭
」
と
共
に
、
次
の
よ
う
な
唱
歌
「
勅
語
奉
答
」（
作
詞
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勝
海
舟
、
作
曲
小
山
作
之
助
）
が
、
文
部
省
か
ら
告
示
さ
れ
て
い
る
（
中
山
エ
イ
子
氏
『
明
治
唱
歌
の
誕
生
』
勉
誠
出
版
参
照
）。

あ
や
に
畏

か
し
こ

き　

天す
め
ら
ぎ皇
の　

あ
や
に
尊
た
ふ
と

き　

天
皇
の　
　
　

あ
や
に
尊
く　

畏
く
も　

下
し
賜
へ
り　

大お
ほ
み
こ
と

勅
語

是
ぞ
め
で
た
き　

日
の
本
の　

国
の
教
へ
の　

基
も
と
い

な
る　
　

是
ぞ
め
で
た
き　

日
の
本
の　

人
の
教
へ
の　

鑑
か
が
み

な
る

あ
や
に
畏
き　

天
皇
の　

勅み
こ
と語
の
ま
ま
に　

勤
い
そ
し

み
て　
　
あ
や
に
尊
き　

天
皇
の　

大お
お

御み

心
こ
こ
ろ

に　

答
へ
ま
つ
ら
む

つ
い
で
、
同
二
十
四
年
十
一
月
の
「
小
学
校
教
則
大
綱
」
第
二
条
で
は
、「
修
身
」
の
内
容
が
定
め
ら
れ
た
（
資
料
９
㋺
）。
こ
の
大
綱
に

基
づ
い
て
編
纂
さ
れ
た
小
学
校
の
修
身
教
科
書
は
、
当
時
ま
だ
「
検
定
」
制
で
あ
っ
た
か
ら
何
種
類
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
東
大
に
新
設
さ

れ
た
国
史
学
科
の
教
授
重し

げ

野の

安や
す

繹つ
ぐ

編
『
高
等
小
学
校
修
身
』
巻
四
を
み
る
と
、
勅
語
の
「
克よ

く
忠
に
克
く
孝
に
」
に
つ
い
て
は
道み
ち
の
お
み
の
み
こ
と

臣

命

と
武た

け
し
う
ち
の
す
く
ね

内
宿
祢
、「
父
母
に
孝
に
」
に
つ
い
て
は
池
田
克
政
と
ト
リ
女
、「
兄
弟
に
友
に
」
に
つ
い
て
は
岩
佐
兄
弟
と
武
田
信
繁
、「
夫
婦
相
和

し
」
に
つ
い
て
は
山
内
一
豊
と
貝
原
益
軒
の
夫
妻
、「
朋
友
相
信
じ
」
に
つ
い
て
は
高
山
江
上
と
平
田
蒲
生
、「
慕
倹
己
を
持
し
」
に
つ
い
て

は
板
倉
重
矩
と
井
伊
直
孝
、「
博
愛
衆
に
及
ぼ
し
」
に
つ
い
て
は
星
野
弥
兵
衛
と
細
川
忠
光
、「
学
を
修
め
…
…
」
に
つ
い
て
は
細
井
平
洲
、

「
公
益
を
広
め
」
に
つ
い
て
は
野
中
兼
山
と
伊
藤
信
景
、「
国
法
に
遵
ひ
」
に
つ
い
て
は
大
婆
、「
義
務
公
に
奉
じ
」
に
つ
い
て
は
楠

く
す
の
き

正ま
さ
つ
ら行

と
谷
村
計
助
な
ど
の
「
嘉
言
・
善
行
等
を
例
証
」
と
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
ま
も
な
く
第
二
次
伊
藤
内
閣
の
文
部
大
臣
と
な
っ
た
井
上
毅
は
、「
小
学
校
修
身
教
授
上
に
関
す
る
注
意
訓
令
」
を
出
し
、

「
修
身
の
教
は
専
ら
師
道
に
由
り
て
挙
る
こ
と
を
得
べ
く
、
…
…
教
科
書
は
教
員
の
資
料
を
助
く
る
為
に
必
要
と
す
べ
し
と
雖

い
え
ど

も
、
地
方

の
情
況
に
従
ひ
…
…
教
科
書
を
用
ゐ
ず
し
て
、
専
ら
口
授
法
を
用
ゐ
る
こ
と
を
妨
げ
ざ
る
べ
し
」
と
柔
軟
な
方
針
を
示
す
の
み
な
ら
ず
、

「
教
科
書
中
に
参
照
と
し
て
引
挙
す
る
所
の
古
今
の
人
の
善
行
は
、
児
童
を
し
て
観
威
興
起
せ
し
む
る
の
益
あ
り
と
雖
も
、
或
は
矯
激
に
流

れ
て
中
庸
を
失
ひ
…
…
教
育
上
の
常
経
と
為
す
べ
か
ら
ざ
る
者
あ
り
。
各
教
員
は
…
…
偏
弊
を
避
く
る
を
要
す
。」
と
注
意
を
促
し
て
い

る
。
前
述
の
よ
う
な
深
い
配
慮
の
も
と
に
「
社
会
上
の
君
主
」
の
勅
語
と
し
て
起
草
し
た
井
上
の
真
意
は
、
こ
れ
を
過
大
に
取
り
扱
う
傾
向
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の
強
い
教
科
書
の
「
偏
弊
」
を
何
と
か
抑
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
翌
二
十
五
年
、
井
上
文
相
が
病
気
で
辞
任
し
三
年
後
に
亡
く
な
る
一
方
、
同
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
日
清
戦
争
に
勝
利
す
る

と
、「
忠
君
愛
国
」
の
教
育
を
一
層
強
化
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
教
科
書
は
同
三
十
年
代
か
ら
「
国
定
」
化
さ
れ
、
文
部

省
で
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
使
用
は
同
三
十
七
年
か
ら
）。
そ
の
第
一
次
「
小
学
校
修
身
書
」
の
編
纂
方
針
を
み
る
と
「
本
書
は
…
…

（
教
育
）
勅
語
の
旨
趣
に
基
づ
き
、
児
童
の
徳
性
を
涵
養
し
、
道
徳
の
実
践
を
指
導
」
す
る
こ
と
が
目
的
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
方
針
を
一
段
と
強
調
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
同
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
か
ら
の
第
二
次
「
小
学
修
身
書
」
で
あ

る
。
そ
の
「
編
纂
趣
意
書
」（
第
四
篇
第
三
章
）
に
次
の
ご
と
く
定
め
ら
れ
、
こ
れ
に
基
づ
く
修
身
教
科
書
（
資
料
12
）
が
多
少
の
修
正
を

加
え
な
が
ら
、
大
正
時
代
か
ら
昭
和
の
終
戦
ま
で
使
わ
れ
て
い
る
。

教
材
は
、「
小
学
校
令
施
行
規
則
」
第
二
条
に
拠
り
、「
教
育
に
関
す
る
勅
語
」
の
旨
趣
に
基
づ
き
、
日
本
国
民
た
る
に
必
須
な
る
道
徳

の
要
旨
を
授
け
、
児
童
の
徳
性
を
涵
養
し
、
道
徳
の
実
践
を
指
導
す
る
に
必
要
な
る
も
の
を
選
び
た
り
。
又
能
く
聖
旨
の
在
る
所
を
奉

体
せ
し
め
ん
が
為
に
、
勅
語
の
語
句
並
び
に
全
文
に
つ
き
て
会
得
す
る
所
あ
ら
し
め
た
り
。

一
、 

徳
目
／
尋
常
小
学
校
第
一
学
年
に
在
り
て
は
、
主
と
し
て
児
童
が
学
校
及
び
家
庭
に
於
て
実
践
す
べ
き
卑
近
な
る
心
得
を
授
け
、
第
二

学
年
以
後
は
、
児
童
の
発
達
に
応
じ
、
勅
語
の
旨
趣
に
よ
り
て
国
民
と
し
て
恪
守
す
べ
き
諸
徳
を
授
く
る
を
旨
と
す
。

我
が
国
民
道
徳
の
枢
軸
た
る
忠
孝
の
念
を
涵
養
す
る
こ
と
は
、
旧
修
身
書
に
於
て
も
大
い
に
意
を
用
ひ
し
所
に
し
て
、
毎
巻
必
ず
皇
室

に
関
す
る
御
事
を
掲
げ
、
其
の
他
「
日
の
丸
の
旗
」「
大
日
本
帝
国
」「
祝
日
祭
日
」「
祖
先
」
の
事
を
も
適
宜
に
配
当
し
た
れ
ど
も
、

今
回
の
修
正
は
一
層
其
の
精
神
の
養
成
に
努
め
、
第
二
学
年
に
於
て
早
く
「
皇
大
神
宮
」「
祖
先
を
尊
べ
」
の
課
題
を
掲
げ
、
第
三
学

年
以
上
に
於
て
も　

旧
修
身
書
に
比
し
て
之
に
関
す
る
課
題
を
増
加
せ
り
。（
中
略
）

「
教
育
に
関
す
る
勅
語
」
は
、
修
身
教
授
の
基
づ
く
所
に
し
て
、
又
諸
教
科
教
授
の
帰
趣
す
る
所
な
り
。
但
し
語
句
は
高
尚
に
、
旨
趣
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は
深
遠
な
る
を
以
て
、
低
き
学
年
の
児
童
に
授
く
る
こ
と
困
難
な
り
。
因
り
て
巻
四
児
童
用
書
に
至
り
、
其
の
巻
首
に
勅
語
の
本
文
を

掲
げ
、
且か

つ

之
に
傍
訓
を
施
し
、
児
童
を
し
て
随
意
誦
読
せ
し
む
る
こ
と
の
便
を
図
り
、
又
巻
五
以
上
適
宜
の
課
に
於
て
、
之
に
関
係
あ

る
勅
語
中
の
語
句
を
挙
げ
て
其
の
意
義
を
説
明
し
、
巻
六
最
後
の
三
課
に
於
て
は
、
勅
語
を
課
題
と
し
て
其
の
大
意
を
説
明
せ
り
。

ち
な
み
に
、
一
般
の
修
身
教
育
と
は
異
る
が
、
大
正
元
年
（
一
九
一
四
）
か
ら
七
年
間
に
わ
た
り
特
設
さ
れ
て
い
た
「
東
宮
御
学
問
所
」

で
は
、
皇
太
子
裕
仁
親
王
（
の
ち
昭
和
天
皇
）
の
た
め
に
「
倫
理
」
の
御
進
講
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
を
一
人
で
担
当
し
通
し
た
の
が
、
私
立

日
本
中
学
校
々
長
の
杉
浦
重
剛
（
一
八
五
六
〜
一
九
二
四
）
で
あ
る
。

杉
浦
は
明
治
初
年
に
大
学
南
校
（
東
大
）
へ
進
み
、
英
国
に
留
学
し
て
理
化
学
を
修
め
た
が
、
帰
国
後
「
日
本
中
学
校
」
を
設
立
し
長
く

校
長
を
務
め
た
。
同
二
十
年
（
一
八
八
七
）
刊
の
『
日
本
教
育
原
論
』
に
お
い
て
、
日
本
の
徳
育
は
、
西
洋
の
ご
と
く
「
宗
教
を
以
て
道
徳

の
大
体
を
定
む
る
こ
と
頗
る
難
」
し
い
か
ら
、
む
し
ろ
「
物
理
を
推
し
て
人
事
に
応
用
す
る
」
方
法
を
と
り
、
い
わ
ゆ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
保
存

の
法
則
か
ら
「
陰
徳
あ
れ
ば
陽
報
あ
り
」
と
か
「
播ま

か
ぬ
種
は
生
え
ぬ
」
な
ど
の
諺
を
引
き
、
独
特
の
「
理
学
宗
」
を
説
い
て
い
る
。

そ
の
「
倫
理
御
進
講
の
趣
旨
」（
資
料
13
）
に
よ
れ
ば
、
基
本
方
針
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
教
育
勅
語
の
御
趣
旨
の
貫
徹
を
期
し
給
ふ
べ
き

こ
と
」
を
あ
げ
、「
皇こ

う

儲し
ょ

（
皇
太
子
）
殿
下
…
…
御
自
ら
も
之
を
体
し
て
実
践
せ
ら
る
べ
き
」
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
し
か
も
、
初
年
度

後
半
、
満
十
三
歳
の
裕
仁
親
王
に
対
し
て
、
杉
浦
御
用
掛
か
ら
「
教
育
勅
語
」
の
御
進
講
が
あ
っ
た
。
そ
の
十
一
回
に
わ
た
る
全
容
は
、
私

が
校
注
・
解
説
し
た
『
昭
和
天
皇
の
学
ば
れ
た
教
育
勅
語
』（
平
成
二
十
一
年
補
訂
版
新
書
、
勉
誠
出
版
）
に
収
め
た
。
そ
れ
を
み
る
と
、

引
用
の
例
話
が
極
め
て
多
く
、
文
字
ど
お
り
古
今
東
西
に
及
ん
で
面
白
い
が
、
そ
の
最
終
回
で
も
「
殿
下
に
お
か
せ
ら
れ
て
は
、
御
自
身
御

実
行
あ
ら
せ
ら
る
る
と
同
時
に
、
い
か
に
す
れ
ば
臣
民
を
し
て
永
遠
に
進
ま
し
む
る
を
得
べ
き
か
、
の
一
事
に
御
留
意
あ
ら
せ
ら
れ
ん
こ
と

を
望
む
。」
と
求
め
て
い
る
。

余
談
に
な
る
が
、
杉
浦
は
毎
回
大
声
で
勅
語
を
奉
唱
す
る
際
「
…
…
世
々

0

0

其
の
美
を
済
せ
る
は
…
…
」
の
「
世
々
」
を
「
セ
イ
セ
イ
」
と
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読
ん
だ
。
そ
の
た
め
、
小
笠
原
幹
事
が
「
世
間
で
は
普
通
〝
ヨ
ヨ
〞
と
読
み
居
り
ま
す
」
と
申
し
上
げ
て
も
、
少
年
皇
太
子
は
後
々
ま
で

「
セ
イ
セ
イ
と
お
読
み
遊
ば
さ
れ
た
」
と
い
う
（
大
町
桂
月
・
猪
狩
史
山
共
著
『
杉
浦
重
剛
先
生
』
政
教
社
）。

第
五
節　

勅
語
の
釈
義
と
外
語
へ
の
翻
訳

「
教
育
勅
語
」
の
表
現
は
、
戦
後
あ
ま
り
使
わ
れ
な
い
難
し
い
漢
字
・
用
語
も
少
く
な
い
が
、
文
語
調
で
あ
る
か
ら
か
え
っ
て
覚
え
易
い
。

し
か
し
、
個
々
の
言
葉
で
あ
れ
全
体
の
構
成
で
あ
れ
、
語
義
や
文
意
を
正
確
に
つ
か
み
難
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
こ
れ
が
公
表
さ
れ
た
直
後
か
ら
戦
時
中
ま
で
半
世
紀
有
余
の
間
に
、
数
百
種
類
の
注
釈
書
や
解
説
書
な
ど
が
作
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
代
表
作
と
し
て
、
教
員
養
成
の
師
範
学
校
お
よ
び
旧
制
の
中
学
校
・
女
学
校
で
教
科
書
と
し
て
も
長
ら
く
使
わ
れ
た
井
上
哲
次
郎

著
『
勅
語
衍え

ん

義ぎ

』
に
注
目
し
よ
う
。

哲
次
郎
（
一
八
五
五
〜
一
九
四
四
）
は
、
明
治
十
年
前
後
、
東
大
で
哲
学
を
中
心
に
英
語
・
漢
学
・
国
典
を
学
び
、
同
十
七
年
か
ら
六
年

余
り
ド
イ
ツ
に
留
学
し
、
ち
ょ
う
ど
「
教
育
勅
語
」
の
出
た
時
に
帰
朝
し
て
、
東
大
教
授
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
博
識
気
鋭
（
35
歳
）

の
哲
学
者
に
対
し
て
、
文
部
大
臣
芳
川
顕
正
が
勅
語
解
説
書
の
執
筆
を
依
頼
し
て
い
る
。
そ
の
大
役
を
引
き
受
け
た
井
上
は
、
か
な
り
力
を

入
れ
て
執
筆
し
、
そ
の
原
稿
に
対
し
て
何
人
も
の
碩
学
に
意
見
を
求
め
、
そ
れ
を
取
捨
し
て
仕
上
げ
た
。
そ
し
て
明
治
二
十
四
年
九
月
、

「
文
科
大
学
教
授
井
上
哲
次
郎
著
／
文
学
博
士
中
村
正
直
閲
」「
鉤
玄
堂
蔵
版
／
文
部
省
検
定
済
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
の
が
、『
勅
語
衍

義
』
に
ほ
か
な
ら
な
い
（
資
料
10
）。
井
上
自
身
、
そ
の
い
き
さ
つ
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

余
が
著
は
す
所
の
勅
語
衍
義
は
、
実
践
的
倫
理
を
元
と
す
る
も
の
に
し
て
、
遍
く
哲
学
流
派
の
各
主
義
を
斟
酌
し
、
併
せ
て
東
洋
古
来

の
宗
教
・
倫
理
・
風
俗
等
を
参
照
し
…
…
草
稿
を
変
更
す
る
こ
と
、
凡
そ
八
十
九
回
に
及
ぶ
。
草
稿
ほ
ぼ
成
る
に
及
ん
で
、
加
藤
弘
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之
・
中
村
正
直
・
井
上
毅
等
、
十
有
余
人
に
就
い
て
其
の
意
見
を
仰
ぎ
、
文
辞
の
如
き
は
島
田
重
礼
・
南
摩
綱
紀
・
小
中
村
清
矩
諸
氏

に
質た

だ

し
、
力
を
極
め
て
其
の
完
全
を
期
し
た
り
。（
翌
二
十
五
年
一
月
「
教
育
報
告
」）。

こ
の
う
ち
の
中
村
正
直
は
、
前
述
の
と
お
り
最
初
に
芳
川
文
相
か
ら
依
頼
さ
れ
て
勅
語
案
を
作
り
な
が
ら
、
井
上
毅
の
厳
し
い
批
判
を
受

け
て
廃
棄
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
実
質
的
に
毅
の
案
に
基
づ
い
て
出
来
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
承
知
の
上
で
、
井
上

哲
次
郎
に
よ
る
解
説
書
の
校
閲
代
表
者
と
し
て
名
前
を
出
し
た
の
は
、
両
者
の
友
好
な
人
間
関
係
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
井
上
毅
は
哲
次
郎
の
草
稿
に
率
直
な
修
正
意
見
と
具
体
的
な
代
案
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
を
哲
次
郎
は
若
干
と
り
い
れ
た
と
こ
ろ

も
あ
る
が
大
部
分
「
撥は

ね
付
け
た
」
と
後
で
語
っ
て
い
る
（
昭
和
十
七
年
「
釈
明
教
育
勅
語
衍
義
」）。
ち
な
み
に
、
毅
が
文
部
大
臣
に
な
っ

た
明
治
二
十
六
年
、『
勅
諭
衍
義
』
は
小
学
校
教
師
用
書
と
し
て
検
定
申
請
さ
れ
た
際
、「
内
容
高
尚
に
過
ぎ
る
」
と
い
う
理
由
で
、
不
合
格

に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
（
師
範
と
中
学
の
教
科
書
と
し
て
は
検
定
合
格
）。

参
考
ま
で
に
、
哲
次
郎
の
草
稿
を
◯哲
、
毅
の
修
正
意
見
・
代
案
を
◯毅
、
衍
義
の
成
文
を
◯衍
と
し
て
、
ご
く
一
部
で
あ
る
が
異
同
を
対
比
し

て
み
よ
う
（
稲
田
正
次
氏
『
教
育
勅
語
成
立
過
程
の
研
究
』〈
昭
和
四
十
六
年
・
講
談
社
〉
第
十
六
章
参
照
）。

イ
「
朕
惟
ふ
に
、
我
が
皇
祖
皇
宗
、
国
を
肇
む
る
こ
と
宏
遠
に
」
の
部
分

◯哲
「
…
…
今
上
天
皇
陛
下
の
皇
祖
は
天
照
大
御
神
に
し
て
、
皇
宗
を
神
武
天
皇
と
す
。
…
…

◯毅
（
意
見
）「
…
…
皇
統
の
飾は
い

系
を
論
ず
る
と
き
は
天
照
大
神
を
皇
祖
と
す
べ
き
も
、
肇
国
の
基
始
を
叙の

ぶ
る
に
は
、
皇
祖
は
神
武
天
皇
を

称
へ
、
皇
宗
と
は
歴
代
の
帝
王
を
称
へ
奉
る
も
の
に
し
て
…
…
」

◯衍
「
太
古
の
時
に
当
た
り
、
瓊に

に々

杵ぎ
の

命
み
こ
と

、
天
祖

0

0

天
照
大
御
神
の
話
を
奉
じ
、
降
臨
せ
ら
れ
て
よ
り
、
列
聖
相
承
け
、
神
武
天
皇
に
至
り
、

遂
に
奸
を
封
じ
逆
を
誅
し
、
以
て
四
海
を
統
一
し
、
始
め
て
政
を
行
ひ
民
を
治
め
、
我
が
大
日
本
帝
国
を
立
て
給
ふ
。
…
…
」

　

ロ
「
爾

な
ん
じ

臣
民
、
父
母
に
孝
に
」
の
部
分
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◯哲
「
国
君
の
臣
民
に
於
け
る
、
な
ほ
父
母
の
子
孫
に
於
け
る
が
如
し
。
…
…
臣
民
た
る
も
の
、
亦
皆
子
孫
の
厳
父
慈
母
に
於
け
る
心
を
以
て

謹
聴
威
佩
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
も
し
そ
れ
（
以
下
八
行
）。
…
…
」

◯毅
（
意
見
）「
も
し
そ
れ
以
下
八
行
…
…
無
用
の
冗
文
…
…
削
る
べ
し
。
…
…
」（
他
に
も
数
ヶ
所
「
削
る
べ
し
」）

◯衍
「
も
し
そ
れ
」
以
下
を
削
り
「
億
兆
心
を
一
に
し
て
…
…
」
の
解
に
移
す
。
◯毅
の
他
の
意
見
は
採
ら
ず
。

　

ハ
「
常
に
国
憲
を
重
ん
じ
国
法
に
遵
ひ
」
の
部
分

◯哲
「
…
…
国
憲
制
定
の
主
意
た
る
、
元も

と
統
治
者
の
権
限
を
明
ら
か
に
し
、
又
臣
民
の
身
体
・
生
命
・
財
産
・
名
誉
等
に
関
す
る
権
利
を
保

全
し
、
以
て
永
く
公
共
の
安
寧
秩
序
を
維
持
す
る
に
至
る
…
…
」

◯毅
（
代
案
）「
…
…
国
憲
の
主
義
は
、
統
治
の
権
限
を
明
ら
か
に
し
、
臣
民
を
し
て
国
事
に
参
与
せ
し
む
る
の
方
法
を
定
め
、
又
臣
民
の
権

利
を
保
証
し
義
務
を
明
示
し
、
公
共
の
安
寧
秩
序
を
維
持
し
、
国
家
の
幸
福
を
増
進
す
る
に
在
り
。
…
…
」

◯衍
右
の
代
案
を
採
ら
ず
、「
国
法
」
に
つ
い
て
次
の
ご
と
く
増
補
。

「
法
律
は
道
徳
を
相
待
ち
て
国
の
秩
序
を
維
持
す
る
所
以
な
り
。
…
…
両
立
す
べ
く
、
遍
廃
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
。」

　

ニ
「
朕
…
…
咸み

な

其
の
徳
を
一
に
せ
ん
こ
と
を
庶
幾
ふ
」
の
部
分

◯哲
「
…
…
今
上
天
皇
陛
下
、
自
ら
衆
庶
と
其
の
徳
を
一
に
し
て
、
以
て
理
想
に
達
せ
ん
こ
と
を
希
望
せ
ら
る
…
…
」

◯毅
（
代
案
）「
…
…
吾わ
れ

㑪ら

臣
氏
は
、
天
皇
陛
下
自
ら
衆
庶
と
其
の
徳
を
一
に
せ
ん
こ
と
を
希
望
し
た
ま
へ
る
の
聖
勅
を
奉
戴
し
た
り
。
…
…
」

◯衍
「
今
上
天
皇
陛
下
、
今
自
ら
皇
祖
皇
宗
の
遺
訓
に
基
づ
き
、
億
兆
臣
民
に
率
先
し
、
其
の
徳
を
修
め
、
以
て
理
想
に
達
せ
ん
こ
と
を
希
望

せ
ら
る
…
…
」

こ
の
よ
う
に
両
井
上
は
、
勅
語
の
解
説
に
も
真
剣
に
取
り
組
ん
だ
。
た
だ
、
前
述
の
と
お
り
、
二
人
と
も
若
く
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
学

し
て
い
る
が
、
毅
は
晋
仏
戦
争
（
一
八
七
〇
〜
七
一
年
）
の
前
に
一
年
弱
で
帰
っ
た
の
に
対
し
て
、
哲
次
郎
は
戦
後
に
六
年
余
り
滞
在
し
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た
。
そ
の
せ
い
か
、
哲
次
郎
は
「
勅
語
衍
義
叙
」（
資
料
10
）
で
も
、
外
国
の
脅
威
に
備
え
る
た
め
「
共
同
愛
国
」
の
必
要
を
殊
さ
ら
強
調

し
て
い
る
。
し
か
し
、
も
ち
ろ
ん
〝
忠
君
愛
国
〞
一
遍
倒
で
は
な
く
、
家
族
の
敬
愛
協
力
、
国
民
の
権
利
自
立
な
ど
も
懇
切
に
説
き
、
い
わ

ゆ
る
国
体
を
合
理
的
に
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
衍
義
は
何
度
も
補
訂
さ
れ
た
が
、
明
治
三
十
三
年
（
一
八
九
九
）
の
増
訂
版
か
ら
巻
毎
に
勅
語
の
英
訳
を
載
せ
て
い

る
。
平
田
諭
吉
氏
『
教
育
勅
語
国
際
関
係
史
の
研
究
』（
平
成
九
年
、
風
間
書
房
）
に
よ
れ
ば
、
そ
の
英
訳
は
、
す
で
に
勅
語
渙
発
の
翌

月
、
英
語
雑
誌
〝T

he M
useum

〞
七
号
所
載
の
訳
文
が
最
も
早
く
、
そ
れ
が
同
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
Ｌ
・
ハ
ー
ン
著
〝G

lim
pses of 

unfam
ilial Japan

〞（
知
ら
れ
ざ
る
日
本
の
面
影
）
に
収
め
ら
れ
た
。
ま
た
同
年
刊
『
実
用
和
文
英
訳
教
授
書
』
第
一
巻
に
井
上
十
吉
の
訳

文
が
み
え
、
さ
ら
に
五
年
後
の
同
三
十
三
年
、
こ
の
哲
次
郎
に
よ
る
訳
文
が
出
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
同
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
日
露
戦
争
当
時
、
末
松
謙
澄
（
一
八
五
五
〜
一
九
二
〇
）
は
ロ
ン
ド
ン
、

ま
た
金
子
堅
太
郎
（
一
八
五
三
〜
一
九
四
二
）
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
赴
き
、
日
本
の
近
代
教
育
に
つ
き
説
明
し
て
廻
っ
た
。
そ
の
際
、
勅
語

の
要
点
（
主
に
第
二
段
の
徳
目
）
も
紹
介
し
た
と
こ
ろ
、
か
な
り
好
評
を
え
て
い
る
。
つ
い
で
日
本
が
白
人
の
ロ
シ
ア
に
勝
利
す
る
と
、
わ

が
国
の
急
速
な
発
展
の
謎
を
解
く
鍵
と
し
て
、
教
育
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。
と
く
に
日
英
同
盟
を
結
ん
で
い
た
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
大

学
か
ら
、
文
部
省
に
「
日
本
の
教
育
」
に
関
す
る
特
別
講
演
の
依
頼
が
き
て
い
る
。

そ
の
大
役
を
担
っ
た
の
が
、
菊
池
大だ

い
ろ
く麓
（
一
八
五
五
〜
一
九
一
七
）
で
あ
る
。
菊
池
は
幕
末
と
明
治
の
初
め
九
年
間
、
英
国
に
留
学
し
て

理
学
・
数
学
を
修
め
、
東
大
教
授
・
総
長
を
経
て
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
文
部
大
臣
・
学
士
院
長
な
ど
を
歴
任
し
て
い
る
。

同
三
十
九
年
九
月
か
ら
行
わ
れ
た
「
教
育
勅
語
」
の
英
訳
事
業
は
、
ま
ず
菊
池
が
直
訳
に
近
い
原
案
を
作
り
、
そ
れ
を
各
種
誌
紙
に
載

せ
、
寄
せ
ら
れ
た
広
範
な
批
評
を
採
り
入
れ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
文
部
大
臣
牧
野
伸
顕
（
一
八
六
一
〜
一
九
四
九
）
の
官
舎
に
金
子
堅
太

郎
・
末
松
謙
澄
・
神
田
乃
武
・
井
上
哲
次
郎
・
中
島
力
造
・
新
渡
戸
稲
造
（
一
八
六
二
〜
一
九
三
三
）
ら
英
語
力
の
高
い
十
二
名
が
集
ま
り
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協
議
を
重
ね
た
。
そ
の
う
え
で
、
東
大
教
授
Ｊ
・
ロ
ー
レ
ン
ス
や
Ａ
・
ロ
イ
ド
な
ど
が
調
整
を
加
え
て
完
成
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
過
程
を
み
る
と
、
た
と
え
ば
冒
頭
の
「
朕
惟
ふ
に
」
を
、
菊
池
は
初
め
敢
て
訳
さ
な
か
っ
た
が
、
途
中
で
〝W

e consider

〞
と
試

訳
し
、
や
が
て
末
松
の
意
見
に
よ
り
〝K

now
 ye, O

ur subjects

〞（O
ur

は
国
王
の
一
人
称
代
名
詞
の
所
有
格
＝
「
朕
の
」）
と
修
正
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
井
上
毅
が
勅
語
を
天
皇
自
身
の
意
思
表
示
（
社
会
上
の
君
主
の
著
作
公
告
）
と
し
て
起
草
し
た
意
図
を
的
確
に
表
現
し
え

た
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
の
官
定
英
訳
「
教
育
勅
語
」A

uthrized Translation 〝Im
perial R

escript on E
ducation

〞（
資
料
11
）
は
、
翌
四
十
年
（
一
九
〇
七
）

二
月
か
ら
、
菊
池
が
ロ
ン
ド
ン
大
学
で
「
日
本
の
教
育
」
の
中
核
と
し
て
紹
介
し
始
め
た
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
文
部
省
が
趣
意
書
を
添

え
、
内
外
に
頒
布
し
て
い
る
。
菊
池
の
講
演
は
、
予
想
以
上
に
好
評
を
え
た
の
で
、
英
国
各
地
に
お
い
て
行
わ
れ
、
さ
ら
に
米
国
で
も
五
十

回
近
く
続
け
ら
れ
た
。
ま
た
官
定
英
訳
文
も
、
欧
米
の
誌
紙
な
ど
に
掲
載
さ
れ
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
で
い
る
。

そ
の
反
響
は
、
ほ
と
ん
ど
極
め
て
好
意
的
で
あ
る
。
た
と
え
ば
全
英
教
員
組
合
の
機
関
誌
「
ス
ク
ー
ル
・
マ
ス
タ
ー
」（
一
九
〇
九
年
八

月
号
）
は
、「
教
育
勅
語
と
合
致
し
た
教
育
精
神
を
有
す
る
（
日
本
）
国
民
は
、
い
か
な
る
困
難
に
直
面
し
て
も
…
…
進
歩
の
大
道
を
逸
脱

す
る
こ
と
が
な
い
。
…
…
こ
の
愛
国
心
が
強
く
勇
敢
無
比
な
国
民
は
…
…
偉
大
な
勅
語
に
雄
弁
に
明
示
さ
れ
た
精
神
を
も
っ
て
、
国
民
的
進

展
の
歴
程
を
重
ね
て
い
く
で
あ
ろ
う
」
と
論
じ
て
い
る
。

ま
た
、
米
国
シ
カ
ゴ
の
教
育
委
員
長
は
、
官
定
英
訳
を
み
て
、「
こ
の
勅
語
は
…
…
倫
理
・
道
徳
に
関
す
る
一
つ
の
最
高
の
原
理
を
教
え

て
お
り
、
家
庭
・
職
場
・
国
家
に
お
け
る
真
実
と
誠
実
な
ど
〝
生
活
の
最
高
規
範
〞
を
青
年
の
心
に
植
え
付
け
て
い
る
」
と
高
く
評
価
し
た

と
伝
え
ら
れ
る
（
以
上
、
平
田
氏
の
前
掲
書
に
よ
る
）。

そ
こ
で
、
文
部
省
は
他
言
語
の
官
定
訳
も
作
っ
た
。
そ
し
て
同
四
十
二
年
十
二
月
に
出
版
し
た
冊
子
『
漢
・
英
・
独
・
仏　

教
育
勅
語
訳

纂
』
を
主
要
な
国
々
に
配
布
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
翻
訳
「
教
育
勅
語
」
は
、
日
本
発
展
の
精
神
的
原
動
力
と
し
て
、
世
界
の
有
識
者
た
ち
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が
注
目
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

第
六
節　

勅
語
の
否
定
と
徳
育
の
再
生

こ
の
よ
う
に
「
教
育
勅
語
」
は
、
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
前
後
か
ら
海
外
に
も
広
く
紹
介
さ
れ
、
そ
の
内
容
に
対
す
る
評
価
が
高

ま
っ
て
き
た
。
ま
し
て
日
本
国
内
で
は
、
主
に
学
校
教
育
（
特
に
小
学
校
の
「
修
身
」）
を
通
じ
て
普
及
の
徹
底
が
は
か
ら
れ
、
大
正
か
ら

昭
和
に
か
け
て
益
々
神
聖
視
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
わ
が
国
は
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
八
月
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
て
停
戦
し
、
同
二
十
七
年
四
月
に
講
和
独
立

す
る
ま
で
連
合
国
軍
・
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
占
領
下
に
置
か
れ
た
。
そ
の
七
年
間
に
、
戦
前
の
価
値
観
に
転
換
を
迫
る
政
策
が
次
々
と
打
ち
出
さ
れ
、

こ
の
「
教
育
勅
語
」
も
そ
れ
に
巻
き
込
ま
れ
て
、
公
教
育
の
場
か
ら
姿
を
消
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
経
緯
を
略
述
し
よ
う
。

ま
ず
同
二
十
年
十
月
の
段
階
で
は
、
文
部
大
臣
前
田
多
聞
（
一
八
八
四
〜
一
九
六
二
）
が
「
新
教
育
方
針
中
央
講
習
会
」
で
「
吾
人
は
、

こ
こ
に
改
め
て
教
育
勅
語
を
謹
読
し
、
そ
の
御
垂
示
あ
ら
せ
ら
れ
し
所
に
心
の
整
理
を
行
は
ね
ば
な
ら
ぬ
と
存
じ
ま
す
。
教
育
勅
語
は
…
…

吾
々
が
忠
良
な
る
国
民
と
な
る
事
と
相
並
ん
で
、
よ
き
人
間
と
な
る
べ
き
こ
と
、
よ
き
父
母
で
あ
り
、
よ
き
子
供
で
あ
り
、
よ
き
夫
婦
で
あ

る
べ
き
事
を
お
示
し
に
な
っ
て
を
り
ま
す
。
…
…
」
と
勅
語
を
評
価
し
、「
上
御
一
人
に
お
か
せ
ら
れ
て
は
〝
常
に
爾
臣
民
と
倶
に
あ
り
〞

と
仰
せ
ら
れ
て
居
り
ま
す
。
こ
の
有
り
難
い
大
御
心
を
拝
し
、
吾
等
は
本
当
に
一
つ
心
に
な
っ
て
、
こ
の
難
局
を
切
り
抜
け
理
想
の
彼
岸
に

達
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
の
方
針
を
示
し
て
い
る
。

け
れ
ど
も
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
同
年
十
二
月
「
国
家
神
道
…
…
弘
布
の
廃
止
に
関
す
る
件
」「
修
身
・
国
史
及
び
地
理
の
停
止
に
関
す
る
件
」

と
い
う
強
烈
な
指
令
が
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
翌
二
十
一
年
三
月
、
来
日
し
た
米
国
教
育
使
節
団
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
あ
て
「
報
告
書
」
で
は
、「
教
育
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勅
語
」
な
ど
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、「
勅
語
・
勅
諭
を
儀
式
に
用
い
る
こ
と
と
、
御
真
影
に
敬
礼
す
る
習
わ
し
は
…
…
停
止
さ
れ
な
く
て

は
な
ら
な
い
」
と
勧
告
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
同
年
十
月
八
日
、
文
部
省
か
ら
全
国
の
学
校
あ
て
に
、
次
の
よ
う
な
通
達
が
出
さ
れ
た
。

一 
、
教
育
勅
語
を
以
て
、
我
が
国
の
唯
一
の
淵
源
と
な
す
従
来
の
考
へ
方
を
去
っ
て
、
こ
れ
（
勅
語
）
と
共
に
、
教
育
の
淵
源
を
広
く

古
今
東
西
の
倫
理
・
哲
学
・
宗
教
等
な
ど
に
も
求
め
る
態
度
を
探
る
こ
と
。

二
、
式
日
等
に
於
て
、
従
来
教
育
勅
語
を
奉
読
す
る
こ
と
を
慣
例
と
し
た
が
、
今
後
は
之
を
読
ま
な
い
こ
と
に
す
る
こ
と
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
教
育
勅
語
」
を
式
日
等
の
儀
式
で
「
奉
読
」
す
る
よ
う
な
特
別
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、

勅
語
を
全
面
的
に
否
定
し
た
わ
け
で
は
な
く
、「
教
育
の
淵
源
」
の
一
要
素
と
認
め
た
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

こ
れ
は
当
時
の
日
本
側
の
見
議
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
た
と
え
ば
、
同
二
十
一
年
五
月
か
ら
吉
田
茂
内
閣
の
文
部
大
臣
と
な
る
田
中

耕
太
郎
（
一
八
九
〇
〜
一
九
七
四
）
は
、
同
年
三
月
刊
『
教
育
と
政
治
』
所
収
「
教
育
勅
語
論
議
」
に
お
い
て
、「
教
育
勅
語
に
は
、
個
人

道
徳
・
家
庭
道
徳
・
国
家
道
徳
の
諸
規
範
が
相
当
網
羅
的
に
盛
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
儒
教
・
仏
教
・
基
督
教
の
倫
理
と
も
共
通
し
て
い

る
。
…
…
〝
一
旦
緩
急
〞
の
云
々
は
好
戦
的
思
想
を
現
し
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
犠
牲
奉
仕
の
精
神
は
、
何
時
の
世
に
於
て
も
強
調

せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
は
謙
虚
さ
こ
そ
あ
れ
、
何
等
軍
国
主
義
的
・
過
激
国
家
主
義
的
要
素
も
存
し
な
い
。」
と
、
む
し
ろ

勅
語
の
内
容
を
評
価
し
擁
護
し
て
い
る
（
同
年
六
月
二
十
七
日
・
七
月
十
五
日
、
帝
国
議
会
で
も
勅
語
擁
護
）。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
翌
二
十
二
年
三
月
、「
教
育
基
本
法
」
を
審
議
す
る
段
階
で
も
政
府
（
文
部
省
）
の
見
解
と
し
て
受
け
継
が
れ

て
い
る
。
時
の
文
部
大
臣
高
橋
誠
一
郎
（
一
八
八
四
〜
一
九
八
二
）
は
、
衆
議
院
文
教
委
員
会
で
「
私
も
教
育
勅
語
と
こ
の
教
育
基
本
法
と

の
間
に
、
矛
盾
と
称
す
べ
き
も
の
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
…
…
こ
れ
に
盛
ら
れ
て
お
る
思
想
が
全
然
誤
っ
て
お
り
、
そ
れ

に
代
え
る
に
新
し
い
も
の
を
も
っ
て
す
る
、
と
い
う
考
え
は
も
っ
て
い
な
い
」
と
答
弁
し
、
ま
た
貴
族
院
本
会
議
で
「
こ
の
法
案
の
中
に

は
、
教
育
勅
語
の
よ
き
精
神
が
引
き
つ
が
れ
て
い
る
…
…
教
育
勅
語
を
あ
え
て
廃
止
す
る
考
え
は
な
い
の
で
あ
る
が
…
…
学
校
で
式
日
な
ど
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に
奉
読
す
る
こ
と
は
、
…
…
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
の
で
、
今
後
は
こ
れ
を
と
り
や
め
る
こ
と
と
し
た
」
と
説
明
し
て
い
る
。

さ
ら
に
「
日
本
国
憲
法
」
施
行
直
後
の
同
二
十
二
年
六
月
発
行
『
文
部
時
報
』
八
四
〇
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
教
育
基
本
法
に
つ
い
て
」
で

も
、「
教
育
ニ
関
ス
ル
勅
語
は
、
政
治
上
の
命
令
と
区
別
し
、
内
閣
大
臣
の
副
署
を
廃
し
、
勅
語
と
し
て
広
く
国
民
に
下
賜
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
内
容
・
形
式
と
も
極
め
て
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
り
…
…
式
日
等
に
は
各
学
校
で
奉
読
さ
れ
る
こ
と
を
常
と
し
た
の
で
、
そ

こ
に
お
の
ず
か
ら
一
定
の
法
的
拘
束
力
を
も
つ
に
至
っ
た
。
…
…
高
橋
文
相
は
…
…
教
育
勅
語
の
効
力
に
関
し
て
『
…
…
教
育
基
本
法
の
施

行
と
同
時
に
、
こ
れ
と
矛
盾
す
る
部
分
は
効
力
を
失
う
の
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
部
分
は
両
立
す
る
と
思
う
。
…
…
』
と
答
え
て
、
教
育
勅

語
の
問
題
に
一
応
の
終
止
符
を
打
っ
た
」
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
家
永
三
郎
氏
で
す
ら
も
翌
二
十
三
年
四
月
刊
『
日
本
思
想
史
の
活
用
態
』（
斎
藤
書
店
）
所
収
「
教
育
勅
語
成
立
の
思
想
史

的
考
察
」
に
お
い
て
、
井
上
毅
の
草
案
に
基
づ
く
「
教
育
勅
語
」
は
「
願
る
普
遍
性
豊
に
し
て
近
代
的
国
家
道
徳
を
多
分
に
盛
っ
た
教
訓
と

な
っ
て
ゐ
た
」
と
依
然
評
価
し
て
い
る
（
但
し
本
稿
は
没
後
の
岩
波
書
店
刊
『
家
永
三
郎
集
』
に
未
収
）。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
を
不
服
と
す
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
、
戦
前
の
教
育
を
否
定
す
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
、「
教
育
勅
語
」
廃
止
の
国
会
決
議
を
求

め
て
き
た
。
そ
の
裏
工
作
は
「
巧
妙
な
方
法
」（
Ｃ
Ｉ
Ｅ
の
ト
レ
ー
ナ
ー
提
案
）
で
行
わ
れ
、
あ
た
か
も
日
本
側
の
自
発
的
な
発
議
の
よ
う

に
装
わ
れ
た
（
高
橋
史
朗
氏
『
検
証
・
戦
後
教
育
』（
平
成
七
年
、
広
池
学
園
出
版
部
））。
そ
し
て
同
二
十
三
年
六
月
、
参
議
院
で
は
「
教

育
勅
語
等
の
失
効
確
認
に
関
す
る
決
議
」、
ま
た
衆
議
院
で
は
「
教
育
勅
語
等
排
除
に
関
す
る
決
議
」
が
行
わ
れ
て
い
る
（
資
料
14
）。

そ
の
う
ち
、
参
議
院
で
発
議
者
を
代
表
し
て
提
案
理
由
を
説
明
し
た
の
は
、
前
述
の
よ
う
な
見
識
を
も
っ
て
い
た
田
中
耕
太
郎
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
か
、
初
め
「
新
教
育
理
念
の
普
及
徹
底
に
関
す
る
決
議
案
」
と
い
う
題
と
し
、
最
終
的
に
も
「
教
育
勅
語
は
、
軍
人
に
賜
わ
り
た

る
勅
諭
、
戊ぼ

申し
ん

詔
書
、
青
少
年
学
徒
に
賜
わ
り
た
る
勅
語
、
そ
の
他
諸
詔
勅
と
と
も
に
、
既
に
廃
止
せ
ら
れ
そ
の
効
力
を
失
っ
て
い
る
…
…

事
実
を
明
確
に
す
る
」
と
い
う
に
留
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
衆
議
院
で
は
初
め
の
「
内
容
は
部
分
的
に
そ
の
真
理
性
を
認
め
ら
れ
る
の
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で
あ
る
が
」
と
い
う
部
分
を
削
除
し
、「
こ
れ
ら
の
詔
勅
を
排
除
し
、
そ
の
指
導
的
原
理
を
認
め
な
い
こ
と
を
宣
言
す
る
」
と
い
う
強
硬
な

表
現
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
直
ち
に
文
部
省
か
ら
「
教
育
勅
語
」
等
の
騰
本
回
収
通
達
が
出
さ
れ
、
以
後
こ
れ
を
公
教
育
の
場
で
は

肯
定
的
に
採
り
あ
げ
る
こ
と
が
不
可
能
な
状
況
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
被
占
領
下
で
も
一
部
の
識
者
に
は
気
骨
が
残
っ
て
い
た
。
と
く
に
第
三
次
吉
田
内
閣
の
文
部
大
臣
と
な
っ
た
天
野
貞
祐

（
一
八
八
四
〜
一
九
八
〇
）
は
、
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
十
一
月
、
全
国
教
育
長
会
議
の
席
で
「
教
育
勅
語
は
、
そ
の
ま
ゝ
現
在
も

我
々
の
道
徳
的
基
準
た
り
う
る
」
と
評
価
し
、
た
だ
新
憲
法
下
で
「
勅
語
と
い
う
形
式
で
は
ま
ず
い
」
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
文
部
省
か
ら

「
国
民
実
践
要
領
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
を
道
徳
の
基
準
と
し
て
示
し
た
い
、
と
提
案
し
て
い
る
。

そ
し
て
翌
二
十
六
年
十
一
月
、『
国
民
実
践
要
領
』
を
纒
め
あ
げ
た
。
た
だ
し
、
当
時
は
、
野
党
や
日
教
組
・
左
派
言
論
人
な
ど
の
反
発

が
強
く
、
こ
れ
を
文
部
省
の
公
刊
物
と
し
て
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
天
野
は
文
相
を
退
き
講
和
独
立
が
で
き
た
後
の

同
二
十
八
年
、
こ
れ
を
私
著
と
し
て
出
版
し
た
に
留
ま
る
（
資
料
15
）。

そ
の
内
容
は
全
般
に
良
識
的
で
、
ま
こ
と
に
穏
当
な
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
国
民
そ
れ
ぞ
れ
に
、
個
人
と
し
て
、
家
（
家
族
）
と
し
て
、

社
会
お
よ
び
国
家
の
構
成
員
と
し
て
、
道
徳
実
践
の
基
準
と
す
べ
き
要
点
を
各
十
項
目
前
後
に
ま
と
め
て
示
し
、「
心
を
一
つ
に
し
て
、
か

か
る
道
義
の
確
立
に
力
を
尽
さ
ん
こ
と
を
念
願
す
る
」
と
結
ん
で
い
る
。

こ
れ
が
前
文
相
天
野
の
個
人
的
な
見
解
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
首
相
吉
田
茂
（
一
八
七
八
〜
一
九
六
七
）
も
『
回
想
十
年
』
第
二
巻
の
中

で
、「
私
は
、
日
本
国
民
全
体
に
通
じ
る
生
き
た
教
育
信
条
と
い
う
よ
う
な
も
の
を
、
は
っ
き
り
と
打
ち
出
す
必
要
が
あ
る
と
、
ま
す
ま
す

思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
…
…
戦
争
に
負
け
る
前
に
は
、
そ
う
い
う
も
の
と
し
て
「
教
育
勅
語
」
が
働
い
て
い
た
。
…
…
中
外
に
施
し
て
悖
ら

ず
古
今
に
通
じ
て
謬
ら
ざ
る
立
派
な
精
神
も
そ
こ
に
は
示
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
国
民
全
体
に
よ
い
影
響
を
与
え
て
い
た
節
も
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
…
…
ど
う
も
「
教
育
基
本
法
」
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
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そ
こ
で
、
文
部
省
は
様
々
な
論
議
を
経
て
、
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
度
か
ら
小
中
学
校
で
「
道
徳
」
を
特
設
す
る
に
至
っ
た
。
そ

の
「
学
習
指
導
要
領
」（
小
学
校
・
道
徳
編
）
に
は
、
ま
ず
「
目
標
」
と
し
て
「
人
間
尊
重
の
精
神
を
一
貫
し
て
失
わ
ず
、
こ
の
精
神
を
家

庭
・
学
校
そ
の
他
、
各
自
が
そ
の
一
員
で
あ
る
各
々
の
社
会
の
具
体
的
な
生
活
の
中
に
い
か
し
、
個
性
豊
か
な
創
造
と
民
主
的
な
国
家
お
よ

び
社
会
の
発
展
に
努
め
、
進
ん
で
平
和
的
な
国
際
社
会
に
貢
献
で
き
る
日
本
人
を
育
成
す
る
」
と
記
し
、
つ
い
で
「
内
容
」
と
し
て
具
体
的

な
要
目
を
三
十
六
条
示
し
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
日
教
組
で
は
、
全
国
的
な
反
対
運
動
を
呼
び
か
け
、
文
部
省
の
「
道
徳
」
は
「
既
存
の
道
徳
体
系
を
教
え
こ
も
う
と
し
て

い
る
」
が
、
今
や
「
階
級
の
矛
盾
を
う
ち
や
ぶ
り
、
人
間
が
一
人
と
し
て
で
は
な
く
全
体
と
し
て
解
放
さ
れ
る
よ
う
な
社
会
を
作
る
こ
と
が

現
代
の
道
徳
で
あ
る
」
な
ど
と
主
張
し
て
い
る
。
と
く
に
大
阪
府
教
組
の
冊
子
『
わ
た
し
た
ち
の
道
徳
教
育
』
を
み
る
と
、「
指
導
内
容
」

十
項
目
の
最
後
に
「
抵
抗
」
が
掲
げ
て
あ
る
。
こ
れ
は
結
果
的
に
、
過
激
な
学
園
紛
争
や
成
田
闘
争
な
ど
に
走
る
日
本
版
〝
紅
衛
兵
〞
を
育

て
る
一
因
と
も
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
文
部
省
と
し
て
は
、
良
識
的
な
道
徳
教
育
の
充
実
を
は
か
る
た
め
、
中
央
教
育
審
議
会
（
会
長
森
戸
辰
雄
）
の
特
別
委
員
会
に

お
い
て
、
主
査
高
坂
正
顕
（
一
九
〇
〇
〜
六
九
）
を
中
心
に
協
議
を
重
ね
、
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
十
月
『
期
待
さ
れ
る
人
間
像
』

を
答
申
し
た
。
そ
の
骨
子
は
、
大
筋
で
十
数
年
前
の
『
国
民
実
践
要
領
』
を
受
け
継
ぎ
、「
日
本
人
に
特
に
期
待
さ
れ
る
も
の
」
を
、「
個
人

と
し
て
」「
家
庭
人
と
し
て
」「
社
会
人
と
し
て
」「
国
民
と
し
て
」
に
分
け
、
各
々
に
具
体
的
な
道
徳
規
範
を
懇
切
に
示
し
て
い
る
（
資
料

16
）。
こ
れ
は
今
な
お
精
読
し
活
用
さ
れ
て
よ
い
内
容
だ
と
思
わ
れ
る
。

第
七
節　
「
た
い
せ
つ
な
こ
と
」
の
新
展
開
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こ
の
よ
う
に
戦
後
の
日
本
で
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
占
領
政
策
に
沿
っ
て
「
教
育
勅
語
」
が
公
教
育
か
ら
追
放
さ
れ
た
が
、
新
た
に
制
定
さ
れ
た

「
教
育
基
本
法
」
は
法
律
で
あ
っ
て
、
内
面
的
な
徳
育
の
指
針
と
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
に
「
国
民
実
践

要
領
」
が
作
ら
れ
、
ま
た
同
四
十
一
年
に
「
期
待
さ
れ
る
人
間
像
」
が
纒
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
両
方
と
も
立
派
な
文
言
を
盛
り
込
ん
で
い
る
が
、
そ
の
こ
ろ
組
織
的
に
強
力
だ
っ
た
日
教
組
な
ど
の
猛
反
対
に
よ
り
、
ほ
と
ん

ど
普
及
し
て
い
な
い
。
ま
た
同
三
十
三
年
か
ら
「
道
徳
」
が
特
設
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、「
教
科
」
で
は
な
い
か
ら
公
式
の
検
定
教
科
書

が
な
い
（
参
考
資
料
の
み
）。
そ
の
た
め
学
校
現
場
で
は
授
業
が
軽
視
さ
れ
、
あ
ま
り
実
効
を
伴
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
徳
育
の
充
実
を
求
め
る
人
々
は
、
当
面
困
難
な
「
教
育
勅
語
」
の
復
活
よ
り
も
、
現
実
的
な
対
策
と
し
て
、「
教
育
基
本
法
」

の
抜
本
的
改
正
に
力
を
注
い
で
き
た
。
こ
の
基
本
法
も
被
占
領
下
に
起
草
さ
れ
た
か
ら
、
前
文
の
原
案
に
あ
っ
た
「
伝
統
を
尊
重
し
て
」
と

い
う
表
現
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
反
対
で
削
除
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
是
正
し
よ
う
と
い
う
政
府
内
外
の
動
き
は
、
昭
和
三
十
年
こ
ろ
か

ら
あ
っ
た
が
、
半
世
紀
余
り
経
た
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
十
二
月
、
よ
う
や
く
実
現
す
る
に
至
っ
た
。

そ
の
新
「
教
育
基
本
法
」
を
み
る
と
、
ま
ず
旧
前
文
の
「
普
遍
的
に
し
て
し
か
も
個
性
豊
か
な
文
化
の
創
造
を
目
指
す
」
が
、「
伝
統
を

0

0

0

継
承
し

0

0

0

、
新
し
い
文
化
の
創
造
を
目
指
す
」
と
改
め
ら
れ
、
ま
た
第
二
条
（
教
育
の
目
標
）
に
次
の
項
目
を
掲
げ
て
い
る
。

一
、
幅
広
い
知
識
と
教
養
を
身
に
つ
け
、
真
理
を
求
め
る
態
度
を
養
い
、
豊
か
な
情
操
と
道
徳
心
を
培
う

0

0

0

0

0

0

と
と
も
に
、
健
か
な
身
体
を
養

う
こ
と
。

三
、
正
義
と
責
任
、
男
女
の
平
等
、
自
他
の
敬
愛
と
協
力
を
重
ん
ず
る
と
と
も
に
、
公
共
の
精
神

0

0

0

0

0

に
基
づ
き
、
主
体
的
に
社
会
の
形
成
に

0

0

0

0

0

0

参
画

0

0

し
、
そ
の
発
展
に
寄
与
す
る
態
度
を
養
う
こ
と
。

五
、
伝
統
と
文
化
を
尊
重
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
そ
れ
ら
を
は
ぐ
く
ん
で
き
た
我
が
国
と
郷
土
を
愛
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
と
も
に
、
他
国
を
尊
重
し
、
国
際
社
会
の
平
和

と
発
展
に
寄
与
す
る
態
度
を
養
う
こ
と
。
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こ
れ
に
よ
っ
て
、「
教
育
基
本
法
」
自
体
に
「
道
徳
心
を
培
う
」
と
か
「
公
共
の
精
神
に
基
づ
き
」「
我
が
国
と
郷
土
を
愛
す
る
…
…
態
度

を
養
う
」
こ
と
な
ど
が
明
記
さ
れ
た
意
義
は
、
き
わ
め
て
大
き
い
。
こ
の
新
基
本
法
を
承
け
て
、
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
三
月
に
告
示

さ
れ
た
新
「
学
習
指
導
要
領
」
を
み
る
と
、
小
中
学
校
の
「
道
徳
」
総
則
に
は
、「
道
徳
教
育
は
…
…
伝
統
と
文
化
を
尊
重

0

0

0

0

0

0

0

0

し
、
そ
れ
ら
を

は
ぐ
く
ん
で
き
た
我
が
国
と
郷
土
を
愛
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

…
…
公
共
の
精
神

0

0

0

0

0

を
尊
び
…
…
」
と
明
示
さ
れ
、
ま
た
小
学
校
「
音
楽
」
で
「
国
歌

0

0

『
君
が
代

0

0

0

』

は
、
い
ず
れ
の
学
年
で
も
歌
え
る

0

0

0

よ
う
に
指
導
す
る
」
と
か
、
さ
ら
に
中
学
校
「
社
会
」（
公
民
的
分
野
）
で
「
我
が
国
の
安
全
と
防
衛

0

0

0

0

0

0

0

お

よ
び
国
際
貢
献

0

0

0

0

に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
」
こ
と
な
ど
を
指
示
し
、
道
徳
編
も
充
実
さ
せ
て
い
る
（
資
料
18
）。

以
上
、
明
治
二
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
渙
発
の
「
教
育
勅
語
」
に
関
し
て
、
そ
れ
が
必
要
と
さ
れ
た
明
治
前
半
の
状
況
、
そ
れ
が
作
成
さ

れ
た
当
時
の
実
情
、
そ
れ
が
国
内
で
普
及
さ
れ
外
語
に
も
翻
訳
さ
れ
た
経
緯
、
そ
れ
が
戦
後
い
っ
た
ん
否
定
さ
れ
な
が
ら
別
の
形
で
再
生
さ

れ
た
い
き
さ
つ
な
ど
を
、
資
料
に
基
づ
き
な
が
ら
解
説
し
て
き
た
。

で
は
、
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
か
、
と
い
う
よ
り
ど
う
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
最
後
に
、
敢
て
私
見
の
若
干
を
書
き
添
え
て
お
き
た
い
。

わ
が
国
に
お
け
る
現
在
か
ら
近
未
来
の
最
も
深
刻
な
課
題
は
、
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
少
子
高
齢
化
に
伴
う
諸
問
題
へ
の
取
り
組
み

で
あ
る
。
し
か
し
、
ど
ん
な
時
代
・
状
況
に
な
っ
て
も
、
お
互
い
に
忘
れ
て
な
ら
な
い
こ
と
は
、
各
自
が
単
な
る
個
人
で
は
あ
り
え
な
い
の

だ
か
ら
、
現
実
的
に
家
族
・
学
校
・
職
場
や
地
域
・
国
家
お
よ
び
世
界
の
構
成
員
と
し
て
、
自
分
の
役
割
を
考
え
、
各
々
の
任
務
を
果
た
す

た
め
に
、
進
ん
で
学
び
可
能
な
限
り
尽
力
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
は
何
も
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
は
大
多
数
の
日
本
人
に
と
っ
て
、
つ
い
最
近
ま
で
当
り
前
の
心
得
（
生
活
道
徳
）
で
あ
っ

た
。
そ
れ
が
普
通
の
常
識
で
あ
り
え
た
の
は
、
古
来
の
神
道
・
儒
学
・
仏
教
な
ど
の
根
強
い
感
化
も
大
き
い
で
あ
ろ
う
が
、
近
代
化
の
過
程

で
生
じ
た
動
揺
・
混
迷
を
克
服
し
よ
う
と
し
て
提
示
さ
れ
普
及
さ
れ
た
「
教
育
勅
語
」
の
影
響
も
少
な
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
内
容

は
、
普
通
の
人
間
と
し
て
、
日
本
国
の
構
成
員
と
し
て
、
当
然
の
心
得
を
端
的
に
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
今
後
と
も
通
用
す
る
ど
こ
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ろ
か
、
少
子
高
齢
化
の
進
む
社
会
で
、
ま
す
ま
す
必
要
な
道
徳
規
範
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
被
占
領
下
と
は
い
え
、
日
本
の
国
会
両
院
に
お
い
て
「
失
効
」
を
確
認
し
「
排
除
」
を
決
議
さ
れ
た
「
教
育
勅
語
」

が
、
そ
の
ま
ま
六
十
年
以
上
も
放
置
さ
れ
て
き
た
今
日
、
こ
れ
を
直
ち
に
学
校
教
育
の
場
へ
取
り
戻
す
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ

ば
、
こ
れ
を
家
庭
教
育
や
社
会
教
育
の
場
な
ど
で
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
内
容
へ
の
理
解
・
共
感
を
広
げ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
、
漢
文
・
古
文
と
疎
遠
に
な
っ
た
若
い
世
代
の
人
々
に
は
、
文
語
調
の
「
教
育
勅
語
」
す
ら
馴な

染じ
み

づ
ら
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

数
年
前
（
平
成
十
五
年
）、
明
治
神
宮
崇
教
会
は
中
島
精
太
郎
理
事
長
（
現
在
宮
司
）
の
発
案
に
よ
り
、
こ
れ
を
大
胆
に
わ
か
り
や
す
く
す

る
た
め
、
勅
語
本
文
の
意
訳
（
超
訳
）
と
と
も
に
、
そ
の
要
点
を
「
た
い
せ
つ
な
こ
と
」
十
二
項
目
に
纒
め
、
さ
ら
に
各
々
を
「
す
な
お
に

言
っ
て
み
た
い
日
本
語
」
と
簡
易
な
英
語
に
直
し
た
冊
子
『
た
い
せ
つ
な
こ
と
』
を
作
成
し
た
（
資
料
17
）。
こ
れ
に
は
、
親
し
み
や
す
い

イ
ラ
ス
ト
を
添
え
る
一
方
、「
教
育
勅
語
」
の
原
本
（
東
京
大
学
所
蔵
）
と
文
部
省
の
英
訳
正
文
も
掲
げ
て
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、「
教
育
勅
語
」
の
活
用
方
法
は
、
こ
れ
以
外
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
ろ
う
。
か
な
り
前
か
ら
い
く
つ
か
の
私
立
学
校
で
は
、
毎
年

十
月
三
十
日
（
な
い
し
十
一
月
三
日
）
に
、
勅
語
の
全
文
を
毛
筆
で
書
写
し
た
り
、
父
母
・
家
族
に
感
謝
す
る
作
文
を
書
く
こ
と
な
ど
が
、

恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
徳
育
に
熱
心
な
民
間
団
体
で
は
、
機
関
紙
に
勅
語
の
本
文
を
掲
載
し
た
り
、
逸
話
も
入
れ
た
解
説

書
な
ど
を
作
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
勅
語
の
成
立
史
や
問
題
点
な
ど
を
説
明
し
て
い
る
例
も
み
ら
れ
る
。

今
や
六
十
年
ぶ
り
に
大
幅
改
正
さ
れ
た
新
「
教
育
基
本
法
」
の
も
と
で
、
学
校
教
育
に
お
い
て
も
「
道
徳
心
を
培
う
」
こ
と
が
「
教
育
の

目
標
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を
必
要
と
す
る
が
、
ひ
と
つ
の
有
意
義
な
具
体
策
は
「
教
育
勅
語
」
を
活

用
す
る
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
単
に
親
や
教
師
が
子
供
や
生
徒
た
ち
に
勅
語
を
覚
え
さ
せ
れ
ば
す
む
こ
と
で
は
な
い
。
か

つ
て
明
治
天
皇
は
「
朕
、
爾
臣
氏
と
倶
に
拳
々
服
膺
し
て
、
咸
そ
の
徳
を
一
に
せ
ん
」
と
自
ら
宣
言
さ
れ
、
終
生
そ
の
率
先
垂
範
に
努
め
ら

れ
た
が
、
私
共
も
親
と
し
て
年
長
者
と
し
て
、
そ
れ
を
可
能
な
限
り
有
言
実
行
す
る
こ
と
こ
そ
〝
徳
育
再
生
〞
の
要
諦
だ
と
思
わ
れ
る
。

（
平
成
二
十
二
年
九
月
一
日
稿
）



78（922）

「
教
育
勅
語
」
関
係
資
料
（
抄
）

資
料
１　

太
政
官
「
学
制
」
布
告
文
（
仰
せ
出
さ
れ
書
）　　
　

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
七
月

　

人
々
、
自
ら
其
の
身
を
立
て
其
の
産
を
治
め
其
の
業
を
昌

さ
か
ん

に
し
て
、
以
て
其
の
生
を
遂と

ぐ
る
ゆ
ゑ
ん
の
も
の
は
、
他
な
し
、
身
を
修お
さ

め
智
を
開
き
才
芸
を

長
ず
る
に
よ
る
な
り
。
而
し
て
其
の
身
を
修
め
知
を
開
き
才
芸
を
長
ず
る
は
、
学
に
あ
ら
ざ
れ
ば
能
は
ず
。
是
れ
学
校
の
設
け
あ
る
ゆ
ゑ
ん
に
し
て
、
日
用

常
行
、
言
語
書
算
を
初
め
、
士
官
農
商
、
百
工
技
芸
及
び
法
律
・
政
治
・
天
文
・
医
療
等
に
至
る
迄
、
凡
そ
人
の
営
む
と
こ
ろ
の
事
、
学
あ
ら
ざ
る
は
な
し
。

人
能よ

く
其
の
才
の
あ
る
と
こ
ろ
に
応
じ
勉
励
し
て
之
に
従
事
し
、
而
し
て
後
、
初
め
て
生
を
治
め
、
産
を
興
し
、
業
を
昌
に
す
る
を
得
べ
し
。

　

さ
れ
ば
、
学
問
は
身
を
立
る
の
財
本

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
も
い
ふ
べ
き
も
の
に
し
て
、
人
た
る
も
の
誰
か
学
ば
ず
し
て
可
な
ら
ん
や
。
夫そ

の
道
路
に
迷
ひ
、
飢
餓
に
陥
り
、

家
を
破
り
、
身
を
喪
う
し
な

ふ
の
徒
の
如
き
は
、
畢
意
不
学
よ
り
し
て
か
ゝ
る
過
あ
や
ま

ち
を
生
ず
る
な
り
。
従
来
、
学
校
の
設
け
あ
り
て
よ
り
年
を
歴
る
こ
と
久
し
と

い
へ
ど
も
、
或
は
其
の
道
を
得
ざ
る
よ
り
し
て
、
人
其
の
方
向
を
誤
り
、
学
問
は
士
人
以
上
の
事
と
し
、
農
工
商
及
び
婦
女
子
に
至
つ
て
は
、
之
を
度
外
に

お
き
学
問
の
何
物
た
る
を
弁
ぜ
ず
。
又
士
人
以
上
の
稀ま
れ

に
学
ぶ
も
の
も
、
動や
や

も
す
れ
ば
国
家
の
為
に
す
と
唱
へ
、
身
を
立
る
の
基
た
る
を
知
ら
ず
し
て
、
或

は
詞
章
記
誦
の
末
に
趨は
し

り
、
空
理
虚
談
の
途
に
陥
り
、
其
の
論
、
高
尚
に
似
た
り
と
い
へ
ど
も
、
之
を
身
に
行
ひ
事
に
施
す
こ
と
能
ざ
る
も
の
少
か
ら
ず
。

是
れ
す
な
は
ち
治
襲
の
習
弊
に
し
て
、
文
明
普
ね
か
ら
ず
、
才
芸
の
長
ぜ
ず
し
て
、
貧
乏
・
破
産
・
喪
家
の
徒
多
き
ゆ
ゑ
ん
な
り
。
是
の
故
に
、
人
た
る
も

の
は
学
ば
ず
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
。
之
を
学
ぶ
に
宜
し
く
其
の
旨
を
誤
る
べ
か
ら
ず
。

　

之
に
依
て
、
今
般
、
文
部
省
に
於
て
学
制
を
定
め
、
追
々
教
則
を
も
改
正
し
、
布
告
に
及
ぶ
べ
き
に
つ
き
、
自
今
以
後
、
一
般
の
人
民
、
華
士
族
農
工
商

及
び
婦
女
子
、
必
ず
邑ひ
ら

に
不
学
の
戸
な
く
、
家
に
不
学
の
人
な
か
ら
し
め
ん
事
を
期
す
。
人
の
父
兄
た
る
も
の
、
宜
し
く
此
の
意
を
体
認
し
、
其
の
愛
育
の

情
を
厚
く
し
、
其
の
子
弟
を
し
て
必
ず
学
に
従
事
せ
し
め
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
。〔
高
上
の
学
に
至
り
て
は
、
其
の
人
の
材
能
に
任
か
す
と
い
へ
ど

も
、
幼
童
の
子
弟
は
、
男
女
の
別
な
く
小
学
に
従
事
せ
し
め
ざ
る
も
の
は
、
其
の
父
兄
の
越
度
た
る
べ
き
事
。〕（
中
略
）

　

右
之
通
り
仰
せ
出
さ
れ
候
条
、
地
方
官
に
於
て
、
辺
隅
小
民
に
至
る
迄
洩も

ら

さ
ざ
る
様
、
便
宜
解
釈
を
加
へ
、
精
細
申
し
諭
し
、
文
部
省
規
則
に
随
ひ
、
学

問
普
及
致
し
候
様
、
方
法
を
設
け
施
行
す
べ
き
事
。



「教育勅語」の成立と展開
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資
料
２　

元
田
永
孚
起
草
「
教
学
聖
旨
」　　
　

明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
八
月

㋑
教
学
聖
旨

教
学
の
要
、
仁
義
忠
孝
を
明
か
に
し
て
、
智
識
才
芸
を
究
め
、
以
て
人
道
を
尽
す
は
、
我
が
祖
訓
国
典
の
大
旨
、
上
下
一
般
の
教
へ
と
す
る
所
な
り
。
然

る
に
輓
近
、
専
ら
知
識
才
芸
の
み
を
尚た
つ

と
び
、
文
明
開
化
の
末
に
馳
せ
、
品
行
を
破
り
、
風
俗
を
傷
そ
こ
な

ふ
者
少
な
か
ら
ず
。
然
る
所ゆ
え
ん以
の
者
は
、
維
新
の
始

め
、
首
と
し
て
陋ろ
う

習
を
破
り
、
知
識
を
世
界
に
広
む
る
の
卓
見
を
以
て
、
一
時
西
洋
の
長
ず
る
所
を
取
り
、
日
新
の
効
を
奏
す
と
雖
い
え
ど

も
、
其
の
流
弊
、
仁
義

忠
孝
を
後
に
し
、
徒
い
た
ず
ら

に
洋
風
是
れ
競
ふ
に
於
て
は
、
将
来
の
恐
る
ヽ
所
、
終つ
い

に
君
臣
父
子
の
大
義
を
知
ら
ざ
る
に
至
ら
ん
も
測
る
可
か
ら
ず
。
是
れ
我
が

邦
教
学
の
本
意
に
非
ざ
る
也
。
故
に
自
今
以
往
、
祖
宗
の
訓
典
に
基
づ
き
、
専
ら
仁
義
忠
孝
を
明
か
に
し
、
道
徳
の
学
は
孔
子
を
主
と
し
て
、
人
々
誠
実
品

行
を
尚
と
び
、
然
る
上
、
各
科
の
学
は
、
其
の
才
器
に
随
て
益
々
長
進
し
、
道
徳
才
芸

0

0

0

0

、
本
末
全
備

0

0

0

0

し
て
、
大
中
至
正
の
教
学
、
天
下
に
布
満
せ
し
め
ば
、

我
か
邦
独
立
の
精
神
に
於
て
、
宇
内
に
恥
る
こ
と
無
か
る
可
し
。

㋺
小
学
条
目
二
件

一　

仁
義
忠
孝
の
心
は
人
皆
之
有
り
。
然
も
其
の
幼
少
の
始
め
に
、
其
の
脳
髄
に
感
覚
せ
し
め
て
培
養
す
る
に
非
れ
ば
、
他
の
物
事
已す
で

に
耳
に
入
り
、
先
入

主
と
な
る
時
は
、
後
奈い
か
ん可
と
も
為
す
可
か
ら
ず
。
故
に
当
世
、
小
学
校
に
て
絵
図
の
設
け
あ
る
に
準
じ
、
古
今
の
忠
臣
義
士
・
孝
子
節
婦
の
画
像
写
真

を
掲
げ
、
幼
年
生
入
校
の
始
め
に
先
づ
此
の
画
像
を
示
し
、
其
の
行
事
の
概
略
を
説
諭
し
、
忠
孝
の
大
義
を
第
一
に
脳
髄
に
感
覚
せ
し
め
ん
こ
と
を
要

す
。
然
る
後
に
、
諸
物
の
名
状
を
知
ら
し
む
れ
ば
、
後
来
忠
孝
の
性
を
養
成
し
、
博
物
の
学
に
於
て
本
末
を
誤
る
こ
と
無
か
る
べ
し
。

一　

去
秋
、
各
県
の
学
校
を
巡
覧
し
、
親
し
く
生
徒
の
芸
業
を
験
す
る
に
、
或
は
農
商
の
子
弟
に
し
て
其
の
説
く
所
、
多
く
は
高
尚
の
空
論
の
み
。
甚
し
き

に
至
て
は
、
善
く
洋
語
を
言
ふ
と
雖
も
、
之
を
邦
語
に
訳
す
る
こ
と
能
は
ず
。
此
の
輩
、
他
日
業
卒お
の

り
家
に
帰
る
も
、
再
た
び
本
業
に
就
き
難
く
、
又

高
尚
の
空
論
に
て
は
、
官
と
為
る
も
無
用
な
る
可
し
。
加し
か
の
み之
な
ら
ず
其
の
博
聞
に
誇
り
長
上
を
侮
あ
な
ど

り
、
県
官
の
妨
害
と
な
る
も
、
少
な
か
ら
ざ
る
べ

し
。
是
れ
皆
教
学
の
其
の
道
を
得
ざ
る
の
弊
害
な
り
。
故
に
農
商
に
は
農
商
の
学
科
を
設
け
、
高
尚
に
馳
せ
ず
、
実
地
に
基
づ
き
、
他
日
学
成
る
時
は
、

其
の
本
業
に
帰
り
て
、
益
々
其
の
業
を
盛
大
に
す
る
の
教
則
あ
ら
ん
こ
と
を
欲
す
。



80（924）

資
料
３　

伊
藤
博
文
上
奏
「
教
育
議
」　　
　

明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
九
月

（
前
略
）
概
し
て
之
を
論
ず
る
に
、
風
俗
の
弊
は
、
実
に
世
変
の
余
に
出
づ
。
而
し
て
其
の
勢
ひ
巳や

む
を
得
ざ
る
者
あ
り
。
故
に
大
局
を
通
観
す
る
と
き

は
、
是
れ
以
て
偏
ひ
と
え

に
維
新
後
、
教
育
其
の
道
を
得
ざ
る
の
致
す
所
と
為
す
べ
か
ら
ず
。

但
し
、
之
を
救
ふ
所ゆ
え
ん以
の
者
如い
か
ん何
と
云
ふ
に
至
て
は
、
教
育
の
法
、
尤
も
其
の
緊
要
の
一
に
居
る
の
み
。
抑
ゝ
弊
端
の
原
因
は
、
既
に
専
ら
教
育
の
失
に

非
ず
。
故
に
教
育
は
、
此
の
弊
端
を
療
す
る
為
に
間
接
の
薬
石
た
る
に
過
き
ず
。
以
て
永
久
に
涵
養
す
べ
く
し
て
、
而
し
て
急
施
紛
更
、
以
て
速
効
を
求
む

べ
か
ら
ず
。

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
学
制
を
頒
布
せ
し
而じ

来ら
い

、
各
地
方
遵
奉
施
行
、
今
日
に
至
り
纔わ
ず

か
に
成
緒
に
就
く
。
但
し
其
の
興
立
日
浅
く
、
或
は
形
相
に
失

し
て
精
神
に
欠
き
、
其
の
末
に
馳
せ
て
其
の
本
を
遺
す
者
あ
り
。

今
誠
に
廟
議
よ
り
出
て
振
作
し
て
之
を
拡
張
し
、
其
の
足
ら
ざ
る
所
を
修
補
せ
ば
、
文
明
の
化
、
猶
こ
れ
を
数
年
の
後
に
望
む
べ
し
、
其
の
教
則
は
略ほ

ぼ

現
行
の
法
に
依
り
、
而
し
て
読
本
の
倫
理
風
俗
に
係
る
者
は
、
其
の
良
善
な
る
を
択
び
て
之
を
用
ひ
し
め
、
又
教
官
訓
条
施
行
し
、
其
れ
を
し
て
自
ら
制
行

を
謹
み
、
言
議
を
平
か
に
し
、
生
徒
の
模
範
た
ら
し
む
べ
し
。（
中
略
）

唯
、
政
府
深
く
意
を
留
む
べ
き
所
の
者
、
歴
史
・
文
学
・
慣
習
・
言
語
は
、
国
体
を
組
織
す
る
の
元
素
な
り
。
宜
し
く
之
ヲ
愛
護
す
べ
く
し
て
、
之
を
混

乱
し
及
び
之
を
残
破
す
る
こ
と
あ
る
べ
か
ら
ず
。
高
等
生
徒
を
訓
導
す
る
は
、
宜
し
く
之
を
科
学
に
進
む
べ
く
し
て
、
之
を
政
談
に
誘
ふ
べ
か
ら
ず
。

政
談
の
徒
、
過
多
な
る
は
、
国
民
の
幸
福
に
非
ず
。（
中
略
）
今
其
の
弊
を
矯
正
す
る
は
、
宜
し
く
工
芸
技
術
、
百
科
の
学
を
広
め
、
子
弟
た
る
者
を
し
て

高
等
の
学
に
就
か
ん
と
欲
す
る
者
は
、
専
ら
実
用
を
期
し
、
精
微
密
察
、
歳
月
を
積
久
し
、
志
嚮
を
専
一
に
し
、
而
し
て
浮
薄
激
昻
の
習
ひ
を
暗
消
せ
し
む

べ
し
。
葢
し
科
学
は
、
実
に
政
談
と
消
長
を
相
為
す
者
な
り
。
若
し
夫
れ
法
科
・
政
学
は
、
其
の
試
験
の
法
を
厳
に
し
、
生
員
を
限
り
、
独
り
優
等
の
生
徒

の
み
其
の
入
学
を
許
す
べ
し
。（
下
略
）

※
右
を
批
判
し
た
元
田
永
孚
「
教
育
議
付
議
」

　
　

（ 

前
略
）
西
洋
の
修
身
学
に
云
ふ
所
、
君
臣
の
義
薄
く
、
夫
婦
ノ
倫
を
父
子
の
上
に
置
く
が
如
き
、
固
よ
り
我
邦
の
道
に
悖
る
。
且
つ
修
身
の
書
、
多
く

は
耶
蘇
教
法
に
出
づ
。
故
に
四
書
五
経
を
主
と
し
、
加
ふ
る
に
国
書
の
倫
理
に
関
す
る
者
を
用
ひ
、
更
に
洋
書
の
品
行
性
理
に
完
全
な
る
者
を
択
び
取

る
べ
し
。（
下
略
）



「教育勅語」の成立と展開
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資
料
４　

元
田
永
孚
「
聖
諭
記
」　　
　

明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
十
一
月
五
日

十
一
月
五
日
午
前
十
時
、
例
に
依
て
参
內
、
旣
に
し
て
皇
上
出
御
、
直
に
臣
を
召
す
。
臣
進
で
御
前
に
侍
す
。

皇
上
（
明
治
天
皇
）
親し

ん

諭ゆ

し
て
曰
く
、「
朕
、
過
日
〔
十
月
二
十
九
日
〕
大
学
に
臨
す
、
設
る
所
の
学
科
を
巡
視
す
る
に
、
理
科
・
化
科
・
植
物
科
・
医
科
・

法
科
等
は
益
々
其
の
進
歩
を
見
る
可
し
と
雖
ど
も
、
主
本
と
す
る
所
の
修
身
の
学
科
に
於
て
は
曾
て
見
る
所
無
し
。
和
漢
の
学
科
は
修
身
を
專
ら
と
し
、
古

典
講
習
科
あ
り
と
聞
く
と
雖
ど
も
、
如
何
な
る
所
に
設
け
あ
る
や
過
日
觀
る
こ
と
無
し
。
抑
々
大
学
は
、
日
本
敎
育
高
等
の
学
校
に
し
て
高
等
の
人
材
を
成

就
す
べ
き
所
な
り
。
然
る
に
今
の
学
科
に
し
て
政
事
・
治
安
の
道
を
講
習
し
得
べ
き
人
材
を
求
め
ん
と
欲
す
る
も
、
決
し
て
得
べ
か
ら
ず
。（
中
略
）
森
文
部

大
臣
は
師
範
学
校
の
改
正
よ
り
し
て
三
年
を
待
ち
て
地
方
の
敎
育
を
改
良
し
、
大
い
に
面
目
を
改
め
ん
と
云
て
、
自
ら
信
ず
る
と
雖
ど
も
、
中
学
は
稍や

ゝ

改
ま

る
も
、
大
学
今
見
る
所
の
如
く
な
れ
ば
、
此
中
よ
り
眞
成
の
人
物
を
育
成
す
る
は
決
し
て
得
難
き
な
り
。
汝
見
る
所
如
何
。」

　

臣
謹
ん
で
対
へ
て
曰
く
、「（
中
略
）
抑
々
敎
育
の
重
大
な
る
、
夙つ

と

に
陛
下
の
深
く
慮
る
所
、『
幼
学
綱
要
』
の
欽
定
あ
り
し
よ
り
漸
く
に
し
て
米
國
敎
育
の

流
弊
を
救
正
し
、
世
上
再
た
び
忠
君
愛
国
の
主
義
に
赴
き
、
仁
義
道
德
を
唱
ふ
る
者
あ
る
に
至
り
し
も
、
去
々
年
よ
り
又
復
洋
風
に
傾
き
、
昨
今
に
至
て
は

專
ら
洋
学
と
変
じ
、
和
漢
の
学
は
將
に
廃
絕
に
至
ら
ん
と
す
る
の
勢
ひ
、
有
志
の
士
、
皆
大
い
に
憂
慮
す
る
所
な
り
。
但
し
国
学
・
漢
学
の
固
陋
な
る
は
、

從
來
敎
育
の
宜
し
き
を
得
ざ
る
に
因
る
。
其
の
忠
孝
道
德
の
主
本
に
於
て
は
、
和
漢
の
固
有
な
り
。
今
、
西
洋
敎
育
の
方
法
に
由
て
其
の
課
程
を
設
け
、
東

洋
哲
学
中
に
道
德
の
精
微
を
窮
る
に
至
る
の
学
科
を
置
き
、
忠
孝
廉
恥
の
近
き
よ
り
進
ん
で
経
国
安
民
の
遠
大
を
知
得
す
る
こ
と
を
務
め
た
ら
ん
こ
と
、
真

の
日
本
帝
国
の
大
学
と
稱
す
べ
き
な
り
。（
中
略
）
自
今
以
往
、
聖
諭
に
因
て
和
漢
修
身
の
学
科
を
更
張
せ
ん
に
は
、
其
の
道
に
志
あ
る
物も

づ
め集
（
高
見
）・
島

田
（
重
礼
）
等
の
如
き
、
聊

い
さ
ゝ

か
も
国
学
に
僻へ
き

せ
ず
漢
学
に
泥な
づ

ま
ず
、
西
洋
の
方
法
に
因
り
て
敎
科
を
設
け
、
時
世
に
適
應
し
て
忠
孝
道
德
の
進
歩
を
生
徒
に

敎
導
せ
ん
こ
と
、
何
の
難
き
こ
と
か
あ
ら
ん
。
其
の
風
氣
の
及
ぶ
所
、
必
ず
國
学
・
漢
学
者
中
に
奮
発
し
て
国
用
に
供
す
る
者
、
出
來
る
べ
き
也
。（
中
略
）

当
世
の
風
潮
は
、
面
々
各
々
其
弁
を
震
ひ
其
の
腕
を
伸
ば
し
、
唯
進
ん
で
取
る
こ
と
を
要
す
る
の
時
に
際
し
て
は
、
自
分
一
歩
も
退
く
べ
か
ら
ず
、
素
よ
り

彼
等
に
抵
抗
す
る
に
も
及
ば
ず
、
唯
地
歩
を
占
め
て
進
む
時
は
一
歩
も
拔
か
さ
ず
、
吾
道
德
仁
義
を
進
入
せ
し
む
る
を
以
て
当
世
の
著
眼
と
な
す
べ
き
な
り
。

是
れ
臣
が
平
生
の
見
る
所
、
深
く
陛
下
の
勅
諭
を
敎
承
贊
美
し
、
速
か
に
德
大
寺
（
侍
従
長
）
に
命
ぜ
ら
れ
て
渡
邊
総
長
に
下
問
あ
ら
ん
こ
と
を
希
ふ
所
な

り
。
更
に
宜
し
く
伊
藤
大
臣
、
吉
井
次
官
等
に
も
聖
意
の
在
る
所
を
御
示
喩
あ
ら
ん
こ
と
を
欲
す
。」（
後
略
）

右
謹
ん
で
上
言
す
る
処
、
聖
顏
、
喜
色
麗
し
く
、
更
に
又
反
復
懇
諭
あ
り
。
一
時
間
餘
に
し
て
退
く
。
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西
村
茂
樹
『
日
本
道
徳
論
』　　
　

明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
二
月

（
前
略
）
国
の
風
俗
人
心
を
維
持
す
る
は
道
徳
、
と
定
ま
り
た
る
と
き
は
、
其
の
道
徳
は
世
教
に
依
る
べ
き
か
、
世
外
教
に
依
る
べ
き
か
、
と
云
ふ
一
大

問
題
を
生
ず
る
な
り
。
西
洋
諸
国
に
て
国
民
の
道
徳
を
維
持
す
る
は
、
一
に
宗
教
に
依
り
、
支
那
に
て
国
民
の
道
徳
を
維
持
す
る
は
、
一
に
世
教
に
依
る
は
、

世
人
の
悉
く
知
る
所
な
り
。

欧
洲
諸
国
と
支
那
と
国
の
文
化
強
弱
の
度
の
大
に
異
な
る
は
、
云
ふ
ま
で
も
な
き
こ
と
な
り
。
若
し
文
明
に
し
て
強
盛
な
る
国
に
て
用
ふ
る
教
は
優
等
な

り
、
半
化
に
て
強
盛
な
ら
ざ
る
国
に
て
用
ふ
る
教
は
劣
等
な
り
と
云
ふ
と
き
は
、
国
の
道
徳
は
宗
教
を
用
ふ
る
を
宜
し
と
す
べ
き
に
似
た
り
。
然
れ
ど
も
、

其
の
宗
教
を
用
ふ
る
と
世
教
を
用
ふ
と
は
、
共
に
其
の
国
の
開
化
の
順
、
教
祖
の
生
地
、
教
義
の
民
心
に
適
不
適
、
政
治
と
教
法
と
の
管
係
に
由
る
者
に
し

て
、
即
ち
其
の
国
の
自
然
の
勢
に
従
ひ
た
る
者
な
り
。（
中
略
）

以
上
論
ず
る
所
の
趣
意
に
依
拠
し
、
余
は
日
本
の
道
徳
を
立
る
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
世
外
教
（
宗
教
）
を
棄
て
ゝ
世
教

0

0

（
儒
道
・
西
洋
哲
学
）
を
用
ふ
べ
き
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

を
決
定

せ
り
。
但
し
世
外
教
の
中
に
於
て
も
、
其
の
嘉
言
善
行
は
之
を
採
り
て
道
徳
教
の
助
け
を
為
さ
ん
と
す
。（
中
略
）

道
徳
学
を
実
行
す
る
は
、
何
の
方
法
に
依
る
べ
き
か
。
其
の
大
体
の
区
分
法
は
、
第
一
、
我
が
身
を
善
く
し
、
第
二
、
我
が
家
を
善
く
し
、
第
三
、
我
が

郷
里
を
善
く
し
、
第
四
、
我
が
本
国
を
善
く
し
、
第
五
、
他
国
の
人
民
を
善
く
す
。

右
五
ケ
条
の
外
、
何
も
言
ふ
べ
き
こ
と
な
し
。
第
一
・
第
二
・
第
四
は
直
ち
に
其
の
義
を
了
解
す
る
こ
と
を
得
べ
し
。
第
三
は
無
く
て
も
宜
し
き
様
な
れ

ど
も
、
其
の
住
居
せ
る
一
町
一
村
﹇
殊
に
一
村
﹈
の
関
係
は
、
家
と
国
と
の
間
に
在
り
て
一
種
の
方
法
を
立
て
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
者
な
れ
ば
、
一
ケ
条
と
し

て
之
を
挙
げ
た
る
な
り
。
第
五
条
は
、
或
は
言
ふ
べ
く
し
て
行
ふ
べ
か
ら
ざ
る
の
条
目
な
り
と
謂
ふ
者
あ
る
べ
し
。
然
れ
ど
も
、
真
理
の
覆
ふ
所
は
、
此
の

国
・
彼
の
国
の
差
別
な
く
、
上
帝
よ
り
之
を
見
れ
ば
、
全
世
界
の
人
民
は
一
視
同
仁
な
る
べ
し
。
故
に
吾
が
儕
、
能よ

く
す
る
こ
と
を
得
ば
、
道
理
に
通
ぜ
ず

邪
説
に
迷
ふ
所
の
外
国
人
を
教
化
し
て
善
良
の
民
と
為
さ
ん
こ
と
は
、
固
よ
り
此
の
学
の
目
的
の
中
に
在
り
。
然
れ
ど
も
、
事
に
緩
急
遠
近
の
別
あ
れ
ば
、

先
づ
第
一
よ
り
第
四
の
条
目
を
勉
行
し
、
其
の
功
を
奉
じ
た
る
上
に
て
第
五
条
に
及
ぶ
べ
き
こ
と
な
り
。

凡
そ
儒
道
と
言
ひ
、
哲
学
と
云
ひ
、
仏
教
と
云
ひ
、
邪
蘇
教
と
云
ふ
も
、
其
の
道
徳
の
教
と
い
へ
る
者
は
一
も
此
の
外
に
出
る
こ
と
能
は
ず
。
故
に
天
下

衆
教
の
道
徳
の
条
目
の
数
は
、
是
に
て
尽
き
た
り
と
云
ふ
も
可
な
る
べ
し
。（
後
略
）
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中
村
正
直
「
徳
育
の
大
旨
」
初
稿　
　
　

明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
五
月

　

忠
孝
の
二
つ
は
、

①其
の
原
は
一
つ
に
し
て
、
人
倫
の
大
本
に
ぞ
あ
る
。
殊
に
我
が
国
に
生
る
ゝ
者
は
、
②皆
是
れ
朕
が
臣
子
な
り
。
其
の
君
父
た
る
万
世
一

系
の
帝
室
に
対
し
て
は
、
常
に
忠
孝
の
心
を
存
し
、
各
ゝ
其
の
尽
す
べ
き
職
分
を
尽
し
、
天
意
に
叶
ふ
こ
と
を
務
む
べ
き
ぞ
。

　

父
は
子
の
天
な
り
、
君
は
臣
の
天
な
り
。
③君
に
対
し
て
敬
愛
の
誠
を
致
す
、
之
を
忠
と
云
ひ
、
父
に
対
し
て
敬
愛
の
誠
を
致
す
、
之
を
孝
と
云
ひ
、
対
す

る
所
に
差
別
は
あ
れ
ど
も
、
誠
を
致
す
に
は
差
別
あ
る
事
な
し
。
故
に
君
父
に
対
し
て
不
忠
・
不
孝
な
れ
ば
、
罪
を
天
に
得
て
逃
る
可
か
ら
ず
。

　

又
忠
孝
を
尽
す
時
は
、
自
ら
天
意
に
叶
ひ
、
幸
福
は
求
め
ず
し
て
來
る
も
の
ぞ
。
或
は
不
運
に
し
て
忠
孝
の
爲
に
禍
を
蒙
る
事
な
き
に
非
ざ
れ
ど
も
、
其

の
忠
孝
の
美
名
は
千
載
の
後
に
伝
は
り
て
永
く
朽
ち
ず
。
④後
世
子
孫
、
必
ず
其
の
餘
慶
を
受
く
。
是
れ
忠
孝
の
天
意
に
叶
ふ
が
故
な
り
。

　

⑤忠
孝
の
心
は
天
を
畏
る
ゝ
の
心
に
出
て
、
天
を
畏
る
ゝ
の
心
は
、
人
ゝ
固
有
の
性
に
生
ず
。
さ
れ
ば
天
を
畏
る
ゝ
の
心
は
、
即
ち
神
を
敬
ふ
の
心
に
し
て
、

譬
へ
ば
木
石
に
理
紋
あ
る
、
愈
ゝ
刮け
ず

れ
ば
愈
ゝ
顯
は
れ
、
⑥其
の
体
を
消
滅
せ
ざ
る
限
り
は
之
を
除
き
去
る
こ
と
能
は
ざ
る
が
如
く
、
人
た
る
者
に
其
の
生
あ

ら
ん
限
り
は
、
敬
天
敬
神
の
心
は
消
滅
す
べ
か
ら
ざ
る
者
な
り
。
此
心
の
発
動
は
、
君
父
に
対
し
て
忠
孝
と
な
り
、
其
の
忠
孝
の
心
を
拡
め
て
世
間
に
向
へ

ば
、
仁
愛
と
な
り
、
信
義
と
な
り
、
万
善
の
本
源
と
な
り
德
義
の
根
元
と
な
る
も
の
ぞ
。

　

深
夜
暗
室
の
中
に
在
て
発
生
す
る
所
の
一
念
は
、
善
に
も
あ
れ
惡
に
も
あ
れ
、
⑦自
己
一
人
の
外
は
誰
あ
り
て
是
を
知
ら
ず
と
思
へ
ど
も
、
天
地
神
明
の
昭

監
す
る
所
な
れ
ば
、
自
ら
靑
天
白
日
、
公
衆
の
面
前
に
発
覚
し
、
掩
へ
ど
も
掩
は
れ
ず
、
⑧隱
せ
ど
も
隱
さ
れ
ず
。
其
の
感
応
の
捷
な
る
は
、
声
の
響
き
に
応

じ
、
影
の
形
に
從
ふ
が
如
し
。
天
人
一
致
、
內
外
洞
徹
、
顯
微
間
な
し
と
は
、
即
是
れ
な
り
。
之
を
知
ら
ば
、
人
ゝ
爭い
か

で
か
其
の
独
り
を
愼
み
、
天
を
畏
れ

神
を
敬
は
で
は
あ
る
べ
き
。

　

⑨神
は
我
が
心
に
舎や
ど

る
を
以
て
、
我
が
心
は
天
に
通
ず
る
者
な
り
。
天
を
畏
れ
神
を
敬
ふ
に
は
、
先
づ
我
心
を
淸
淨
に
し
て
誠
実
な
る
を
旨
と
せ
よ
。
⑩我
が

心
淸
淨
な
ら
ず
誠
実
な
ら
ず
し
て
は
、
何
程
に
外
面
を
裝
ふ
と
も
、
天
意
に
は
叶
ふ
ま
じ
き
ぞ
。
天
意
に
叶
は
ざ
る
虚
僞
の
行
ひ
は
、
君
父
に
対
し
て
眞
の

忠
孝
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
世
間
に
向
て
も
亦
真
の
仁
愛
と
も
な
ら
ず
、
真
の
信
義
と
も
な
ら
ざ
る
な
り
。

　

⑪我
が
国
に
生
れ
て
朕
が
臣
子
た
る
者
は
、
立
憲
政
体
の
下も
と

に
立
つ
今
日
に
於
て
は
、
⑫君
父
に
忠
孝
な
る
と
共
に
、
愛
国
の
義
を
專
ら
に
心
掛
け
よ
。
愛
国

の
義
は
、
誠
を
尽
し
て
天
意
に
叶
ふ
に
在
れ
ば
、
常
に
仁
愛
信
義
の
道
に
背
か
ず
、
智
識
と
德
義
と
並
び
長
じ
、
品
行
完
全
な
る
国
民
と
な
り
て
、
益
ゝ
我

が
国
の
品
位
を
進
め
、
外
人
を
し
て
親
み
敬
は
し
む
る
を
期
す
べ
し
。

　

朕
が
臣
子
は
、
自
治
独
立
の
良
民
な
り
。
⑬団
体
と
な
り
て
は
、
其
の
郷
土
の
繁
榮
を
謀は
か

り
、
一
身
に
於
て
は
、
其
の
家
族
の
幸
福
を
增
し
、
積
み
て
以
て
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我
が
国
の
富
强
を
望
む
べ
し
。
此
の
望
み
を
逹
せ
ん
に
は
、
如
何
な
る
艱
難
辛
苦
を
も
堪
え
忍
び
、
心
を
前
途
の
大
成
に
傾
け
よ
。
決
し
て
他
人
に
依
賴
す

る
こ
と
勿な
か

れ
。
是
れ
良
民
た
る
も
の
の
任
な
り
と
知
れ
よ
。

　

⑭天
道
は
善
に
福
し
滛
に
禍
す
る
を
常
と
す
る
が
故
に
、
善
を
好
み
惡
を
憎
む
は
、
人
性
の
自
然
に
出
づ
。
さ
れ
ば
勧
善
懲
惡
の
敎
へ
に
服
し
、
身
の
爲
め

国
の
爲
め
、
禍
を
避
け
福
を
求
む
る
は
、
人
ゝ

忽
ゆ
る
が
せ

に
す
可べ

か
ら
ざ
る
務
め
な
り
。
故
に
何
の
敎
へ
た
る
を
問
は
ず
、
苟
い
や
し
く

も
帝
国
を
愛
護
し
、
帝
室
に
忠

義
を
尽
さ
ん
と
誓
ふ
者
は
、
皆
尽
こ
と
ご
と

く
善
良
な
る
我
が
国
の
臣
民
な
り
。

　

国
の
强
弱
は
国
民
の
品
行
に
係
る
を
以
て
、
万
国
対
立
の
今
日
に
在
て
は
、
⑮人

ゝ
皆
天
を
畏
れ
神
を
敬
ひ
、
君
父
に
対
し
て
は
忠
孝
の
誠
を
致
し
、
世
間

に
向
て
は
仁
愛
を
主
と
し
、
信
義
を
重
ん
じ
、
一
身
に
於
て
は
勤
儉
を
務
め
、
一
家
に
於
て
は
和
熟
を
求
め
、
常
に
剛
勇
耐
忍
の
気
象
を
養
ひ
、
品
行
を
進

め
て
尊
ふ
べ
き
人
た
ら
ん
こ
と
を
勉
め
よ
。
⑯是
ぞ
誠
に
帝
国
を
愛
護
す
る
の
道
な
る
ぞ
。
之
に
反
し
て
遊
惰
に
流
れ
軽
薄
に
陷
り
、
驕
を
好
み
詐
を
耻
ぢ
ざ

る
の
萠
き
ざ
し

も
あ
ら
ば
、
其
の
禍
は
忽
た
ち
ま
ち

に
我
が
国
を
衰
弱
な
ら
し
め
、
万
国
に
対
立
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
而の

み已
か
は
、
自
治
独
立
の
良
民
と
な
る
こ
と
も
亦
難

か
る
べ
し
。
朕
が
臣
子
た
ら
ん
も
の
は
、
深
く
畏
れ
痛
く
誡
め
、
己
を
修
め
て
、
以
て
天
意
に
叶
ふ
こ
と
を
務
め
よ
。

〈
初
稿
と
八
次
修
正
草
案
と
の
主
な
異
同
〉

　
　

 

①
「
其
の
原
は
…
…
大
本
に
ぞ
あ
る
」
↓
「
人
倫
の
大
本
な
り
」　

②
「
皆
…
…
其
の
君
父
た
る
」
↓
削
除　

③
「
君
に
對
し
て
…
…
差
別
あ
る
事
な

し
」
↓
削
除　

④
「
後
生
子
孫
…
…
叶
ふ
が
故
な
り
」
↓
削
除　

⑤
「
忠
孝
の
心
は
…
…
愈
々
」
↓
「
敬
神
の
心
は
、
人
々
固
有
の
性
よ
り
生
ず
。
恰

も
耳
目
の
官
に
視
聴
の
性
あ
る
が
如
く
。
又
木
理
石
紋
の
如
く
、
愈
々
」　

⑥
「
其
の
体
…
…
発
動
は
」
↓
削
除
↓
「
こ
の
敬
神
の
心
よ
り
」　

⑦
「
自

己
一
人
…
…
思
へ
ど
も
」
↓
削
除
↓
「
皆
」　

⑧
「
隱
せ
ど
も
…
…
從
ふ
が
如
し
」
↓
削
除　

⑨
「
神
は
…
…
我
が
心
は
」
↓
「
吾
が
心
は
、
神
の
舎や
ど

す

る
所
に
し
て
」　

⑩
「
我
が
心
…
…
信
義
と
も
な
ら
ざ
る
な
り
」
↓
削
除　

⑪
「
我
が
國
に
生
れ
て
、
朕
が
臣
た
る
者
は
」
↓
削
除　

⑫
「
君
父
に
…
…

背
か
ず
」
↓
「
皇
國
の
臣
民
た
る
も
の
は
、
益
々
忠
君
愛
國
の
義
を
拳
々
服
膺
す
べ
き
は
、
勿
論
な
り
」　

⑬
「
団
体
と
な
り
て
は
…
…
傾
け
よ
」
↓

「
団
体
上
よ
り
富
強
の
国
た
る
を
期
し
、
各
自
そ
の
本
分
た
る
職
業
を
勉
め
、
艱
難
辛
苦
を
忍
び
、
以
て
一
身
一
家
及
び
社
会
の
福
祉
を
造
る
べ
し
」　

⑭
「
天
道
は
…
…
務
め
な
り
」
↓
「
神
儒
仏
の
三
道
は
、
勸
善
懲
惡
の
主
意
に
本
づ
か
ざ
る
は
無
し
。
外
敎
と
雖
も
、
そ
の
要
こ
こ
に
帰
す
」　

⑮

「
人
々
…
…
重
ん
じ
」
↓
「
人
民
、
各
自
に
忠
信
を
主
と
し
、
礼
儀
を
重
ん
じ
」　

⑯
「
是
ぞ
誠
に
…
…
務
め
よ
」
↓
「
而
し
て
軽
薄
怠
惰
、
詐
偽
驕
佚

等
の
悪
行
を
以
て
、
深
戒
と
為
す
べ
し
。
是
れ
皆
国
を
し
て
衰
弱
な
ら
し
む
る
も
の
な
り
」
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資
料
７　

井
上
毅
よ
り
山
県
有
朋
あ
て
書
簡
（
㋑
㋺
）　　
　

明
治
二
十
三
年　

㋑
六
月
二
十
日　

㋺
六
月
二
十
五
日

㋑
仰
せ
付
け
ら
れ
候
教
育
主
義
の
件
に
付
、
遅
延
の
罪
恐
縮
に
存
じ
奉
り
候
。
実
に
此
事
に
付
て
は
、
非
常
の
困
難
を
感
じ
候
て
、
両
三
日
来
苦
心
仕
り
候
。

其
の
故
は
、
第
一
、
此
の
勅
語
は
、
他
の
普
通
の
政
事
上
の
勅
語
と
同
様
一
例
な
る
べ
か
ら
ず
。（
中
略
）
今
日
の
憲
政
体
の
主
義
に
従
へ
ば
、
君
主
は
臣
民

0

0

0

0

0

の
良
心
の
自
由
に
干
渉
せ
ず

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

﹇
英
国
・
露
国
に
て
は
宗
旨
上
、
国
教
主
義
を
存
し
、
君
主
自
ら
教
主
を
兼
ぬ
る
は
格
別
﹈
今
、
勅
諭
を
発
し
て
教
育
の
方
嚮

を
示
さ
る
ゝ
は
、
政
事
上
の
命
令
と
区
別
し
て
、
社
会
上
の
君
主
の
著
作
公
告

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
し
て
看
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
陸
軍
に
於
け
る
軍
事
教
育
の
一
種
の
軍
令
た
る

と
同
し
か
ら
ず
。

第
二
、
此
の
勅
語
に
は
、「
天
を
敬
ひ
神
を
尊
ぶ
」
等
の
語
（
資
料
６
参
照
）
を
避
け
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
何
と
な
れ
ば
、
此
等
の
語
は
忽
た
ち
ま

ち
宗
旨
上
の
争
端

を
引
き
起
す
の
種
子
と
な
る
べ
し
。

第
三
、
此
の
勅
語
に
は
、
幽
遠
深
微
な
る
哲
学
上
の
理
論
を
避
け
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
何
と
な
れ
ば
、
哲
学
上
の
理
論
は
必
ず
反
対
の
思
想
を
引
き
起
す
べ
し
。

道
の
本
源
論
は
、
唯
専
門
の
哲
学
者
の
穿せ
ん
さ
く鑿
に
任
す
べ
し
、
決
し
て
君
主
の
命
令
に
依
り
て
定
ま
る
べ
き
者
に
非
ず
。

第
四
、
此
の
勅
語
に
は
、
政
事
上
の
臭
味
を
避
け
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
何
と
な
れ
ば
、
時
の
政
事
家
の
勧
告
に
出
で
て
、
至
尊
の
本
意
に
出
で
ず
、
と
の
嫌
疑

を
来
す
べ
し
。

第
五
、
漢
学
の
口
吻
と
洋
風
の
気
習
と
を
吐
露
す
べ
か
ら
ず
。

第
六
、
消
極
的
の
愚
を
砭
い
ま
し

め
悪
を
戒
む
の
語
を
用
ふ
べ
か
ら
ず
。
君
主
の
訓
戒
は
、
汪
々
と
し
て
大
海
の
水
の
如
く
な
る
べ
く
、
浅
薄
曲
悉
な
る
べ
か
ら
ず
。

第
七
、
世
に
あ
ら
ゆ
る
各
派
の
宗
旨
の
一
を
喜
ば
し
め
て
他
を
怒
ら
し
む
る
の
語
気
あ
る
べ
か
ら
ず
。

　

此
の
数
多
の
困
難
を
避
け
て
真
成
な
る
王
言
の
体
を
全
く
す
る
は
、
実
に
十
二
楼
台
を
架
す
る
よ
り
難
事
に
之
あ
る
べ
く
候
か
。

文
部
の
立
案
（
中
村
草
案
）
は
其
の
体
を
得
ず
。
是
の
如
き
勅
語
は
、
む
し
ろ
宗
教
又
は
哲
学
上
の
大
知
識
の
教
義
に
類
し
、
君
主
の
口
に
出
づ
べ
き
も
の

に
非
ず
。
世
人
、
亦
其
の
真
に
至
尊
の
聖
旨
に
出
た
る
事
を
信
じ
て
感
激
す
る
者
少
な
か
る
べ
し
。

生
（
元
田
永
孚
）
の
考
案
に
て
は
、
両
つ
の
方
法
あ
り
。

甲
は
、
文
部
大
臣
ま
て
下
付
せ
ら
れ
、
世
に
公
布
せ
ず
。
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乙
は
、
演
説
の
体
裁
と
し
、
文
部
省
に
下
付
さ
れ
ず
し
て
、
学
習
院
か
又
は
教
育
会
へ
臨
御
の
序
つ
い
で

に
下
付
せ
ら
る
（
政
事
命
令
と
区
別
す
）。

別
紙
（
資
料
８
㋑
）
は
、
右
乙
の
積
り
に
て
試
草
仕
り
候
。
余
り
簡
短
に
過
き
候
か
な
れ
ど
も
、「
王
言
は
玉
の
如
し
」
は
只
簡
短
に
在
り
と
存
じ
奉
り
候
。

猶
高
教
を
仰
ぎ
奉
候
て
、
更
に
再
稿
仕
る
べ
く
候
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

頓
首

㋺
謹
み
て
啓
き
奉
り
候
。
教
育
勅
語
の
件
に
付
、
猶
再
応
熟
考
仕
り
候
処
、
到
底
然
る
べ
か
ら
ざ
る
事
と
確
信
し
存
じ
奉
り
候
。
其
の
故
は
、

一
、 

政
事
上
の
勅
令
・
勅
語
は
、
責
任
大
臣
之
補
弼
に
成
れ
る
事
、
憲
法
上
の
公
明
正
大
な
る
主
義
な
り
と
雖
も
、
若も

し
社
会
上
の
勅
語

0

0

0

0

0

0

な
ら
ば
、
大
臣
の

責
任
の
件
と
同
じ
か
ら
ず
。
然
る
に
、
若
し
真
誠
の
叡
旨
に
出
で
ず
し
て
、
他
の
学
理
的
の
議
論
を
代
表
し
た
る
の
意
味
あ
り
て
、
十
目
の
視
る
所
、

内
閣
大
臣
の
意
見
、
又
は
何
某
の
勧
告
に
出
で
た
り
、
即
ち
入
れ
智
恵
な
り
と
の
感
触
あ
ら
し
め
ば
、
誰
れ
か
中
心
に
悦
服
佩は

い
た
い戴
す
る
も
の
あ
ら
ん
か
。

二
、 

道
の
本
原
を
論
ず
る
は
二
種
あ
り
て
、
一
は
天
神
の
宣
命
な
り
と
し
﹇
耶や

そ蘇
教
﹈、
他
の
一
は
人
の
性
情
は
天
徳
と
同
体
な
り
と
す
﹇
仏
説
並
び
に
易

理
・
宋
儒
﹈。
而
し
て
此
の
両
説
共
に
、
近
世
哲
学
の
多
く
は
擯
斥
す
る
所
た
り
。
即
ち
ダ
ル
ウ
イ
ン
派
の
運
命
説
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
不
可
識
説
、
オ
ー

グ
ス
ト
・
コ
ン
ト
派
の
物
証
説
は
、
天
神
の
存
在
を
信
せ
ず
。
又
は
多
く
の
政
事
学
者
は
性
悪
の
説
を
唱
ふ
。
グ
ナ
イ
ス
ト
氏
の
如
き
、
亦
是
な
り
。

此
の
如
く
無
形
上
の
一
戦
場
と
も
い
ふ
べ
き
百
家
競
馳
の
時
に
於
て
、
一
の
哲
理
の
旗
頭
と
な
り
て
世
の
異
説
雑
流
を
駆
除
す
る
の
器
械
の
為
に
、
至

尊
の
勅
語
を
利
用
す
る
と
は
、
余
り
無
遠
慮
な
る
為
し
方
に
て
、
稍や

や
眼
識
あ
る
も
の
は
、
必
ず
当
時
教
育
主
務
大
臣
の
軽
率
に
出
で
た
り
、
と
し
て

弾
指
す
る
も
の
あ
ら
ん
。

三
、 「
善
福
禍
淫
」
と
は
、
古
文
尚
書
の
偽
作
に
出
た
る
文
字
な
る
事
は
、
清
朝
学
者
の
証
明
に
備
は
る
。
印
度
・
小
亜
細
亜
の
教
門
家
は
、
此
の
語
の
事
実

上
に
齟そ

ご齬
す
る
事
多
き
に
苦
し
み
、
未
来
裁
判
、
天
堂
地
獄
の
説
を
構
造
す
る
に
至
る
。
此
の
如
き
陳
腐
の
語
、
一
た
び
勅
語
の
中
に
顕
れ
な
ば
、
世

間
に
一
場
の
宗
門
の
争
端
を
啓ひ

ら

く
べ
し
。

四
、 

今
日
、
風
教
の
敗
れ
は
、
世
変
の
然
ら
し
む
る
と
、
上
流
社
会
の
習
弊
に
因
由
す
。
矯
正
の
道
は
、
只
政
事
家
の
率
先
に
在
る
の
み
。
決
し
て
空
言
に

在
ら
ざ
る
べ
し
。
空
言
の
極
み
、
至
尊
の
勅
語
を
以
て
最
終
手
段
と
す
る
に
至
り
て
は
、
天
下
後
世
、
必
ず
多
議
を
容
る
ゝ
者
あ
ら
ん
。

右
は
言
、
激
切
に
過
ぐ
と
い
へ
ど
も
、
一
美
事
の
中
に
一
大
失
計
を
包
含
す
る
事
、
或
は
睫
眉
の
塵
に
類
し
候
か
、
と
懸
念
の
余
り
忌
諱
を
顧
み
ず
録
呈
し

奉
り
候
。
猶
高
明
の
再
思
を
請
ふ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

頓
首
再
拝



「教育勅語」の成立と展開

87 （931）

資
料
８　
「
教
育
勅
語
」
の
㋑
初
稿
と
㋺
最
終
案　
　
　

明
治
二
十
三
年　

㋑
六
月
二
十
日　

㋺
十
月
二
十
日

㋑
朕
惟
ふ
に
、
我
が
皇
祖
皇
宗
、
國
を
肇
む
る
こ
と
久
遠
に
、
德
を
樹
つ
る
こ
と
深
厚
に
、
臣
民
、
亦
厥そ

の
祖
考
に
繼
ぎ
、
克
く
忠
に
克
く
孝
に
、
億
兆
心

を
一
に
し
て
、
以
て
國
の
光
を
爲
せ
る
は
、
此
れ
乃
ち
國
體
の
美
に
し
て
、
實
に
敎
育
の
本
源
な
り
。

爾
な
ん
じ

衆
庶
、
父
母
に
孝
に
、
兄
弟
に
友
に
、
夫
婦
相
和
し
、
親
族
相
睦
じ
く
し
、
隣
里
相
保
ち
て
相
侵
さ
ず
、
朋
友
相
厚
く
し
て
相
欺
か
ず
。
虚
僞
を
去
り
勤

儉
を
主
と
し
、
自
ら
愛
し
て
他
に
及
ぼ
し
、
己
れ
が
欲
せ
ざ
る
所
は
以
て
人
に
施
さ
ず
。
子
弟
各
ゝ
其
の
業
を
習
ひ
、
知
能
を
啓
發
し
、
以
て
其
の
器
を
成

し
、
小
に
し
て
は
、
生
計
を
治
め
身
家
を
利
し
、
大
に
し
て
は
、
公
益
を
廣
め
世
用
を
助
け
、
若
し
夫
れ
國
に
在
り
て
は
、
國
憲
を
重
ん
じ
國
法
に
遵
ひ
、

一
朝
事
あ
れ
ば
義
勇
公
に
奉
じ
、
山
海
八
道
、
實
に
祖
宗
の
舊
物
に
し
て
、
卽
ち
臣
民
の
郷
土
、
惟こ

れ
守
り
惟
れ
固
く
し
、
以
て
天
壤
無
窮
の
皇
道
を
翼
戴

す
。
此
の
如
き
は
、
卽
ち
朕
が
善
良
の
臣
民
な
る
の
み
な
ら
ず
、
又
國
家
興
運
の
元
素
た
る
べ
し
。

斯
の
道
は
、
實
に
祖
宗
の
遺
訓
に
し
て
、
子
孫
臣
民
の
倶と
も

に
守
る
べ
き
所
、
古
今
の
異
同
と
風
氣
の
變
遷
と
を
問
は
ず
、
以
て
上
下
に
傳
へ
て
謬
あ
や
ま

ら
ず
、
以

て
中
外
に
施
し
て
悖も
と

ら
ざ
る
べ
し
。
朕
、
爾
衆
庶
と
倶
に
、
遵
由
し
て
失
は
ざ
ら
む
こ
と
を
庶
幾
ふ
。

㋺
勅
語
案

朕
惟
ふ
に
、
我
が
皇
祖
皇
宗
、
國
を
肇
む
る
こ
と
宏
遠
に
、
德
を
樹
つ
る
こ
と
深
厚
な
り
。
我
が
臣
民
﹇
此
の
處
、
舊
文
、
亦
の
字
あ
り
。
今
之
を
削
除

す
。﹈
克
く
忠
に
克
く
孝
に
、
億
兆
心
を
一
に
し
て
世
々
厥そ

の
美
を
濟
せ
る
は
、
此
れ
我
が
國
軆
の
精9

華9

﹇
舊
文
、
元
素
に
作
る
。
修
正
を
好
し
と
す
﹈
に
し

て
、
敎
育
の
淵
源
9

9

﹇
舊
文
、
本
源
に
作
る
。
修
正
を
好
し
と
す
﹈
亦
實
に
此
に
存
す
﹇
此
に
亦
の
字
を
用
ゐ
て
、
實
に
存
す
と
修
正
す
る
を
好
し
と
す
﹈。

爾
臣
民
﹇
此
處
、
舊
文
、
祖
先
に
繼
述
し
の
句
あ
り
。
今
之
を
削
り
、
後
段
祖
先
の
遺
風
の
句
を
入
る
を
好
し
と
す
﹈、
父
母
に
孝
に
、
兄
弟
に
友
に
、
夫
婦

相
和
し
、
朋
友
相
信
じ
、
恭
儉
己
れ
を
持
し
、
博
愛
衆
に
及
ぼ
し
﹇
此
處
、
舊
文
、
率
性
の
二
字
あ
り
。
今
之
を
削
る
も
害
あ
る
に
非
ず
﹈、
學
を
修
め
﹇
此

處
、
舊
文
、
因
才
の
二
字
あ
り
。
今
之
を
削
る
も
害
あ
る
に
あ
ら
ず
﹈、
業
を
習
ひ
、
以
て
智
能
を
啓
發
し
、
德
器
を
成
就
し
、
進
で
公
益
を
廣
め
、
世
務
を

開
き
、
常
に
國
憲
を
重
じ
、
國
法
に
遵
ひ
﹇
此
の
常
に
以
下
の
二
句
、
舊
文
、
之
を
省
け
り
。
今
之
を
加
ふ
る
は
、
方
今
學
理
局
の
論
を
以
て
或
は
憲
法
を

非
議
す
る
こ
と
あ
り
。
故
に
敎
育
上
、
此
の
二
句
を
加
へ
て
要
旨
を
示
す
﹈、
一
旦
緩
急
あ
れ
ば
義
勇
公
に
奉
じ
﹇
此
句
、
舊
文
、
緩
急
事
あ
れ
ば
躬
を
以
て

國
に
殉
じ
に
作
り
、
修
正
文
と
意
義
些
異
な
し
と
雖
も
、
意
味
や
ゝ
勝
れ
る
に
似
た
り
﹈、
以
て
天
壤
無
窮
の
皇
運
を
扶
翼
す
べ
し
。
是
の
如
き
は
、
獨
り
朕
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が
忠
良
の
臣
民
た
る
の
み
な
ら
ず
、
又
以
て
爾
祖
先
の
遺
風
を
顯
彰
す
る
に
足
ら
ん
﹇
此
句
、
舊
文
、
國
の
耿
光
を
宣
揚
す
る
に
足
れ
り
に
作
る
。
今
之
を

修
正
し
て
祖
先
の
遺
風
を
顯
彰
す
る
に
作
る
は
、
前
の
忠
孝
に
照
應
し
て
最
好
し
﹈

斯
の
道
は
、
實
に
我
が
皇
祖
皇
宗
の
遺
訓
に
し
て
、
子
孫
臣
民
の
倶
に
遵
守
す
べ
き
所
﹇
此
處
、
舊
文
に
、
凡
そ
古
今
の
異
同
と
風
氣
の
變
遷
と
を
問
は
ず

の
句
を
削
り
、
古
今
の
二
字
を
後
に
用
ゐ
る
は
、
簡
と
な
り
て
最
好
し
と
す
﹈、
之
を
古
今
に
通
し
て
謬
ら
ず
、
之
を
中
外
に
施
し
て
悖
ら
ず
﹇
舊
文
、
悖
ら

さ
る
べ
し
に
作
り
、
修
正
文
亦
同
し
。
今
永
孚
之
を
悖
ら
ず
に
更
に
修
正
す
る
は
、
悖
ら
ざ
る
べ
し
と
云
は
、
文
意
弛
寛
に
し
て
勅
諭
文
に
確
な
ら
ず
。
且

つ
べ
し
の
字
、
漢
文
に
譯
し
て
用
ゆ
べ
か
ら
す
。
故
に
中
庸
の
原
文
に
據
り
不
レ
悖
ら
の
字
を
用
ゐ
、
直
に
下
文
の
朕
爾
臣
民
と
に
接
し
、
文
氣
益
々
勁
敏
な

る
を
覺
ゆ
﹈。
朕
、
爾
臣
民
と
倶
に
拳
々
服
膺
し
て
、
咸
其
德
を
一
に
せ
ん
こ
と
を
庶
幾
ふ
﹇
舊
文
、
終
始
惟
れ
一
な
ら
ん
に
作
る
。
今
之
を
修
正
す
る
は
、

其
意
義
差
違
な
し
と
雖
ど
も
、
咸
一
二
其
德
一
に
作
り
、
最
も
信
切
確
實
、
全
文
凜
乎
た
る
を
覺
ふ
﹈。

※
元
田
永
孚
「
教
育
大
旨
」
六
次
草
案
（
未
提
出
）

我
が
皇
祖
皇
宗
、
国
を
肇
め
民
を
育
し
、
厥
の
徳
宏
遠
、
天
壌
窮
り
無
し
。
我
が
臣
民
の
祖
先
、
克
く
忠
に
克
く
敬
し
、
万
世
易
ら
ず
。
是
れ
我
が
国
体
に

し
て
、
人
道
の
基
礎
、
教
育
の
本
原
な
り
。
君
は
臣
民
を
愛
し
て
、
腹
心
股
肱
と
な
し
、
臣
民
は
君
を
敬
し
て
、
元
首
父
母
と
な
す
。
父
慈
に
、
子
孝
に
、

兄
友
に
、
弟
恭
に
、
夫
婦
和
順
、
朋
友
相
信
ず
。
之
を
合
せ
て
五
倫
の
道
と
す
。
こ
の
五
倫
を
本
と
し
て
、
推
て
他
に
及
ぼ
し
、
己
が
欲
せ
ざ
る
所
は
以
て

人
に
施
す
こ
と
無
く
、
親
族
和
睦
じ
く
、
御
隣
相
助
け
、
国
人
相
保
ち
、
以
て
億
兆
を
協
和
す
る
は
、
我
が
国
の
大
道
に
し
て
、
汝
臣
民
の
共
に
由
る
所
な

り
。
此
の
大
道
に
由
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
智
を
開
き
、
仁
を
体
し
、
勇
を
養
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
智
は
万
物
の
現
を
究
め
て
、
普
に
明
ら
か
に
義
に
精
し
く
、

進
ん
で
息
き
ざ
る
に
あ
り
。
仁
は
国
家
万
物
を
愛
し
て
、
公
儀
私
無
く
、
力
行
倦
ま
ざ
る
に
あ
り
。
勇
は
仰
い
で
天
に
愧
ぢ
ず
俯
し
て
人
に
怍
ぢ
ず
、
剛
呆

決
断
、
敢
為
撓
ま
ざ
る
に
あ
り
。
此
の
三
つ
を
以
て
人
の
大
徳
と
し
、
人
性
の
固
有
に
し
て
、
我
が
国
の
善
風
美
俗
を
為
す
所
以
な
り
。

斯
の
道
、
斯
の
徳
は
、
則
ち
祖
宗
の
遺
訓
、
我
が
国
臣
民
を
教
育
す
る
の
原
理
に
し
て
、
各
国
立
教
の
異
同
と
風
気
の
変
遷
と
を
問
は
ず
、
以
て
古
今
に
照

し
て
謬
ら
ず
、
以
て
中
外
に
施
し
て
悖
ら
ず
。
汝
臣
民
と
共
に
永
久
に
率
由
し
て
失
は
ざ
ら
ん
こ
と
を
庶
幾
ふ
。
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文
部
大
臣
芳
川
顕
正
の
㋑
訓
示
と
㋺
文
部
省
省
令
『
小
学
校
教
則
大
綱
』

㋑
文
部
大
臣
訓
示　
　
　

明
治
二
十
三
年
十
月
三
十
一
日

謹
み
て
惟
ふ
に
、
我
が
天
皇
陛
下
、
深
く
臣
民
の
教
育
に
軫
念
し
た
ま
ひ
、
玆
に
忝
く　

勅
語
を
下
し
た
ま
ふ
。
顕
正
、
職
を
文
部
に
奉
じ
、
躬
ら
重
任
を

荷
ひ
、
日
夕
省
思
し
て
嚮
ふ
所
を
愆
あ
や
ま

ら
ん
こ
と
を
恐
る
。
今　

勅
語
を
奉
承
し
て
、
感
奮
措お

く
能
は
ず
。
謹
み
て　

勅
語
の
謄
本
を
作
り
、
普
く
之
を
全
国

の
学
校
に
頒
つ
。
凡
そ
教
育
の
職
に
在
る
者
、
須
く
常
に
聖
意
を
奉
体
し
、
研
磨
薫
陶
の
務
を
怠
ら
ざ
る
べ
く
、
殊
に
学
校
の
式
日
及
び
其
の
他
便
宜
日
時

を
定
め
、
生
徒
を
会
集
し
て
、
勅
語
を
奉
読
し
、
且
つ
意
を
加
へ
て
諄
々
誨
告
し
、
生
徒
を
し
て
夙
夜
に
佩
服
す
る
所
あ
ら
し
む
べ
し
。

㋺
文
部
省
「
小
学
校
教
則
大
綱
」　　
　

明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
十
一
月

第
一
条　

小
学
校
に
於
て
は
、
小
学
校
令
第
一
条
の
旨
趣
を
遵
守
し
て
、
児
童
を
教
育
す
べ
し
。

　

 

徳
性
の
涵
養
は
、
教
育
上
最
も
意
を
用
ふ
べ
き
な
り
。
故
に
何
れ
の
教
科
目
に
於
て
も
、
道
徳
教
育
・
国
民
教
育
に
関
連
す
る
事
項
は
、
殊
に
留
意
し

て
教
授
せ
ん
こ
と
を
要
す
。（
中
略
）

第
二
条　

 

修
身
は
、「
教
育
に
関
す
る
勅
語
」
の
旨
趣
に
基
づ
き
、
児
童
の
良
心
を
啓
培
し
て
、
其
の
徳
性
を
涵
養
し
、
人
道
実
践
の
方
法
を
授
く
る
を
以

て
本
旨
と
す
。

　

 

尋
常
小
学
校
に
於
て
は
、
孝
悌
・
友
愛
・
仁
慈
・
信
実
・
礼
敬
・
義
勇
・
恭
倹
等
、
実
践
の
方
法
を
授
け
、
殊
に
尊
王
愛
国
の
志
気
を
養
は
ん
こ
と
を

努
め
、
又
国
家
に
対
す
る
責
務
の
大
要
を
指
示
し
、
兼
ね
て
社
会
の
制
裁
、
廉
耻
の
重
ん
ず
べ
き
こ
と
を
知
ら
し
め
、
児
童
を
誘
き
て
風
俗
品
位
の
純

正
に
趨
か
ん
こ
と
に
注
意
す
べ
し
。

　

高
等
小
学
校
に
於
て
は
、
前
項
の
旨
趣
を
拡
め
て
、
陶
冶
の
巧
を
堅
固
な
ら
し
め
ん
こ
と
に
努
む
べ
し
。

　

女
児
に
在
り
て
は
、
殊
に
貞
淑
の
美
徳
を
養
は
ん
こ
と
に
注
意
す
べ
し
。

 

修
身
を
授
く
る
に
は
、
近
易
の
俚
諺
及
び
嘉
言
善
行
等
を
例
証
し
て
、
勧
戒
を
示
し
、
教
員
自
ら
児
童
の
模
範
と
な
り
、
児
童
を
し
て
浸
潤
薫
染
せ
し
め

ん
こ
と
を
要
す
。（
後
略
）
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井
上
哲
次
郎
「
勅
語
衍
義
叙
」　　
　

明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
七
月
二
十
五
日

（
前
略
）
敎
育
に
関
し
、
我
が
至
仁
至
慈
な
る
天
皇
陛
下
、
軫
念
せ
ら
る
ゝ
所
あ
り
て
、
勅
語
を
下
だ
し
給
ふ
。
文
部
大
臣
、
承
け
て
之
れ
を
全
国
の
学
校

に
頒
ち
、
以
て
学
生
生
徒
に
矜
式
す
る
所
を
知
ら
し
む
。
余
謹
ん
で
之
れ
を
棒
読
す
る
に
、
孝
悌
忠
信
の
德
行
を
修
め
、
共
同
愛
国
の
義
心
を
培
養
せ
ざ
る

べ
か
ら
ざ
る
所
以
を
懇
々
諭
示
せ
ら
れ
給
ふ
。
其
衆
庶
に
裨
益
あ
る
こ
と
極
め
て
広
大
に
し
て
、
民
心
を
結
合
す
る
に
於
て
最
も
適
切
な
り
。
我
が
邦
人
は
、

今
日
よ
り
以
往
、
永
く
之
れ
を
以
て
国
民
的
敎
育
の
基
礎
と
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

　

今
、
世
界
列
國
の
情
狀
を
大
觀
す
れ
ば
、（
中
略
）
各
国
呑
噬
を
恣
に
す
る
の
秋
な
れ
ば
、
四
方
皆
敵
な
り
と
思
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
居
恆
に
務
め
て
列
国

と
親
和
の
交
際
を
な
さ
ゞ
る
べ
か
ら
ず
と
雖
も
、
一
旦
外
虜
の
我
が
隙
を
窺
ふ
こ
と
あ
る
に
当
り
て
は
、
賴
む
べ
き
も
の
、
外
に
あ
る
な
し
。
唯
、
我
が
四

千
萬
の
同
胞
あ
る
の
み
。
然
れ
ば
苟
も
我
が
邦
人
た
る
も
の
、
国
家
の
爲
め
に
は
一
命
を
塵
芥
の
如
く
軽
ん
じ
、
奮
進
勇
往
、
以
て
之
れ
を
棄
つ
る
の
公
義

心
な
か
る
べ
か
ら
ず
。（
中
略
）
蓋
し
勅
語
の
主
意
は
、
孝
悌
忠
信
の
德
行
を
修
め
て
、
国
家
の
基
礎
を
固
く
し
、
共
同
愛
国
の
義
心
を
培
養
し
て
、
不
虞
の

変
に
備
ふ
る
に
あ
り
。
我
が
邦
人
た
る
も
の
、
尽
こ
と
ご
と

く
此
れ
に
由
り
て
身
を
立
つ
る
に
至
ら
ば
、
民
心
の
結
合
、
豈
に
期
し
難
か
ら
ん
や
。（
中
略
）

　

古
來
、
和
漢
の
學
者
は
、
孝
悌
忠
信
の
行
は
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
旣
定
的
に
說
話
せ
り
。
余
は
今
、
孝
悌
忠
信
が
何
故
德
義
の
大
な
る
も
の
な
る
か

を
證
明
せ
り
。（
中
略
）
共
同
愛
国
の
要
は
、
東
洋
固
よ
り
之
れ
あ
り
と
雖
も
、
古
來
之
れ
を
說
明
す
る
も
の
殆
ん
ど
稀
な
り
。
故
に
余
は
今
共
同
愛
国
も
孝

悌
忠
信
と
同
じ
く
德
義
の
大
な
る
も
の
た
る
こ
と
を
說
明
せ
り
。（
中
略
）

　

抑　

德
義
の
精
神
は
、
古
今
同
一
に
し
て
、
少
し
も
変
更
す
る
こ
と
な
き
も
、
其
之
れ
を
実
際
施
行
す
る
の
情
状
は
、
時
世
に
隨
ひ
て
変
更
せ
ざ
る
を
得

ず
。
此
れ
読
者
の
尤
も
省
察
を
加
ふ
べ
き
所
と
す
。（
中
略
）

　

今
や
幸
に
勅
語
の
下
だ
る
あ
り
。
我
が
邦
人
、
之
れ
に
由
り
て
子
弟
を
敎
ふ
る
に
、
孝
悌
忠
信
、
及
び
共
同
愛
国
の
主
義
を
以
て
せ
ば
、
日
本
国
民
は
数

十
年
を
出
で
ず
し
て
、
大
に
面
目
を
改
む
る
も
の
あ
ら
ん
。
維
新
よ
り
今
日
に
至
る
ま
で
、
主
と
し
て
形
体
上
の
改
良
を
成
し
た
り
。
今
よ
り
以
後
、
形
体

上
の
改
良
と
共
に
、
精
神
上
の
改
良
を
成
す
こ
と
期
し
て
待
つ
べ
し
。
若
し
世
の
子
弟
た
る
も
の
、
こ
と
ご
と
く
国
民
的
敎
育
を
受
け
て
生
長
せ
ば
、
我
邦

に
於
て
後
來
自
か
ら
一
国
の
結
合
を
な
さ
ん
こ
と
疑
を
容
る
べ
か
ら
ず
。（
後
略
）
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資料 11　文部省㋑「英訳教育勅語」と㋺由来書

㋑ THE IMPERIAL RESCRIPT ON EDUCATION

　　Know ye, Our subjects: Our Imperial Ancestors have founded Our Empire on a 

basis broad and everlasting and have deeply and firmly implanted virtue; Our subjects 

ever united in loyalty and filial piety have from generation to generation illustrated the 

beauty thereof. This is the glory of the fundamental character of Our Empire, and herein 

also lies the source of Our education. Ye, Our subjects, be filial to your parents, 

affectionate to your brothers and sisters; as husbands and wives be harmonious, as 

friends true; bear yourselves in modesty and moderation; extend your benevolence to 

all; pursue learning and cultivate arts, and thereby develop intellectual faculties and 

perfect moral powers; furthermore advance public good and promote common interests; 

always respect the Constitution and observe the laws; should emergency arise, offer 

yourselves courageously to the State; and thus guard and maintain the prosperity of Our 

Imperial Throne coeval with heaven and earth. So shall ye not only be Our good and 

faithful subjects, but render illustrious the best traditions of your forefathers.

　　The Way here set forth is indeed the teaching bequeathed by Our Imperial 

Ancestors, to be observed alike by Their Descendants and the subjects, infallible for all 

ages and true in all places. It is Our wish to lay it to heart in all reverence, in common 

with you, Our subjects, that we may all thus attain to the same virtue.

　　　　The 30th day of the 10th month of the 23rd year of Meiji.

　　　　(Imperial Sign Manual. Imperial Seal.)

㋺ A NOTE ON THE ENGLISH TRANSLATION.

　At the early dawn of our new era, His Majesty the Emperor was pleased to proclaim 

the need of seeking knowledge in all quarters of the globe. In obedience to this 

proclamation the Government took necessary measures to improve social and political 

systems and institutions after the most enlightened models, and the work of education 

received the greatest share of attention. In the fifth year of Meiji (1872), a comorehen-

sive law relating to the system of education was issued, which had chiefly in view the 

introduction and cultivation of modern sciences. The educational institutions of the 

European nations had been carefully investigated and the curricula of our elementary, 

middle, and normal schools were formed so as to benefit by the valuable additions of 

those studies which had helped these nations to build up their civilization. Our educationl 

has had no connection with religion since olden times, and the new system is also 

entirely free from any sacerdotal influence. Secular morality has always been taught in 

the schools and forms the distinctive feature of our system.
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　As a result of foreign intercourse a phenomenal progresss of new theories, ideas, 

manners, and customs ensued. The radical advocates of the new regime were for giving 

up every thing native and for blindly following all things foreign, while their opponents 

obstinately clung to the old systems and turned a deaf ear to all suggestion of 

improvements. As regards the moral system of the nation, some would have it based on 

the principles of pure ethics, while others insisted on having Confucianism, Buddhism, or 

Christianity for its standard. Conflicting doctrines and wild views filled the atmosphere, 

and the people at large were at a loss which to follow. In such circumstances the morality 

taught in the schools had no fixed basis. The Educational Department at one time 

attempted to base it on the wise sayings and deeds of the ancients, but soon found them 

inadequate. Thoughtful men regretted this state of things and tried in vain to find a 

remedy. It was in this state of uncertainty that the following historical event took place at 

the Court.

　On the thirtieth of October, in the twenty-third year of Meiji (1890), His Majesty the 

Emperor summoned Count (now Prince) Aritomo Yamagata, the then Prime Minister 

and Mr. (now Count) Akimasa Yoshikawa, the then Minister of Education, and graciously 

delivered to them the Rescript on Education. The next day the Minister of Education 

caused a copy of it to be sent to every school in the empire with instructions to those 

who were engaged in the work of education, to bear constantly in mind the spirit of this 

Rescript in the discharge of their responsible duties. On ceremonial and other suitable 

occasions, they were instructed to read and expound it before the assembled pupils.

　Thus the people at last received a guidance which became a light for them to follow 

amid the chaos of theories and opinions, and all the schools in the empire found in it a 

uniform basis of moral teaching.

　Although several English versions of the Rescript exist, they have been found 

deficient for conveying the exact sense of the original, of which a complete literal version 

into any other language is indeed a matter of great difficulty. Towards the end of last year, 

the Educational Department seeing the possibility of improving the translation convoked 

a number of scholars to discuss the matter. The accompanying version is the result. The 

scholars thus assembled considered their work by no means perfect, as the difficulty of 

rendering into a foreign language all the shades of meaning found in the text is almost 

insurmountable; yet we feel confident that it is a great improvement on all previous 

versions. We now distribute copies for the benefit of those foreigners who may wish to 

know the principle of our moral education.

　　　　The Department of Education, Japan. / 40th year of Meiji (1907).
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国
定
教
科
書
「
尋
常
小
学
修
身
書
」
巻
六　
　
　

明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
四
月

明
治
天
皇
は
、
明
治
二
十
三
年
十
月
三
十
日
に
「
教
育
に
関
す
る
勅
語
」
を
下
し
賜
ひ
て
、
我
等
の
遵
守
す
べ
き
道
徳
の
大
綱
を
示
さ
せ
給
へ
り
。

勅
語
の
第
一
段
に
は
、「
朕
惟
ふ
に
、
我
が
皇
祖
皇
宗
、
国
を
肇
む
る
こ
と
宏
遠
に
、
徳
を
樹
つ
る
こ
と
深
厚
な
り
。
我
が
臣
民
、
克
く
忠
に
克
く
孝
に
、

億
兆
心
を
一
に
し
て
世
々
厥
の
美
を
済
せ
る
は
、
此
れ
我
が
国
体
の
精
華
に
し
て
、
教
育
の
淵
源
亦
実
に
此
に
存
す
。」
と
宣
の
た
ま
へ
り
。

我
が
国
は
、
創
建
極
め
て
旧
く
、
万
世
一
系
の
天
皇
の
治
め
給
ふ
所
な
り
。
皇
祖
皇
宗
の
我
が
国
を
開
き
給
ふ
や
、
其
の
規
模
広
大
に
し
て
、
永
遠
に
亙

り
て
動
く
こ
と
な
か
ら
し
め
給
へ
り
。
又
、
皇
祖
皇
宗
は
、
身
を
正
し
う
し
道
を
行
ひ
、
民
を
愛
し
教
へ
を
垂
れ
、
以
て
範
を
万
世
に
遺
さ
せ
給
へ
り
。
而

し
て
、
臣
民
は
、
君
に
忠
を
致
し
、
父
母
に
孝
を
尽
す
こ
と
を
念
と
せ
ざ
る
も
の
な
く
、
数
多
き
臣
民
、
皆
心
を
協あ
わ

せ
て
常
に
忠
孝
美
風
を
完
う
せ
り
。

以
上
は
、
我
が
国
体
の
純
且か
つ

美
な
る
所
な
り
。
而
し
て
我
が
国
教
育
の
基
づ
く
所
も
、
亦
実
に
此
に
あ
る
な
り
。

勅
語
の
第
二
段
に
、「
爾
臣
民
、
父
母
に
孝
に
、
兄
弟
に
友
に
、
夫
婦
相
和
し
、
朋
友
相
信
じ
、
恭
倹
己
れ
を
持
し
、
博
愛
衆
に
及
ぼ
し
、
学
を
修
め
業
を

習
ひ
、
以
て
智
能
を
啓
発
し
徳
器
を
成
就
し
、
進
で
公
益
を
広
め
世
務
を
開
き
、
常
に
国
憲
を
重
じ
国
法
に
遵
ひ
、
一
旦
緩
急
あ
れ
ば
、
義
勇
公
に
奉
じ
、

以
て
天
壌
無
窮
の
皇
運
を
扶
翼
す
べ
し
。
是
の
如
き
は
独
り
朕
が
忠
良
の
臣
民
た
る
の
み
な
ら
ず
、
又
以
て
爾
祖
先
の
遺
風
を
顕
彰
す
る
に
足
ら
ん
。」
と
宣

へ
り
。（
中
略
）
我
等
臣
民
た
る
も
の
は
、
父
母
に
孝
行
を
尽
し
、
兄
弟
姉
妹
の
間
は
友
愛
を
旨
と
し
、
夫
婦
は
互
ひ
に
其
の
分
を
守
り
て
相
和
し
相
助
く
べ

し
。
朋
友
に
は
信
義
を
以
て
交
は
り
、
他
の
人
に
対
し
て
は
身
を
慎
み
無
礼
の
挙
動
を
な
さ
ず
、
又
常
に
己
を
検
束
し
て
恣
ほ
し
い
ま
ま
に
せ
ず
、
博
く
衆
人
に
慈
愛

を
及
す
べ
し
。
我
等
は
、
学
問
を
修
め
業
務
を
習
ひ
て
知
識
才
能
を
進
め
、
徳
あ
る
有
為
の
人
と
な
り
、
進
ん
で
智
徳
を
活
用
し
て
公
衆
の
利
益
を
広
め
、

世
上
有
用
の
業
務
を
興
す
べ
し
。
又
、
国
の
根
本
法
則
た
る
皇
室
典
範
及
び
大
日
本
帝
国
憲
法
を
尊
重
し
、
其
の
他
諸
々
の
法
律
・
命
令
を
遵
奉
し
、
若
し

国
家
に
事
変
の
起
る
が
如
き
こ
と
あ
ら
ば
、
勇
気
を
奮ふ
る

ひ
一
身
を
捧
げ
て
、
皇
室
・
国
家
の
為
に
尽
す
べ
し
。
か
く
し
て
天
地
と
共
に
窮
き
わ
ま
り
な
き
皇
位
の
御

盛
運
を
助
け
奉
る
べ
き
な
り
。（
中
略
）

勅
語
の
第
三
段
に
は
、「
斯
の
道
は
、
実
に
我
が
皇
祖
皇
宗
の
遺
訓
に
し
て
、
子
孫
臣
民
の
倶
に
遵
守
す
べ
き
所
、
之
を
古
今
に
通
し
て
謬
ら
ず
、
之
を
中

外
に
施
し
て
悖
ら
ず
。
朕
、
爾
臣
民
と
倶
に
、
拳
々
服
膺
し
て
咸
其
の
徳
を
一
に
せ
ん
こ
と
を
庶
幾
ふ
。」
と
宣
へ
り
。

第
二
段
に
示
さ
れ
た
る
道
は
、
明
治
天
皇
が
新
た
に
設
け
さ
せ
給
ひ
し
に
は
あ
ら
ず
し
て
、
実
に
皇
祖
皇
宗
の
遺
さ
せ
給
へ
る
御
教
訓
な
り
。
さ
れ
ば
天
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皇
は
、
斯
の
道
は
皇
祖
皇
宗
の
御
子
孫
も
一
般
臣
民
も
、
倶
に
遵
奉
す
べ
き
も
の
ぞ
と
宣
ひ
、
つ
ひ
で
斯
の
道
は
古
も
今
も
変
る
こ
と
な
く
、
又
国
の
内
外

を
問
は
ず
、
い
づ
く
に
も
よ
く
行
は
れ
得
る
な
り
と
宣
ひ
、
最
後
に
天
皇
は
、
御
躬み

づ
か
ら
我
等
臣
民
と
共
に
此
の
御
遺
訓
を
遵
奉
し
、
之
を
実
践
躬
行
し

給
ひ
て
、
皆
其
の
徳
を
同
じ
く
せ
ん
こ
と
を
望
ま
せ
給
へ
る
な
り
。（
下
略
）
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東
宮
御
学
問
所
御
用
掛　

杉
浦
重
剛
「
倫
理
御
進
講
の
趣
旨
」　　
　

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
五
月

（
前
略
）
顧
ふ
に
、
倫
理
の
教
科
た
る
、
唯
口
に
之
を
説
く
の
み
に
し
て
足
れ
り
と
す
べ
か
ら
ず
。
必
ず
や
実
踐
躬
行
、
身
を
以
て
之
を
證
す
る
に
あ
ら
ざ

れ
ば
、
其
の
效
果
を
收
む
る
こ
と
難
し
。
故
に
学
德
共
に
一
世
に
超
越
し
た
る
の
士
に
し
て
始
め
て
之
を
能
く
す
べ
し
。
小
官
の
淺
學
菲
德
な
る
、
果
し
て

能
く
是
の
重
任
に
堪
へ
得
る
や
否
や
。
夙
夜
恐
懼
し
て
措
く
能
は
ざ
る
所
な
り
。
然
れ
ど
も
、
一
旦
拜
命
し
た
る
以
上
は
、
唯
心
身
を
捧
げ
て
赤
誠
を
致
さ

ん
こ
と
を
期
す
る
の
他
な
し
。
今
、
進
講
に
就
き
て
大
体
の
方
針
を
定
め
、
左
に
之
を
陳
述
せ
ん
と
す
。

　

一
、
三
種
の
神
器
に
則
り
皇
道
を
体
し
給
ふ
べ
き
こ
と
。（
説
明
省
略
）

　

一
、
五
條
の
御
誓
文
を
以
て
將
來
の
標
準
と
爲
し
給
ふ
べ
き
こ
と
。（
説
明
省
略
）

　

一
、
教
育
勅
語
の
御
趣
旨
の
貫
徹
を
期
し
給
ふ
べ
き
こ
と
。

第
三
、
明
治
初
年
よ
り
我
国
は
盛
ん
に
西
洋
の
文
物
を
輸
入
し
て
、
事
事
物
物
、
皆
彼
を
学
び
た
る
が
爲
め
、
国
民
思
想
混
乱
し
道
德
の
帰
趣
を
知
ら
ざ
る

の
樣
と
な
れ
り
。
明
治
天
皇
、
深
く
之
を
憂
慮
し
給
ひ
、
明
治
二
十
三
年
十
月
三
十
日
を
以
て
教
育
勅
語
を
下
し
給
は
り
ぬ
。
是
れ
卽
ち
我
が
国
民
に
道

德
の
大
本
を
示
さ
れ
た
る
も
の
に
し
て
、
爾
來
臣
民
德
教
の
標
準
と
な
れ
り
。
惟
み
る
に
、
教
育
勅
語
は
独
り
臣
民
に
下
し
給
は
り
た
る
の
み
な
ら
ず
「
朕

爾
臣
民
と
倶
に
拳
拳
服
膺
し
て
咸
其
德
を
一
に
せ
ん
こ
と
を
庶
幾
ふ
」
と
仰
せ
ら
れ
た
る
に
よ
り
て
考
ふ
る
に
、
至
尊
も
亦
之
を
實
行
し
給
ふ
べ
き
こ
と

を
明
言
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
り
。
然
れ
ば
、
教
育
勅
語
は
上
下
を
通
じ
て
道
德
を
修
養
す
る
の
標
準
た
る
こ
と
、
明
ら
か
な
り
。
故
に
皇
儲
殿
下
が
將
來

我
が
國
政
を
統
べ
さ
せ
給
ふ
に
つ
い
て
は
、
先
づ
國
民
の
道
德
を
健
全
に
發
達
せ
し
め
て
、
以
て
勅
語
の
趣
旨
を
貫
徹
せ
ん
こ
と
を
期
せ
ら
る
る
と
共
に
、

御
自
ら
も
之
を
体
し
て
実
踐
せ
ら
る
べ
き
も
の
と
信
ず
。（
後
略
）
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衆
議
院
・
参
議
院
の
教
育
勅
語
に
関
す
る
決
議　
　
　

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
六
月
十
九
日

㋑
教
育
勅
語
等
排
除
に
関
す
る
決
議
（
衆
議
院
）

　

民
主
平
和
国
家
と
し
て
、
世
界
史
的
建
設
途
上
に
あ
る
わ
が
国
の
現
実
は
、
そ
の
精
神
内
容
に
お
い
て
、
未
だ
決
定
的
な
民
主
化
を
確
認
す
る
を
得
な
い

の
は
遺
憾
で
あ
る
。
こ
れ
が
徹
底
に
最
も
緊
要
な
こ
と
は
、
教
育
基
本
法
に
則
り
、
教
育
の
革
新
と
振
興
と
を
は
か
る
こ
と
に
あ
る
。

　

し
か
る
に
、
既
に
過
去
の
文
書
と
な
っ
て
い
る
教
育
勅
語
並
び
に
陸
海
軍
軍
人
に
賜
り
た
る
勅
諭
、
そ
の
他
の
教
育
に
関
す
る
諸
詔
勅
が
、
今
日
も
な
お

国
民
道
徳
の
指
導
原
理
と
し
て
の
性
格
を
、
持
続
し
て
い
る
か
の
如
く
誤
解
さ
れ
る
の
は
、
従
来
の
行
政
上
の
措
置
が
不
十
分
で
あ
っ
た
が
た
め
で
あ
る
。

　

思
う
に
、
こ
れ
ら
の
詔
勅
の
根
本
理
念
が
、
主
権
在
君
並
び
に
神
話
的
国
体
観
に
基
い
て
い
る
事
実
は
、
明
か
に
基
本
的
人
権
を
損
い
、
且
つ
国
際
信
義

に
対
し
て
疑
点
を
残
す
も
と
と
な
る
。

　

よ
っ
て
、
憲
法
第
九
十
八
条
の
本
旨
に
従
い
、
こ
こ
に
衆
議
院
は
、
院
議
を
以
て
、
こ
れ
ら
の
詔
勅
を
排
除
し
、
そ
の
指
導
原
理
的
性
格
を
認
め
な
い
こ

と
を
宣
言
す
る
。
政
府
は
、
直
ち
に
こ
れ
ら
の
詔
勅
の
謄
本
を
回
収
し
、
排
除
の
措
置
を
完
了
す
べ
き
で
あ
る
。

　

右
決
議
す
る
。

㋺
教
育
勅
語
等
の
失
効
確
認
に
関
す
る
決
議
案
（
参
議
院
）

　

わ
れ
ら
は
、
さ
き
に
日
本
国
憲
法
の
人
類
普
遍
の
原
理
に
則
り
、
教
育
基
本
法
を
制
定
し
て
、
わ
が
国
家
及
び
わ
が
民
族
を
中
心
と
す
る
教
育
の
誤
り
を

徹
底
的
に
払
拭
し
、
真
理
と
平
和
と
を
希
求
す
る
人
間
を
、
育
成
す
る
民
主
主
義
的
教
育
理
念
を
お
ご
そ
か
に
宣
明
し
た
。

　

そ
の
結
果
と
し
て
、
教
育
勅
語
は

0

0

0

0

0

、
軍
人
に
賜
わ
り
た
る
勅
諭
、
戊
申
詔
書
、
青
少
年
学
徒
に
賜
わ
り
た
る
勅
語
、
そ
の
他
諸
詔
勅
と
と
も
に
、
既
に
廃

止
せ
ら
れ
、
そ
の
効
力
を
失
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
教
育
勅
語
等
が
、
あ
る
い
は
従
来
の
如
き
効
力
を
、
今
日
な
お
保
有
す
る
か
の
疑
い
を
懐
く
者
あ
る
を
お
も
ん
ぱ
か
り
、
わ
れ
ら
は
と
く
に
、

そ
れ
ら
が
既
に
効
力
を
失
っ
て
い
る
事
実
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
政
府
を
し
て
教
育
勅
語
そ
の
他
の
諸
詔
勅
の
謄
本
（
文
部
省
よ
り
頒
賜
さ
れ
た
複

製
）
を
も
れ
な
く
回
収
せ
し
め
る
。（
中
略
）

　

右
決
議
す
る
。
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前
文
部
大
臣
天
野
貞
祐
『
国
民
実
践
要
領
』　　
　

昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
十
一
月
十
四
日

　

わ
が
国
は
、
今
や
講
和
の
締
結
に
よ
っ
て
、
ふ
た
た
び
独
立
国
家
た
る
資
格
を
得
、
自
主
的
な
再
建
の
道
を
歩
み
始
む
べ
き
時
期
に
際
会
し
た
。
し
か
る

に
国
家
独
立
の
根
源
は
、
国
民
に
お
け
る
自
主
独
立
の
精
神
に
あ
り
、
そ
の
自
主
独
立
の
精
神
は
、
国
民
に
よ
っ
て
立
つ
べ
き
道
義
の
確
立
を
ま
っ
て
初
め

て
発
現
す
る
。
道
義
が
確
立
し
な
い
限
り
、
い
か
な
る
国
の
国
民
も
独
立
独
行
の
気
魄
を
欠
き
、
そ
の
国
家
は
必
ず
や
内
部
か
ら
壊
敗
し
衰
滅
す
る
運
命
を

も
つ
。

　

わ
れ
わ
れ
は
、
新
た
に
国
家
再
建
に
向
っ
て
出
発
せ
ん
と
す
る
に
あ
た
っ
て
、
建
設
へ
の
た
ゆ
ま
ざ
る
意
欲
を
奮
い
起
す
と
と
も
に
、
敗
戦
に
よ
る
精
神

の
虚
脱
と
道
義
の
頽
廃
と
を
克
服
し
、
心
を
合
わ
せ
て
道
義
の
確
立
に
努
め
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
道
義
を
確
立
す
る
根
本
は
、
ま
ず
わ
れ
わ
れ
の
ひ

と
り
び
と
り
が
、
自
己
の
自
主
独
立
で
あ
る
人
格
の
尊
厳
に
め
ざ
め
、
利
己
心
を
越
え
て
公
明
正
大
な
る
大
道
を
歩
み
、
か
く
し
て
内
に
自
ら
の
立
つ
と
こ

ろ
を
も
つ
人
間
と
な
る
こ
と
に
存
す
る
。
ま
た
他
の
人
格
の
尊
厳
を
た
っ
と
び
、
私
心
を
脱
し
て
互
い
に
敬
愛
し
、
か
く
し
て
深
い
和
の
精
神
に
貫
か
れ
た

家
庭
・
社
会
・
国
家
を
形
成
す
る
こ
と
に
存
す
る
。
自
主
独
立
の
精
神
と
和
の
精
神
と
は
、
道
義
の
精
神
の
両
面
で
あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
の
国
家
も
、
自
国
だ
け
の
利
害
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
公
明
正
大
な
る
精
神
に
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
国
家
は
、
他

の
何
も
の
に
も
依
存
し
な
い
独
立
の
精
神
と
気
魄
を
も
っ
て
、
新
し
い
建
設
の
道
を
進
み
、
世
界
の
文
化
に
寄
与
し
う
る
価
値
を
も
っ
た
独
自
の
文
化
の
形

成
に
向
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
同
時
に
、
他
の
諸
国
家
と
の
和
協
へ
の
道
を
開
き
、
世
界
の
平
和
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

わ
れ
わ
れ
の
ひ
と
り
び
と
り
も
、
わ
れ
わ
れ
の
国
家
も
、
と
も
に
か
か
る
無
私
公
明
の
精
神
に
生
き
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
が
国
家
の
た
め
に
つ
く
す
こ
と

は
、
世
界
人
類
の
た
め
に
つ
く
す
こ
と
と
な
り
、
ま
た
国
家
が
国
民
ひ
と
り
び
と
り
の
人
格
を
尊
重
し
、
自
由
に
し
て
健
全
な
生
育
を
遂
げ
し
め
る
こ
と
は
、

世
界
人
類
の
た
め
に
奉
仕
す
る
こ
と
と
な
る
。
無
私
公
明
の
精
神
の
み
が
、
個
人
と
国
家
と
世
界
人
類
と
を
一
筋
に
貫
通
し
、
そ
れ
ら
を
と
も
に
生
か
す
も

の
で
あ
る
。
そ
の
精
神
に
生
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
世
界
の
平
和
と
文
化
に
心
を
向
け
つ
つ
、
し
か
も
祖
国
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
わ
れ
わ
れ

の
国
家
も
、
犯
す
べ
か
ら
ざ
る
自
主
独
立
を
保
ち
つ
つ
、
し
か
も
独
善
に
陥
る
こ
と
な
く
、
俯
仰
天
地
に
愧
じ
な
い
生
活
に
い
そ
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
こ
に
道
義
の
根
本
が
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
心
を
一
つ
に
し
て
か
か
る
道
義
の
確
立
に
力
を
尽
さ
ん
こ
と
を
念
願
す
る
。
こ
の
実
践
要
領
を
提
示
す
る
主

旨
も
、
こ
こ
に
存
す
る
の
で
あ
る
。

（940）
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第
一
章　

個
人

（
１
）
人
格
の
尊
厳
／
人
の
人
た
る
ゆ
え
ん
は
、
自
由
な
る
人
格
た
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
自
己
の
人
格
の
尊
厳
を
自
覚
し
、
そ
れ
を
傷
つ
け
て

は
な
ら
な
い
。

　

わ
れ
わ
れ
は
自
己
の
人
格
と
同
様
に
他
人
の
人
格
を
た
っ
と
び
、
そ
の
尊
厳
と
自
由
と
を
傷
つ
け
て
は
な
ら
な
い
。
自
己
の
人
格
を
た
っ
と
ぶ
人
は

必
ず
他
人
の
人
格
を
た
っ
と
ぶ
人
で
あ
る
。

（
２
）
自
由
／
わ
れ
わ
れ
は
真
に
自
由
な
人
間
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
真
に
自
由
な
人
間
と
は
、
自
己
の
人
格
の
尊
厳
を
自
覚
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自

ら
決
断
し
自
ら
責
任
を
負
う
こ
と
の
で
き
る
人
間
で
あ
る
。（
中
略
）

（
３
）
責
任
／
真
に
自
由
な
人
は
責
任
を
重
ん
ず
る
人
で
あ
る
。
責
任
を
伴
わ
ぬ
自
由
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
自
己
の
言
う
と
こ
ろ
、
な
す
と
こ
ろ
に
つ
い

て
自
己
に
対
し
、
ま
た
他
人
に
対
し
ひ
と
し
く
責
任
を
も
つ
、
け
だ
し
わ
れ
わ
れ
は
自
己
と
他
人
の
人
格
を
尊
重
し
、
且
つ
完
成
せ
し
め
る
よ
う
に
、

つ
ね
に
努
め
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
無
責
任
な
人
は
他
人
に
迷
惑
を
及
ぼ
す
だ
け
で
な
く
自
己
の
人
格
を
も
そ
こ
な
う
人
で
あ
る
。

（
４
）
愛
／
わ
れ
わ
れ
は
あ
た
た
か
い
愛
の
心
を
失
っ
て
は
な
ら
な
い
。
愛
の
心
は
人
間
性
の
中
核
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
互
い
に
他
人
の
欠
点
を
も
ゆ
る

し
、
人
間
と
し
て
生
か
し
て
ゆ
く
の
は
、
愛
の
力
で
あ
る
。
大
き
な
愛
の
心
は
、
罪
を
憎
ん
で
人
を
憎
ま
な
い
。

（
５
）
良
心
／
わ
れ
わ
れ
は
つ
ね
に
良
心
の
声
に
き
き
、
自
ら
を
い
つ
わ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
た
と
え
そ
の
た
め
に
不
利
不
幸
を
招
く
と
も
、
あ
く
ま
で
真

実
を
守
る
正
直
な
人
は
、
世
の
光
、
地
の
塩
で
あ
る
。

（
６
）
正
義
／
わ
れ
わ
れ
は
あ
く
ま
で
も
不
正
不
義
を
退
け
、
正
義
に
つ
き
、
私
心
私
情
を
す
て
て
、
公
明
正
大
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
７
）
勇
気
／
わ
れ
わ
れ
は
正
し
い
こ
と
を
行
い
、
邪
悪
な
こ
と
を
克
服
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
妨
害
に
も
屈
し
な
い
勇
気
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
中
略
）

（
８
）
忍
耐
／
わ
れ
わ
れ
は
困
苦
の
間
に
あ
っ
て
も
、
あ
く
ま
で
道
義
を
操
守
す
る
忍
耐
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
中
略
）

（
９
）
節
度
／
身
体
と
精
神
と
が
健
全
に
形
成
さ
れ
、
人
間
が
全
人
格
的
に
調
和
あ
る
発
展
を
な
す
た
め
に
は
、
節
度
が
必
要
で
あ
る
。（
中
略
）

（
10
）
純
潔
／
わ
れ
わ
れ
は
清
ら
か
な
も
の
に
た
い
す
る
感
受
性
を
失
わ
ぬ
よ
う
心
が
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
清
ら
か
な
も
の
に
た
い
す
る
感
受
性
は
、
道
徳

生
活
の
源
で
あ
る
。
心
情
は
純
粋
に
、
行
為
は
清
廉
に
、
身
体
は
清
潔
に
保
ち
た
い
。

（
11
）
廉
恥
／
わ
れ
わ
れ
は
恥
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
恥
を
知
る
と
い
う
こ
と
は
、
不
純
で
汚
れ
た
も
の
を
い
と
う
こ
と
で
あ
る
。
恥
を
知
る
人
は
、

（941）
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偽
善
や
厚
顔
無
恥
に
お
ち
い
る
こ
と
な
く
慎
み
を
失
わ
な
い
。

（
12
）
謙
虚
／
わ
れ
わ
れ
は
他
人
に
た
い
し
て
は
謙
虚
な
気
持
で
接
し
、
傲
慢
に
陥
っ
て
は
な
ら
な
い
。
自
ら
の
い
た
ら
ぬ
こ
と
を
自
覚
し
、
他
人
の
短
所

に
対
し
て
は
寛
容
で
あ
り
、
他
人
の
長
所
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
人
間
相
互
の
交
わ
り
は
正
し
く
保
た
れ
る
。

（
13
）
思
慮
／
事
を
な
す
に
あ
た
っ
て
は
、
思
慮
の
深
さ
が
必
要
で
あ
る
。（
中
略
）

（
14
）
自
省
／
わ
れ
わ
れ
は
つ
ね
に
自
己
を
省
み
る
よ
う
に
努
め
ね
ば
な
ら
な
い
。（
中
略
）

（
15
）
知
恵
／
わ
れ
わ
れ
は
人
生
に
つ
い
て
深
く
豊
か
な
知
恵
を
養
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
中
略
）

（
16
）
敬
虔
／
わ
れ
わ
れ
の
人
格
と
人
間
性
は
、
永
遠
絶
対
な
も
の
に
対
す
る
敬
虔
な
宗
教
的
心
情
に
よ
っ
て
一
層
深
め
ら
れ
る
。
宗
教
心
を
通
じ
て
、
人

間
は
人
生
の
最
後
の
段
階
を
自
覚
し
、
ゆ
る
ぎ
な
き
安
心
を
与
え
ら
れ
る
。
人
格
の
自
由
も
人
間
相
互
の
愛
も
か
く
し
て
初
め
て
全
く
さ
れ
る
。
古
来

人
類
の
歴
史
に
お
い
て
人
の
人
た
る
道
が
明
ら
か
に
な
り
、
良
心
と
愛
の
精
神
が
保
た
れ
て
き
た
こ
と
は
神
を
愛
し
、
仏
に
帰
依
し
、
天
を
あ
が
め
た

人
達
な
ど
の
存
在
な
く
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。

第
二
章　

家

（
１
）
和
合
／
家
庭
は
人
生
の
自
然
に
根
ざ
し
た
生
命
関
係
で
あ
る
と
と
も
に
、
人
格
と
人
格
と
が
結
び
つ
い
た
人
倫
関
係
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
縦

の
軸
を
な
す
親
子
の
間
柄
に
お
い
て
も
、
横
の
軸
を
な
す
夫
婦
の
間
柄
に
お
い
て
も
、
自
然
の
愛
情
と
人
格
的
な
尊
敬
が
と
も
に
含
ま
れ
て
い
る
。

（
２
）
夫
婦
／
夫
と
妻
た
る
も
の
は
互
い
に
愛
に
よ
っ
て
一
体
と
な
り
、
貞
節
に
よ
っ
て
そ
の
愛
を
守
り
、
尊
敬
に
よ
っ
て
そ
の
愛
を
高
め
、
か
く
し
て
互

に
生
き
が
い
の
良
き
伴
侶
で
あ
り
た
い
。（
中
略
）

（
３
）
親
子
／
わ
れ
わ
れ
は
親
と
し
て
は
、
慈
愛
を
も
っ
て
子
に
対
し
、
り
っ
ぱ
な
人
格
と
な
る
よ
う
に
育
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
子
と
し
て
は
、

敬
愛
を
も
っ
て
親
に
対
し
孝
養
を
つ
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
中
略
）

（
４
）
兄
弟
姉
妹
／
兄
弟
姉
妹
は
相
む
つ
み
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
あ
る
人
間
に
な
る
よ
う
に
助
け
合
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。（
中
略
）

（
５
）
し
つ
け
／
家
庭
は
最
も
身
近
な
人
間
教
育
の
場
所
で
あ
る
。（
中
略
）

（
６
）
家
と
家
／
家
庭
は
自
家
の
利
害
の
み
を
事
と
せ
ず
、
社
会
へ
の
奉
仕
に
励
む
べ
き
で
あ
る
。
家
と
家
と
の
和
や
か
な
交
わ
り
は
、
社
会
の
美
し
い
つ

な
が
り
で
あ
る
。
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第
三
章　

社
会

（
１
）
公
徳
心
／
人
間
は
社
会
的
動
物
で
あ
る
。
人
間
は
社
会
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
生
存
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
社
会
生
活
を
さ
さ
え
る
力
と
な
る

も
の
は
、
公
徳
心
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
公
徳
心
を
養
い
、
互
に
助
け
合
っ
て
他
に
迷
惑
を
及
ぼ
さ
ず
、
社
会
の
規
律
を
重
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
２
）
相
互
扶
助
／
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
は
、
他
人
の
身
を
思
い
や
る
あ
た
た
か
い
親
切
な
心
を
本
と
す
る
。（
中
略
）

（
３
）
規
律
／
社
会
生
活
が
正
し
く
ま
た
楽
し
く
営
ま
れ
る
た
め
に
は
、
社
会
は
規
律
を
欠
く
こ
と
は
で
き
な
い
。（
中
略
）

（
４
）
た
し
な
み
と
礼
儀
／
社
会
生
活
の
品
位
は
、
各
自
が
礼
儀
を
守
り
、
た
し
な
み
を
失
わ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
高
め
ら
れ
る
。
そ
れ
が
良
俗
で
あ
る
。

（
中
略
）

（
５
）
性
道
徳
／
両
性
の
間
の
関
係
は
厳
粛
な
事
柄
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
を
清
純
で
品
位
あ
る
も
の
た
ら
し
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
性
道
徳
の
乱
れ
る

こ
と
は
社
会
の
頽
廃
の
大
き
な
原
因
で
あ
る
。

（
６
）
世
論
／
社
会
の
健
全
な
進
展
は
正
し
い
世
論
の
力
に
よ
る
。（
中
略
）　

（
７
）
共
同
福
祉
／
社
会
の
つ
ん
が
り
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
た
分
野
に
働
く
者
が
、
社
会
全
体
の
共
同
福
祉
を
重
ん
ず
る
と
こ
ろ
に
成
り
立
つ
。（
中
略
）

（
８
）
勤
勉
／
わ
れ
わ
れ
は
勤
勉
を
尊
び
そ
の
習
慣
を
身
に
つ
け
、
各
自
の
努
め
に
勤
勉
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
の
物
質
的
・
精
神
的
財
を
増
大
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
中
略
）

（
９
）
健
全
な
る
常
識
／
社
会
が
絶
え
ず
生
き
生
き
と
進
展
す
る
た
め
に
は
、
古
い
陋
習
を
改
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
ま
た
い
た
ず
ら
に
新

奇
に
走
り
軽
々
し
く
流
行
を
追
う
べ
き
で
は
な
い
。
健
全
な
る
社
会
は
健
全
な
る
常
識
に
よ
っ
て
保
た
れ
る
。（
中
略
）

（
10
）
社
会
の
使
命
／
社
会
の
使
命
は
、
高
い
文
化
を
実
現
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
文
化
を
尊
重
し
、
そ
れ
を
身
に
つ
け
、
力
を
合
わ
せ
て
そ

の
発
展
に
努
め
ね
ば
な
ら
な
い
。（
中
略
）

第
四
章　

国
家

（
１
）
国
家
／
わ
れ
わ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
国
家
の
ゆ
る
ぎ
な
き
存
続
を
保
ち
、
そ
の
犯
す
べ
か
ら
ざ
る
独
立
を
護
り
、
そ
の
清
き
繁
栄
高
き
文
化
の
確
立
に

寄
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
中
略
）

（
２
）
国
家
と
個
人
／
国
家
生
活
は
、
個
人
が
国
家
の
た
め
に
尽
く
し
、
国
家
が
個
人
の
た
め
に
尽
く
す
と
こ
ろ
に
成
り
立
つ
。
ゆ
え
に
国
家
は
個
人
の
人
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格
や
幸
福
を
軽
ん
ず
べ
き
で
は
な
く
、
個
人
は
国
家
を
愛
す
る
心
を
失
っ
て
は
な
ら
な
い
。（
中
略
）

（
３
）
伝
統
と
創
造
／
国
家
が
健
全
な
る
発
展
を
と
げ
る
の
は
、
国
家
が
強
靱
な
る
精
神
的
結
合
を
保
ち
、
そ
の
結
合
か
ら
溌
溂
た
る
生
命
力
が
わ
き
起
っ

て
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
国
民
の
精
神
的
結
合
が
強
固
な
も
の
で
あ
る
た
め
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
国
の
歴
史
と
文
化
の
伝
統
の
上
に
、
し
っ
か

り
と
立
脚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
国
民
の
生
命
力
が
創
造
的
で
あ
る
た
め
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
広
く
世
界
に
向
っ
て
目
を
開
き
、
常
に
他
の
長

所
を
取
り
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。（
中
略
）

（
４
）
国
家
の
文
化
／
国
家
は
、
そ
の
固
有
な
る
民
族
文
化
の
発
展
を
通
じ
て
、
独
自
の
価
値
と
個
性
を
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
個
性
は
排
他

的
な
狭
い
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
民
族
文
化
は
世
界
文
化
の
一
環
た
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
５
）
国
家
の
道
義
／
国
家
の
活
動
は
、
古
今
に
通
じ
東
西
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
る
人
類
不
変
の
道
義
に
基
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
国
家
は
、

内
に
は
自
ら
の
尊
厳
を
保
ち
、
外
に
は
他
へ
の
国
際
信
義
を
全
く
す
る
。

（
６
）
愛
国
心
／
国
家
の
盛
衰
興
亡
は
国
民
に
お
け
る
愛
国
心
の
有
無
に
か
か
る
。
わ
れ
わ
れ
は
祖
先
か
ら
国
を
伝
え
受
け
、
子
孫
へ
そ
れ
を
手
渡
し
て
行

く
も
の
と
し
て
、
国
を
危
か
ら
し
め
な
い
責
任
を
も
つ
。
国
を
愛
す
る
者
は
、
そ
の
責
任
を
満
た
し
て
国
を
盛
ん
な
ら
し
め
、
且
つ
世
界
人
類
に
貢
献

す
る
と
こ
ろ
多
き
国
家
た
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
真
の
愛
国
心
は
人
類
愛
と
一
致
す
る
。

（
７
）
国
家
の
政
治
／
国
家
は
、
一
部
特
定
党
派
、
身
分
、
階
級
の
利
益
の
た
め
の
手
段
と
み
な
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
常
に
国
家
が
国
民
全

体
の
た
め
の
国
家
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。（
中
略
）

（
８
）
天
皇
／
わ
れ
わ
れ
は
独
自
の
国
柄
と
し
て
天
皇
を
い
た
だ
き
、
天
皇
は
国
民
的
統
合
の
象
徴
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
わ
れ
わ
れ
は
天
皇
を
親
愛
し
、

国
柄
を
尊
ば
ね
ば
な
ら
な
い
。
世
界
の
す
べ
て
の
国
家
は
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
な
国
柄
を
も
つ
。
わ
が
国
の
国
柄
の
特
徴
は
、
長
き
歴
史
を
一
貫
し
て
天

皇
を
い
た
だ
き
来
っ
た
と
こ
ろ
に
存
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
天
皇
の
特
異
な
位
置
は
専
制
的
な
政
治
権
力
に
基
か
ず
、
天
皇
へ
の
親
愛
は
盲
目
的

な
信
仰
や
し
い
ら
れ
た
隷
属
と
は
別
で
あ
る
。

（
９
）
人
類
の
平
和
と
文
化
／
わ
れ
わ
れ
は
世
界
人
類
の
平
和
と
文
化
と
に
貢
献
す
る
こ
と
を
も
っ
て
国
家
の
使
命
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
中
略
）

　

国
家
や
民
族
は
、
単
に
自
己
の
利
益
の
み
を
追
求
し
た
り
、
自
分
の
立
場
の
み
を
主
張
し
た
り
す
る
時
、
世
界
の
平
和
を
乱
し
人
類
の
文
化
を
脅
か

す
。
し
か
も
ま
た
、
わ
れ
わ
れ
が
世
界
人
類
に
寄
与
し
う
る
の
は
、
自
国
の
政
治
や
文
化
を
正
し
く
育
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
で
あ
る
。
世
界
人
類

を
思
う
の
故
に
、
国
家
民
族
の
地
盤
か
ら
遊
離
し
た
り
、
国
家
や
民
族
を
思
う
あ
ま
り
、
世
界
人
類
を
忘
れ
る
こ
と
は
と
も
に
真
実
の
道
で
は
な
い
。

（944）
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文
部
省
（
中
央
教
育
審
議
会
）『
期
待
さ
れ
る
人
間
像
』　　

昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
十
二
月

第
一
部　

当
面
す
る
日
本
人
の
課
題

一　

現
代
文
明
の
特
色
と
第
一
の
要
請
／
二　

今
日
の
国
際
情
勢
と
第
二
の
要
請
／
三　

日
本
の
あ
り
方
と
第
三
の
要
請

第
二
部　

日
本
人
に
特
に
期
待
さ
れ
る
も
の

　

第
一
章　

個
人
と
し
て

　
　
　

一　

自
由
で
あ
る
こ
と
／
二　

個
性
を
伸
ば
す
こ
と
／
三　

自
己
を
大
切
に
す
る
こ
と
／
四　

強
い
意
志
を
も
つ
こ
と
／
五　

畏
敬
の
念
を
も
つ
こ
と

　

第
二
章　

家
庭
人
と
し
て

　
　
　

一　

家
庭
を
愛
の
場
と
す
る
こ
と
／
二　

家
庭
を
い
こ
い
の
場
と
す
る
こ
と
／
三　

家
庭
を
教
育
の
場
と
す
る
こ
と
／
四　

開
か
れ
た
家
庭
と
す
る
こ
と

　

第
三
章　

社
会
人
と
し
て

　
　
　

一　

仕
事
に
打
ち
こ
む
こ
と
／
二　

社
会
福
祉
に
寄
与
す
る
こ
と
／
三　

創
造
的
で
あ
る
こ
と
／
四　

社
会
規
範
を
重
ん
ず
る
こ
と

　

第
四
章　

国
民
と
し
て

　
　
　

一　

正
し
い
愛
国
心
を
も
つ
こ
と
／
二　

象
徴
に
敬
愛
の
念
を
も
つ
こ
と
／
三　

す
ぐ
れ
た
国
民
性
を
伸
ば
す
こ
と

※
最
後
の
「
す
ぐ
れ
た
国
民
性
を
伸
ば
す
こ
と
」

　
（
前
略
）
明
治
以
降
の
日
本
人
が
、
近
代
史
上
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
演
ず
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
か
れ
ら
が
近
代
日
本
建
設
の
気
力
と
意
欲
に
あ
ふ

れ
、
日
本
の
歴
史
と
伝
統
に
よ
っ
て
つ
ち
か
わ
れ
た
国
民
性
を
発
輝
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　

こ
の
よ
う
な
た
く
ま
し
さ
と
と
も
に
、
日
本
の
美
し
い
伝
統
と
し
て
は
、
自
然
と
人
間
に
対
す
る
こ
ま
や
か
な
愛
情
や
寛
容
の
精
神
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
こ
ま
や
か
な
愛
情
に
、
さ
ら
に
広
さ
と
深
さ
を
与
え
、
寛
容
の
精
神
の
根
底
に
確
固
た
る
自
主
性
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、

た
く
ま
し
く
美
し
く
、
お
お
ら
か
な
風
格
あ
る
日
本
人
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
日
本
人
の
す
ぐ
れ
た
国
民
性
と
し
て
、
勤
勉
努
力
の
性
格
、
高
い
知
的
水
準
、
す
ぐ
れ
た
技
術
的
素
質
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
特
色
を
再
認
識
し
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
狭
い
国
土
、
貧
弱
な
資
源
、
増
大
す
る
人
口
と
い
う
恵
ま
れ
な
い

条
件
の
も
と
に
お
い
て
も
、
世
界
の
人
々
と
と
も
に
、
平
和
と
繁
栄
の
道
を
歩
む
こ
と
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

（945）
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明
治
神
宮
崇
敬
会
編
『
た
い
せ
つ
な
こ
と
』　　
　

平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
三
月

㋑　

日に

本ほ
ん

で
毎ま
い
と
し年
お
正
し
ょ
う
が
つ月
に
初
は
つ
も
う
で詣
が
最
も
っ
と
も
多お
お

い
の
は
、
都と

心し
ん

の
雄ゆ
う
だ
い大
な
森も
り

に
包つ
つ

ま
れ
た
明め
い

治じ

神じ
ん
ぐ
う宮
で
す
。
そ
こ
に
祀ま
つ

ら
れ
て
い
る
明め
い

治じ

天て
ん
の
う皇
は
、
今
き
ん
じ
ょ
う上
陛へ
い

下か

の
曾ひ
い

祖お
じ
い
さ
ん
父
に
あ
た
り
、
約や
く

一
五
〇
年ね
ん
ま
え前
（
一
八
五
二
年ね
ん

）
の
十
一
月が
つ

三
日か

に
お
生う

ま
れ
に
な
り
、
か
ぞ
え
十
六
歳さ
い

で
即そ
く

位い

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
半は
ん

世せ
い

紀き

近ち
か

い
御ご

在ざ
い

位い

中
ち
ゅ
う
、
激は
げ

し
い
国こ
く
際さ
い
化か

を
迫せ
ま

ら
れ
た
日に

本ほ
ん

の
ト
ッ
プ
・
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
多お
お

く
の
国こ
く
み
ん民
に
協
き
ょ
う
り
ょ
く
力
を
得え

な
が
ら
、
素す

ば晴
ら
し
い
近き
ん
だ
い代
国こ
っ

家か

を
形
か
た
ち

作づ
く

る
の
に
全
ぜ
ん
り
ょ
く力
を
尽つ

く
し
、
見み

事ご
と

に
成せ
い
こ
う功
さ
れ
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
そ
の
御お
た
ん
じ
ょ
う
び

誕
生
日
が
、
現げ
ん
ざ
い在
で
も
「
文ぶ
ん

化か

の
日ひ

」
と
し
て
毎ま
い
と
し年
お
祝い
わ

い
さ
れ
る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
今い

ま

な
お
多お
お

く
の
人ひ
と
び
と々

か
ら
仰あ
お

が
れ
る
明め
い

治じ

天て
ん
の
う皇
は
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
と
っ
て
何な
に

が
「
た
い
せ
つ
な
こ
と
」
か
を
「
教
き
ょ
う
い
く育
勅ち
ょ
く
ご語
」（
教
き
ょ
う
い
く育
に
関か
ん

す
る

勅ち
ょ
く
ご語
）
に
ま
と
め
、
そ
れ
を
み
ず
か
ら
実じ
っ
せ
ん践
し
て
御お

手て

本ほ
ん

を
示し
め

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内な
い
よ
う容
は
、
新あ
ら

た
な
国
際
化
と
直
ち
ょ
く
め
ん面
し
て
い
る
今い
ま

の
私
わ
た
し
た
ち
に
贈お
く

ら
れ
た

「
生い

き
る
知ち

え恵
」
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
勅ち

ょ
く
ご語
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
「
二
十
一
世せ
い

紀き

の
国こ
っ

家か

・
社し
ゃ
か
い会
の
形け
い
せ
い成
に
主し
ゅ
た
い
て
き

体
的
に
参さ
ん
か
く画
す
る
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
育い
く
せ
い成
」
を
は
か
る
た
め
に

も
不ふ

可か

欠け
つ

な
「
た
い
せ
つ
な
こ
と
」
を
十
二
項こ
う
も
く目
に
ま
と
め
直な
お

し
、
わ
か
り
や
す
い
表
ひ
ょ
う
げ
ん現
に
改
あ
ら
た
め
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
日に

本ほ
ん

語ご

を
、
素す

直な
お

に
言い

っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
ま
た
、
外が

い
こ
く国
の
人ひ
と
び
と々

に
も
英え
い

語ご

で
伝つ
た

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

㋺
「
教
育
勅
語
」（
現
代
か
な
遣
い
）

（
ⅰ
）
朕ち

ん

惟お
も

う
に
、
我わ

が
皇こ
う

祖そ

皇こ
う
そ
う宗
、
国く
に

を
肇は
じ

む
る
こ
と
宏こ
う
え
ん遠
に
、
徳と
く

を
樹た

つ
る
こ
と
深し
ん
こ
う厚
な
り
。
我わ

が
臣し
ん
み
ん民
、
克よ

く
忠
ち
ゅ
う
に
克よ

く
孝こ
う

に
、
億
お
く
ち
ょ
う兆
心こ
こ
ろを
一い
つ

に
し

て
、
世よ

よ世
厥そ

の
美び

を
済な

せ
る
は
、
此こ

れ
我わ

が
国こ
く
た
い体
の
精せ
い

華か

に
し
て
、
教
き
ょ
う
い
く育
の
淵え
ん
げ
ん源
、
亦ま
た

実じ
つ

に
此こ
こ

に
存そ
ん

す
。

（
ⅱ
）
爾

な
ん
じ

臣し
ん
み
ん民
、
①

父ふ

ぼ母
に
孝こ
う

に
、
②

兄け
い
て
い弟
に
友ゆ
う

に
、
③

夫ふ
う

婦ふ

相あ
い

和わ

し
、
④

朋ほ
う
ゆ
う友
相あ
い

信し
ん

じ
、
⑤

恭き
ょ
う
け
ん倹
己お
の
れを
持じ

し
、
⑥

博は
く
あ
い愛
衆し
ゅ
うに
及お
よ

ぼ
し
、
⑦

学が
く

を
修お
さ

め
、
業
ぎ
ょ
う
を
習な
ら

い
、
以も
っ

て
智ち

能の
う

を
啓け
い
は
つ発
し
、
徳と
っ

器き

を
成
じ
ょ
う

就じ
ゅ

し
、
⑧

進す
す
んで
公こ
う
え
き益
を
広ひ
ろ

め
、
政せ
い
む務
を
開ひ
ら

き
、
⑨

常つ
ね

に
国こ
っ
け
ん憲
を
重
お
も
ん
じ
、
国こ
く
ほ
う法
に
遵
し
た
が
い
、
⑩

一い
っ
た
ん旦
緩か
ん
き
ゅ
う
急
あ
れ
ば
、
義ぎ

勇ゆ
う

公こ
う

に
奉ほ
う

じ
、
以
て
天
て
ん
じ
ょ
う壌
無む
き
ゅ
う窮
の
皇こ
う

運う
ん

を
扶ふ
よ
く翼
す
べ
し
。

是か
く

の
如ご
と

き
は
、
独ひ
と

り
朕ち
ん

が
忠
ち
ゅ
う

良り
ょ
うの
臣し
ん
み
ん民
た
る
の
み
な
ら
ず
、
又ま
た

以も
つ

て
⑪
爾な
ん
じ

祖そ

先せ
ん

の
遺い

風ふ
う

を
顕け
ん
し
ょ
う
彰
す
る
に
足た

ら
ん
。

（
ⅲ
）
斯こ

の
道み
ち

は
、
実じ
つ

に
我わ

が
皇こ
う

祖そ

皇こ
う
そ
う宗
の
遺い

訓く
ん

に
し
て
、
子し

孫そ
ん

臣し
ん
み
ん民
の
倶と
も

に
遵じ
ゅ
ん
し
ゅ
守
す
べ
き
所と
こ
ろ、
之こ
れ

を
古こ

今こ
ん

に
通つ
う

じ
て
謬あ
や
まら
ず
、
之こ
れ

を
中ち
ゅ
う
が
い
外
に
施ほ
ど
こし
て
悖も
と

ら
ず
。

（
ⅳ
）
⑫
朕ち
ん

、
爾
な
ん
じ

臣し
ん
み
ん民
と
倶と
も

に
拳け
ん

拳け
ん

服ふ
く
よ
う膺
し
て
咸み
な

其そ
の

徳と
く

を
一
に
せ
ん
こ
と
を
庶こ
い
ね
が幾
う
。
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明め
い

治じ

二
十
三
年ね
ん

十
月
三
十
日に
ち

　

御ぎ
ょ
め
い名　

御ぎ
ょ

璽じ

㋩
「
教
育
勅
語
」
現
代
意
訳

（
ⅰ
）
国こ
く
み
ん民
の
皆み
な

さ
ん
、
私
わ
た
く
しど
も
の
祖そ
せ
ん先
は
、
国く
に

を
建た

て
初は
じ

め
た
時と
き

か
ら
、
道ど
う

義ぎ

道ど
う
と
く徳
を
大た
い
せ
つ切
に
す
る
、
と
い
う
大お
お

き
な
理り

想そ
う

を
掲か
か

げ
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
全ぜ
ん
こ
く
み
ん

国
民
が
、
国こ
っ

家か

と
家か

庭て
い

の
た
め
に
心
こ
こ
ろ
を
合あ

わ
せ
て
力
ち
か
ら
を
尽つ

く
し
、
今こ
ん
に
ち日
に
至い
た

る
ま
で
見み

事ご
と

な
成せ
い

果か

を
あ
げ
て
く
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
わ
が
日に

本ほ
ん

の

す
ぐ
れ
た
国く
に
が
ら柄
の
お
か
げ
で
あ
り
、
ま
た
わ
が
国く
に

の
教
き
ょ
う
い
く育
の
基も
と

づ
く
と
こ
ろ
も
、
こ
こ
に
あ
る
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
ⅱ
）
国こ
く
み
ん民
の
皆み
な

さ
ん
、
①

あ
な
た
を
生う

み
育そ
だ

て
て
く
だ
さ
っ
た
両り
ょ
う
し
ん
親
に
、「
お
父と
う

さ
ん
お
母か
あ

さ
ん
、
あ
り
が
と
う
」
と
、
感か
ん
し
ゃ謝
し
ま
し
ょ
う
。
②

兄き
ょ
う
だ
い
弟
の
い

る
人ひ
と

は
、「
一い
っ
し
ょ緒
に
し
っ
か
り
や
ろ
う
よ
」
と
、
仲な
か

良よ

く
励は
げ

ま
し
あ
い
ま
し
ょ
う
。
③
縁え
ん

あ
っ
て
結む
す

ば
れ
た
夫ふ
う

婦ふ

は
、「
二ふ
た
り人
で
助た
す

け
あ
っ
て
い
こ
う
」
と
、
い

つ
ま
で
も
協
き
ょ
う
り
ょ
く
力
し
あ
い
ま
し
ょ
う
。
④

学が
っ
こ
う校
な
ど
で
交ま
じ

わ
り
を
も
つ
友と
も
だ
ち達
と
は
、「
お
互た
が

い
、
わ
か
っ
て
い
る
よ
ね
」
と
、
信し
ん

じ
あ
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
⑤
も
し
間ま

違ち
が

っ
た
こ
と
を
言
っ
た
り
行
お
こ
な

っ
た
時と
き

は
、
す
ぐ
「
ご
め
ん
な
さ
い
、
よ
く
考か
ん
がえ
て
み
ま
す
」
と
自み
ず
から
反は
ん
せ
い省
し
て
、
謙け
ん
き
ょ虚
に
や
り
な
お
し

ま
し
ょ
う
。
⑥
ど
ん
な
こ
と
で
も
自
分
ひ
と
り
で
は
で
き
な
い
の
で
す
か
ら
、
い
つ
も
思お
も

い
や
り
の
心こ
こ
ろを
も
っ
て
「
み
ん
な
に
や
さ
し
く
し
ま
す
」
と
、
博は
く
あ
い愛

の
輪わ

を
広ひ
ろ

げ
ま
し
ょ
う
。
⑦

誰だ
れ

で
も
自じ

分ぶ
ん

の
能の
う
り
ょ
く
力
と
人じ
ん
か
く格
を
高た
か

め
る
た
め
に
学が
く
ぎ
ょ
う
業
や
鍛た
ん
れ
ん錬
を
す
る
の
で
す
か
ら
、「
進す
す

ん
で
勉べ
ん
き
ょ
う
強
し
努ど
り
ょ
く力
し
ま
す
」
と
い
う

意い

き

ご
気
込
み
で
、
知ち

徳と
く

を
磨み
が

き
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
⑧

一い
ち
に
ん
ま
え

人
前
の
実
じ
つ
り
ょ
く力
を
養
や
し
な
っ
た
ら
、
そ
れ
を
活い

か
せ
る
職
し
ょ
く
ぎ
ょ
う
業
に
つ
き
、「
喜よ
ろ
こん
で
お
手て

伝つ
だ

い
し
ま
す
」
と
い

う
気き

も持
ち
で
公
お
お
や
け

＝
世よ

の
た
め
人ひ
と

の
た
め
働は
た
らき
ま
し
ょ
う
。
⑨
ふ
だ
ん
は
国こ
っ

家か

の
秩ち
つ
じ
ょ序
を
保た
も

つ
た
め
に
必ひ
つ
よ
う要
な
憲け
ん
ぽ
う法
や
法ほ
う
り
つ律
を
尊そ
ん
ち
ょ
う
重
し
、「
約や
く
そ
く束
は
必か
な
らず
守ま
も

り
ま

す
」
と
心こ
こ
ろに
誓ち
か

っ
て
、
ル
ー
ル
に
従し
た
がい
ま
し
ょ
う
。
⑩
も
し
国こ
っ

家か

の
平へ
い
わ和
と
国こ
く
み
ん民
の
安あ
ん
ぜ
ん全
が
危き

き機
に
陥お
ち
いる
よ
う
な
非ひ
じ
ょ
う常
事じ

態た
い

に
直ち
ょ
く
め
ん
面
し
た
ら
、
愛あ
い

す
る
祖そ

国こ
く

や

同ど
う
ほ
う胞
を
守ま
も

る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立た
ち

場ば

で
「
勇ゆ
う

気き

を
出だ

し
て
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
覚か
く
ご悟
を
決き

め
、
力ち
か
らを
尽つ

く
し
ま
し
ょ
う
。

　

い
ま
①
〜
⑩
に
述の

べ
た
よ
う
な
こ
と
は
、
善ぜ
ん
り
ょ
う
良
な
日に

本ほ
ん

国こ
く
み
ん民
と
し
て
不ふ

可か

欠け
つ

の
心こ
こ
ろ
え得
で
あ
る
と
共と
も

に
、
そ
の
実じ
っ
せ
ん践
に
努つ
と

め
る
な
ら
ば
、
⑪
皆み
な

さ
ん
の
祖そ

先せ
ん

た

ち
が
昔む
か
しか
ら
守ま
も

り
伝つ
た

え
て
き
た
日に

本ほ
ん

的て
き

な
美び

徳と
く

を
継け
い
し
ょ
う
承
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
し
ょ
う
。

（
ⅲ
）
こ
の
よ
う
な
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
歩あ
ゆ

む
べ
き
道み
ち

は
、
わ
が
皇こ
う
し
つ室
の
祖そ

先せ
ん

た
ち
が
守ま
も

り
伝つ
た

え
て
き
た
教き
ょ
う
く
ん
訓
と
も
同お
な

じ
な
の
で
す
。
か
よ
う
な
皇こ
う
し
つ室
に
と
っ
て
も

国こ
く
み
ん民
に
と
っ
て
も
「
い
い
も
の
」
は
、
日に

本ほ
ん

の
伝で
ん
と
う統
で
す
か
ら
、
い
つ
ま
で
も
「
大だ
い

事じ

に
し
て
い
き
ま
す
」
と
心こ
こ
ろが
け
て
、
守ま
も

り
通と
お

し
ま
し
ょ
う
。
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こ
の
伝で
ん
と
う
て
き

統
的
な
人ひ
と

と
し
て
の
道み
ち

は
、
昔む
か
しも
今い
ま

も
変か

わ
る
こ
と
が
な
く
、
ま
た
海か
い
が
い外
で
も
十
じ
ゅ
う
ぶ
ん分
通つ
う
よ
う用
す
る
普ふ

遍へ
ん
て
き的
な
真し
ん

理り

に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

（
ⅳ
）
そ
こ
で
⑫

私
わ
た
く
し

自じ

身し
ん

も
、
国こ
く
み
ん民
の
皆み
な

さ
ん
と
一い
っ
し
ょ緒
に
、
こ
れ
ら
の
教お
し

え
を
一
い
っ
し
ょ
う生
大だ
い

事じ

に
守ま
も

っ
て
高た
か

い
徳と
く
せ
い性
を
保た
も

ち
続つ
づ

け
る
た
め
、
こ
こ
で
皆み
な

さ
ん
に

「
ま
ず
自じ

分ぶ
ん

で
や
っ
て
み
ま
す
」
と
明め
い
げ
ん言
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
実じ
っ
せ
ん践
に
努つ
と

め
、
お
手て

本ほ
ん

を
示し
め

し
た
い
と
願ね
が

っ
て
い
ま
す
。

　

明め
い

治じ

二
十
三
年ね
ん

（
一
八
九
〇
）
十
月が
つ

三
十
日に
ち　

　

御ぎ
ょ
め
い名
（
御ご

実じ
つ

名め
い

「
睦む
つ

仁ひ
と

」・
御ぎ
ょ

璽じ

（
御ご

印い
ん

鑑か
ん

「
天て
ん
の
う皇
御ぎ
ょ

璽じ

」）

㋥
十
二
の
「
た
い
せ
つ
な
こ
と
」

　

１
、
親
に
感
謝
す
る　
　
　
　
「
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
」

　

２
、
兄
弟
仲
良
く
す
る　
　
　
「
一
緒
に
し
っ
か
り
や
ろ
う
よ
」

　

３
、
夫
婦
で
協
力
す
る　
　
　
「
二
人
で
助
け
合
っ
て
い
こ
う
」

　

４
、
友
達
を
信
じ
あ
う　
　
　
「
お
互
い
、
わ
か
っ
て
い
る
よ
ね
」

　

５
、
み
ず
か
ら
反
省
す
る　
　
「
ご
め
ん
な
さ
い
、
よ
く
考
え
て
ま
す
」

　

６
、
博
愛
の
輪
を
広
げ
よ
う　
「
み
ん
な
に
や
さ
し
く
す
る
」

　

７
、
知
徳
を
磨
く　
　
　
　
　
「
進
ん
で
勉
強
し
努
力
し
ま
す
」

　

８
、
公

お
お
や
けの
た
め
に
働
く　
　
　
「
喜
ん
で
お
手
伝
い
し
ま
す
」

　

９
、
ル
ー
ル
に
従
う　
　
　
　
「
約
束
は
必
ず
守
り
ま
す
」

　

10
、
祖
国
に
尽
く
す　
　
　
　
「
勇
気
を
出
し
て
が
ん
ば
ろ
う
」

　

11
、
伝
統
を
守
る　
　
　
　
　
「
い
い
も
の
は
大
事
に
し
て
い
き
ま
す
」

　

12
、
手
本
を
示
す　
　
　
　
　
「
ま
ず
自
分
で
や
っ
て
み
ま
す
」

　㋭ Important Qualitites

 1．Father and Mother, thank you

 2．Let’s get along together respectably

 3．Let’s help and support one another

 4．We understand one another

 5．Sorry I’ll think it through carefully

 6．I’ll be kind to everyone

 7．I’ll keep studying and making efort

 8．I’ll be happy to help you

 9．I always keep my promise

10．I’ll be hold and more my best effort

11．I’ll continue to value good quality

12．I’ll try first on my own
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資
料
18　

文
部
省
告
示
「
中
学
校
学
習
指
導
要
領
」
第
三
章
「
道
徳
」　　
　

平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
三
月

第
１　

目
標
／
道
徳
教
育
の
目
標
は
、
第
１
章
総
則
の
第
１
の
２
に
示
す
と
こ
ろ
に
よ
り
、
学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
、
道
徳
的
な
心
情
、
判
断
力
、

実
践
意
欲
と
態
度
な
ど
の
道
徳
性
を
養
う
こ
と
と
す
る
。（
中
略
）

第
２　

内
容
／
道
徳
の
時
間
を
要
か
な
め

と
し
て
学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
行
う
道
徳
教
育
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

１　

主
と
し
て
自
分
自
身
に
関
す
る
こ
と
。

⑴
望
ま
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
、
心
身
の
健
康
の
増
進
を
図
り
、
節
度
を
守
り
節
制
に
心
掛
け
調
和
の
あ
る
生
活
を
す
る
。

⑵
よ
り
高
い
目
標
を
目
指
し
、
希
望
と
勇
気
を
持
っ
て
着
実
に
や
り
抜
く
強
い
意
志
を
も
つ
。

⑶
自
立
の
精
神
を
重
ん
じ
、
自
主
的
に
考
え
、
誠
実
に
実
行
し
て
そ
の
結
果
に
責
任
を
も
つ
。

⑷
真
理
を
愛
し
、
真
実
を
求
め
、
理
想
の
現
実
を
目
指
し
て
自
己
の
人
生
を
切
り
拓
い
て
い
く
。

⑸
自
己
を
見
つ
め
、
自
己
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
個
性
を
伸
ば
し
て
充
実
し
た
生
き
方
を
追
求
す
る
。

２　

主
と
し
て
他
の
人
と
の
か
か
わ
り
に
関
す
る
こ
と
。

⑴
礼
儀
の
意
義
を
理
解
し
、
時
と
場
に
応
じ
た
適
切
な
言
動
を
と
る
。

⑵
温
か
い
人
間
愛
の
精
神
を
深
め
、
他
の
人
々
に
対
し
思
い
や
り
の
心
を
も
つ
。

⑶
友
情
の
尊
さ
を
理
解
し
て
心
か
ら
信
頼
で
き
る
友
達
を
も
ち
、
互
い
に
励
ま
し
合
い
、
高
め
合
う
。

⑷
男
女
は
、
互
い
に
異
性
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解
を
深
め
、
相
手
の
人
格
を
尊
重
す
る
。

⑸
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
立
場
を
尊
重
し
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
の
見
方
や
考
え
方
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
、
寛
容
の
心
を
も
ち
謙
虚
に
他
に
学
ぶ
。

⑹
多
く
の
人
々
の
善
意
や
支
え
に
よ
り
、
日
々
の
生
活
や
現
在
の
自
分
が
あ
る
こ
と
に
感
謝
し
、
そ
れ
に
こ
た
え
る
。

３　

主
と
し
て
自
然
や
崇
高
な
も
の
と
の
か
か
わ
り
に
関
す
る
こ
と
。

⑴
生
命
の
尊
さ
を
理
解
し
、
か
け
が
え
の
な
い
自
他
の
生
命
を
尊
重
す
る
。

⑵
自
然
を
愛
護
し
、
美
し
い
も
の
に
感
動
す
る
豊
か
な
心
を
も
ち
、
人
間
の
力
を
超
え
た
も
の
に
対
す
る
畏い

敬け
い
の
念
を
深
め
る
。
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⑶
人
間
に
は
弱
さ
や
醜
さ
を
克
服
す
る
強
さ
や
気
高
さ
が
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
、
人
間
と
し
て
生
き
る
こ
と
に
喜
び
を
見
い
だ
す
よ
う
に
努
め
る
。

４　

主
と
し
て
集
団
や
社
会
と
の
か
か
わ
り
に
関
す
る
こ
と
。

⑴ 
法
や
き
ま
り
の
意
義
を
理
解
し
、
遵
守
す
る
と
と
も
に
、
自
他
の
権
利
を
重
ん
じ
義
務
を
確
実
に
果
た
し
て
、
社
会
の
秩
序
と
規
律
を
高
め
る
よ
う

に
努
め
る
。

⑵
公
徳
心
及
び
社
会
連
帯
の
自
覚
を
高
め
、
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
に
努
め
る
。

⑶
正
義
を
重
ん
じ
、
だ
れ
に
対
し
て
も
公
正
、
公
平
に
し
、
差
別
や
偏
見
の
な
い
社
会
の
実
現
に
努
め
る
。

⑷
自
己
が
属
す
る
様
々
な
集
団
の
意
義
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
集
団
生
活
の
向
上
に
努
め
る
。

⑸
勤
労
の
尊
さ
や
意
義
を
理
解
し
、
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
、
公
共
の
福
祉
と
社
会
の
発
展
に
努
め
る
。

⑹
父
母
、
祖
父
母
に
敬
愛
の
念
を
深
め
、
家
族
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
充
実
し
た
家
庭
生
活
を
築
く
。

⑺
学
級
や
学
校
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、
教
師
や
学
校
の
人
々
に
敬
愛
の
念
を
深
め
、
協
力
し
て
よ
り
よ
い
校
風
を
樹
立
す
る
。

⑻ 

地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
郷
土
を
愛
し
、
社
会
に
尽
く
し
た
先
人
や
高
齢
者
に
尊
敬
と
感
謝
の
念
を
深
め
、
郷
土
の
発
展
に
努
め

る
。

⑼
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
国
を
愛
し
、
国
家
の
発
展
に
努
め
る
と
と
も
に
、
優
れ
た
伝
統
の
継
承
と
新
し
い
文
化
の
創
造
に
貢
献
す
る
。

潅
世
界
の
中
の
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、
国
際
的
視
野
に
立
っ
て
、
世
界
の
平
和
と
人
類
の
幸
福
に
貢
献
す
る
。

第
３　

指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い

１　

各
学
校
に
お
い
て
は
、
校
長
の
方
針
の
下
に
、
道
徳
教
育
の
推
進
を
主
に
担
当
す
る
教
師
（
以
下
「
道
徳
教
育
推
進
教
師
」
と
い
う
。）
を
中
心
に
、

全
教
師
が
協
力
し
て
道
徳
教
育
を
展
開
す
る
た
め
、
次
に
示
す
と
こ
ろ
に
よ
り
、
道
徳
教
育
の
全
体
計
画
と
道
徳
の
時
間
の
年
間
指
導
計
画
を
作
成

す
る
も
の
と
す
る
。

２　

第
２
に
示
す
道
徳
の
内
容
は
、
生
徒
が
自
ら
道
徳
性
を
は
ぐ
く
む
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
道
徳
の
時
間
は
も
と
よ
り
、
各
教
科
、
総
合
的
な
学
習
の

時
間
及
び
特
別
活
動
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
に
応
じ
た
適
切
な
指
導
を
行
う
も
の
と
す
る
。
そ
の
際
、
生
徒
自
ら
が
成
長
を
実
感
で
き
、

こ
れ
か
ら
の
課
題
や
目
標
が
見
付
け
ら
れ
る
よ
う
工
夫
す
る
必
要
が
あ
る
。
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３　

道
徳
の
時
間
に
お
け
る
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
事
項
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

⑴ 
学
級
担
任
の
教
師
が
行
う
こ
と
を
原
則
と
す
る
が
、
校
長
や
教
頭
な
ど
の
参
加
、
他
の
教
師
と
の
協
力
的
な
指
導
な
ど
に
つ
い
て
工
夫
し
、
道
徳
教

育
推
進
教
師
を
中
心
と
し
た
指
導
体
制
を
充
実
す
る
こ
と
。

⑵ 

職
場
体
験
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
自
然
体
験
活
動
な
ど
の
体
験
活
動
を
生
か
す
な
ど
、
生
徒
の
発
達
の
段
階
や
特
性
等
を
考
慮
し
た
創
意
工

夫
あ
る
指
導
を
行
う
こ
と
。

⑶ 

先
人
の
伝
記
、
自
然
、
伝
統
と
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
題
材
と
し
、
生
徒
が
感
動
を
覚
え
る
よ
う
な
魅
力
的
な
教
材
の
開
発
や
活
用
を
通
し
て
、

生
徒
の
発
達
の
段
階
や
特
性
等
を
考
慮
し
た
創
意
工
夫
あ
る
指
導
を
行
う
こ
と
。

⑷ 

自
分
の
考
え
を
基
に
、
書
い
た
り
討
論
し
た
り
す
る
な
ど
の
表
現
す
る
機
会
を
充
実
し
、
自
分
と
は
異
な
る
考
え
に
接
す
る
中
で
、
自
分
の
考
え
を

深
め
、
自
ら
の
成
長
を
実
感
で
き
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
。

⑸
生
徒
の
発
達
の
段
階
や
特
性
等
を
考
慮
し
、
第
２
に
示
す
道
徳
の
内
容
と
の
関
連
を
踏
ま
え
て
、
情
報
モ
ラ
ル
に
関
す
る
指
導
に
留
意
す
る
こ
と
。

４　

道
徳
教
育
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
学
校
や
学
級
内
の
人
間
関
係
や
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、
学
校
の
道
徳
教
育
の
指
導
内
容
が
生
徒
の
日
常

生
活
に
生
か
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。（
中
略
）

５　

生
徒
の
道
徳
性
に
つ
い
て
は
、
常
に
そ
の
実
態
を
把
握
し
て
指
導
に
生
か
す
よ
う
努
め
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
し
、
道
徳
の
時
間
に
関
し
て
数
値
な

ど
に
よ
る
評
価
は
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

（951）




